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q 調査の意図と調査対象
今の中学生は権利についてどんな意識をも
っているのだろう。「子どもの権利条約」が
日本で発効して６年がたった。しかし、その
内容はあまり知られていないし、反発もある
ようだ。国連子どもの権利委員会は日本の現
状についてきびしい注文をつけている。
子どもを「権利行使の主体」とみるならば、
中学生は自分の権利をどう考え、どう使いた
いと思っているのだろう。ここでは、条約が
強調する自己決定権、意見表明権、プライバ
シーなどを中心に、彼らが考える「権利の侵
害」「権利とわがままの境界」「行使したい権
利とその意欲」などについて尋ねている。
調査の対象は、東京・千葉・神奈川にある
６校の中学生計1,238人。その中には、「子ど
もの権利条約」の普及に熱心な学校２校も含
まれている（p.12  表１－１）。

w 家庭での様子
「学校へ持っていく物」は90％以上が自分
で準備しているが、「食器の後かたづけ」や
「パジャマをたたむ」など家事の分担や身の
回りの整理整頓のできていない生徒も３～４
割いる（p.14  図２－１）。

e 親との関係
現在の親子関係については84.2％が「うま
くいっている」と答えており、良好な親子関
係に性差は認められない（p.16  表２－２、
表２－３）。
「どんな親か」と尋ねると、「よいことと
悪いことをしっかり判断してくれる」が最も
多く、71.7％（「とても+わりとそう」の数値）
に達した。また、10％前後であるが、「学校
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で納得できないことがあったら、学校に抗議
に行ってくれる」「たとえ校則に違反しても、
親が悪くないと思えば認めてくれる」「『学校
へ行きたくない』と言ったら休ませてくれる」
という回答があったことも注目される
（p.17   図２－２）。
親への要望の第１位は、「秘密にしている
ものは勝手に見ないでほしい」で、60％を超
える生徒が「ぜったいそうしてほしい」と回
答している。次いで、「家ではゆっくりと休
ませてほしい」「いちいちうるさく言わない
でほしい」「友だちづきあいに口を出さない
でほしい」などがあがった（p.19  図２－３）。

r クラスの雰囲気
クラスの雰囲気を尋ねると、「行事などで
はみんなで協力してもりあがる」「男子と女
子の仲がいい」が８割（「とても＋わりと＋
少しそう」の数値）と多かったが、「自分の
意見を言いにくい」と感じている生徒が４割、
「まじめにやっている人が損をしてしまう」
も４人に１人いた（p.23  図３－１）。

t 学校でいやな思いをした経験
学校でいやな思いをしたことでは、「先生
がある生徒だけを特別扱いしたこと」「授業
中、友だちにちょっかいをかけられたこと」
「みんなの前で悪口を言われたこと」「悪くな
いのに、自分のせいにされたこと」などが多
く、「しゅっちゅう+ときどきある」が３～
４割、「１、２回ある」を含めると６～７割
の生徒が経験している（p.25  図３－２）。

y ぜったいしてはいけないこと
「プライバシーをみんなの前で話すこと」

「いじめること」「借りた文房具などを返さな
いこと」「先生がある生徒だけを特別扱いす
ること」「悪くないのに、その人のせいにす
ること」「先生が体罰をすること」「カバンの
中や手帳などを勝手に見ること」などは、８
割の生徒が「どんな理由でもぜったいしては
いけない」と考えている。しかし、少数であ
るが、「理由があればしてもいい」と思う生
徒もいる（p.26  表３－１、p.27  表３－２）。

u 意見を言えるとしたら、言いたいこと
生徒に意見を言いたいことを尋ねると、

「遠足や修学旅行の行き先や内容」「高校入試
の仕方」「部活動の活動計画や練習方法」「通
知表につける成績」などが上位にあがるが、
「とても言いたい」は２割ほどで、「あまり＋
ぜんぜん関心がない」（３割）生徒の方が多
い（p.29  図３－４）。
もし放課後、「文化祭や体育祭のプログラ
ム」「授業で勉強する内容」「公園のプランづ
くり」について話し合いが開かれたとしても、
積極的に参加したり、リーダーを引き受ける
という生徒はそれほど多くない（p.32  表
３－５、p.33  表３－６）。けれども、クラ
スに自分の意見を言いやすい雰囲気があれ
ば、「意見を言いたい」と思う割合が高くな
り（p.30  表３－３）、行事でもりあがった
経験があるほど、「放課後の話し合いに参加
したり、リーダーを引き受けてもいい」と回
答する割合が高くなる傾向がみられる
（p.33  表３－７、p.34  表３－８）。
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i 権利か、それともわがままか
身近な行動のレベルで、「わがままか、そ
れとも権利の主張か」を尋ねたところ、「授
業中にトイレに行きたくなったら行く」は
７割、「制服（標準服）の着方をちょっとだ
け変える」「校則に決められているけれど、
好きな髪型にする」などは半数の生徒が
「権利」と考えていることがわかった。「給
食に嫌いなものがあるときは食べない」「自
分の用事があるときは係の仕事をしないで
帰る」など、かつては生活指導の対象とな
ったような事柄でも、個人の「権利」だと
する生徒の方が多い。「みんなで決めたこと
だけれど、やりたくないのでやらない」や
「学校へ行きたくない日は欠席する」「気分
がのらないときは保健室で休む」などにつ
いては、半数が「ぜったいわがまま」と回
答しているが、「権利」ととらえる生徒も１
～２割いることは注目される（p.36  図
３－５）。

o 学校のきまりについて
一口にきまりといっても、ほとんどの生徒
が疑問を感じない「授業の前後にあいさつを
すること」「授業中にいねむりをすると叱ら
れること」から、疑問を感じる生徒の方が多
い「学校で持ち物検査をすること」や「校則
で髪型を決めること」まで幅がある。ただ、
きまりに疑問を感じても、生徒がそれを教師
に話すことは少ない（p.38  表４－１）。
自由記述には、同じ学校でも多様な意見が
記されており、きまりそのものよりも、きま
りを通して示される「教師が生徒をどう扱っ
ているか」という「関係性」を重視する声も
あった（p.94  資料３：自由記述回答例「学
校のきまりや校則について言いたいこと」）。

!0 「子どもの権利条約」の知名度
「子どもの権利条約」を「自分で読んだこ
とがある」生徒は6.4％、これに「どんなも
のか少し知っている」の18.9％を含めても、
「知っている」生徒は25.3％と、全体の４分
の１にとどまる（p.45  表５－１）。

!1 「子どもの権利」の意味
生徒たちは「自分の進路を自分で決められ
ること」や「自分の意見をきちんと言えるこ
と」を「権利」と考えている（p.47  図５－１）。

!2 決定できるか
「校則を決める」ことができると思う生徒
が34.3％で、多くの生徒は決めるのは無理と
感じている（p.51  図５－２）。

!3 「していい」か、「早い」か
「していい」のは「好きな人とつきあうこ
と」で、化粧やセックス、ピアスは「早い」と
大方の生徒が考えている（p.52  表５－９）。

!4 自由ときまり
「人に迷惑をかけなければ、何をやっても
その人の自由だ」は32.0％、「校則やきまり
は、納得できなくても守らなくてはならない」
は36.1％のように、全体として、生徒は自由
やきまりを大事に考えている（p.54  表５－
11）。
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!5 権利意識の高い子・低い子
中学生の権利意識にみられる特徴を一言で
表現すれば、「失敗を恐れず、進路ややりた
いこと、そして交友関係を中心に、自分の好
みと選択権を積極的に主張してみたい」とい
うことである。
こうした権利観のなかで注目される傾向
は、「たとえ失敗しても、自分たちのことは
自分たちで決めたい」と強く思っている積極
群（６割弱）と、そうでない消極群（４割強）
の違いである。この「自己決定の意欲度」が
異なる２つのグループを中心に、権利意識の
高い子・低い子の特徴を分析してみた（p.57
表６－１－１～３）。
すると、「子どもの権利条約」の内容を知
っているかどうかが、グループ間で大きく違
うことがわかった。積極群の方に周知度が高
い（p.58  図６－１）。
自己決定に意欲的な生徒ほど、自分の権利
行使に積極的だが、反面、彼らは多数決、義
務、中学生としての制約を受け入れる「バラ
ンス感覚」を示した（p.60  図６－２）。

!6 自己像・将来像と権利意識
「たとえ失敗しても、自分たちのことは自
分たちで決めたい」と強く思う生徒像をみる
と、権利について知識をもっているばかりで
なく、自分で決めた経験をもっており、また
将来像についても楽観的である（p.62  図
６－４、p.63  図６－５）。
友人関係での自己像を中学生・高校生で比
較してみると、「考えの違う友人への意見主
張」において、その割合は高校生の方が高い
（p.64  図６－６）。

〔調査概要〕

対象●東京・千葉・神奈川の公立中学校１～
３年生

時期●1999年11月～12月

方法●学校通しによる質問紙調査

サンプル構成
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男 子 193 182 265 640

女 子 170 186 242 598

合 計 363 368 507 1,238

１ 年 ２ 年 ３ 年 合 計

（人）
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「児童（子ども）の権利条約」（以下「子
どもの権利条約」）といわれたとき、「聞いた
ことがあるけれど、関係がなさそうなので、
くわしくは知らない」が大方の感想であろう。
教育関係者で子どもの問題に関心を持ってい
る者でも、「『子どもの権利条約』は発展途上
の社会の子どもには重要だ。しかし、日本の
子どもは恵まれているので、権利の規定と無
関係だ」と思う人が少なくない印象を受ける。
「子どもの権利条約」についての日本の批
准は遅れたが、平成６年（1994年）の５月
に発効することになった。その際、批准にと
もなう国内法の整備が問題になった。しかし、
日本は子どもを取り巻く条件が整備されてい
るので、批准したからといって特に法的な整
備を行う必要はないというのが政府筋の公式
の見解だった。
確かに、ユニセフの『世界子ども白書』な
どを手にすると、発展途上社会の子どもの問
題として、児童売買や貧困による病弱死、児
童労働などがとり上げられている。そして、
そうした社会では基礎教育を終えることな
く、労働に追われている子どもが少なくない。
こうした社会で、「子どもの権利条約」批

准を契機として、児童売買の禁止や児童労働
の解消、無償教育の徹底などが実現されるな
ら、権利条約締結は意義の深いものとなろう。
現在では、日本の子どもは貧困と無縁のよ
うに思われる。しかし歴史的にとらえた場合、
初等教育レベルでの就学が定着したのは明治
30年代に入ってからだが、その後でも就学で
きない子どもが少なくなかった。大正から昭
和にかけても、貧困のため就学できない子ど
もが多く、子守学校や夜間小学校が盛んだっ
たのは教育史の示す通りである。
第２次大戦後でも働く子どもの姿はまれで
はなかったし、学校へ来ても昼食代や教科書
代を払えない子どもがかなり多かった。そし
て、曲がりなりにも、どの子どもも働くこと
なく就学できるようになったのは、東京オリ
ンピックが開催された頃からであろう。
それから30年以上を経て、発展途上の社会
を基準にした尺度で計ると、日本の場合、子
どもの権利はかなりのレベルまで保障されて
いる。児童売買や幼児や児童への性的な虐待、
年少労働などがほとんどみられないからであ
る。そのため、「子どもの権利条約」を通し
て、子どもの何の権利を保障すべきなのか、
課題がみえにくい社会のように考えられる。
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「子どもの権利条約」
のとらえ方

はじめに

◆ 課題が見えにくい
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そこで観点を変えて、現代の子どもの視点
から「子どもの権利条約」の意味を考えてみ
よう。子どもを取り巻く物質的な環境は改善
された。しあわせなことに、日本の子どもた
ちは飢えや乾きと無縁な育ち方をしてきた。
不足感を味わったこともない。
それならば、子どもたちはしあわせなのか。
かつての不幸な状況が改善されたことは確か
だ。しかし、子どもは現代に生まれ今の社会
の中で生活をしている。それだけに、かつて
の子どもと比べて、現代がしあわせな暮らし
なのだといわれても、子どもたちは実感を持
てないと思う。
「子どもの権利条約」が条約の締結だけで
終わり、実行が形骸化されてしまわないよう
に、条約の締結から２年以内に第１回、それ
から５年ごとに国連に設置された子どもの権
利委員会に実行の状況を提出し、審査を受け
る制度がとられている。
第１回報告批准後２年たった1998年、日
本が提出した報告書に対し、国連の子どもの
権利委員会は、権利条約に対する日本の取り
組みは不十分との判定を下した。そして、42
項目にのぼる改善の観点を指摘している。こ
れらの項目の中には、日本の状況に即さない
と思われる内容も含まれているが、生徒たち
が受験のストレスにさらされているだけでな
く、学校が閉鎖的で子どもの自主性を損なっ
ているなどの指摘には納得のできるものを感
じる。
日本ではそれほど病理に感じてはいない
が、国際的な基準に照らすと問題が明らかに
なる。そうした意味で、権利委員会の指摘は、
日本の子どもの状況を判断する一種のリトマ
ス試験紙的な重みを持っていよう。
現代の子どもの状況を過去と比較して問題
が減ったというのでなく、現代の視点に立っ
て、子どもたちのしあわせを阻害しているも
のは何かと考えてみる態度が必要になる。豊
かで平和な情報化社会の到来は、子どもたち

にしあわせをもたらしたのだろうか。

日本の場合、子どもの権利が侵害されてい
るといえば、「いじめ」が連想される。下火
になったといっても、いじめられて死を急ぐ
子どもは決して少なくない。その背後に、死
まで至らなくとも、苦しい思いで毎日を送っ
ている多くの子どもの姿が浮かんでくる。
児童虐待は欧米に多く認められるが、日本
では事例が少ないといわれてきた。しかし、
日本でも虐待が増加傾向を示しているだけで
なく、表面化しない暗数は表面化したものを
はるかに上回るといわれる。
こうした状況に対する対応策としては、虐
待を受けている子どもを虐待から切り離すこ
とや、いじめられている子どもをいじめから
解放することが、とりあえずの課題として浮
かんでくる。
これらは見えやすく、緊急的な対応が望ま
れる課題であろう。そして、「子どもの権利
条約」に関連させて、子どものしあわせを保
障するための課題としたいのは、こうした緊
急的な問題に限られていない。
一例をあげるなら、学習塾通いする子ども
は小学高学年生の約５割、中学生の７割に達
する。塾通いの理由はともかく、小学生は学
校の授業が終わってから塾へ行くので、放課
後友だちと遊ぶ時間がとれないうえに、生活
のリズムが崩れる。なにしろ、塾から帰るの
が遅くなるので夕食も遅くなり、テレビを見
たり復習をしたりしていると、就寝は12時を
過ぎる。そうした生活が続くと翌朝まで疲れ
が残り、食欲が落ち、学校へ行っても授業に
集中できない状況になる。
中学生は部活動が終わってから塾へ行くの
で、帰宅はさらに遅れる。その結果、12時す
ぎまで起きている生徒が半数を超える状況が
生まれる。
こうした状況を誰も望ましいとは思ってい
ないが、塾通いが慢性化し、通塾率は高まる
ばかりである。
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◆ 現代の視点に立った課題の摘出
◆ 顕在的な課題と潜在的な課題
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塾通いの他にも、群れ遊びをする子どもの
姿が見えない、自然と接点を持たずに子ども
が成長している、テレビに象徴されるマスメ
ディアに囲まれ成長に歪みが認められる、学
校に充足感を持てない子どもが少なくないな
ど、子どもの成長にとって気にかかる現象は
少なくない。
問題を感じつつも、状況が慢性化して、意

識しないと問題の深さがわからなくなる。そ
うした潜在化した形の、しかしどの子どもに
も関連する問題が認められる。
したがって、緊急度の高い顕在化された問
題に早急に対応すると同時に、慢性化して広
範に及ぶ、しかも子どもの成長に関連する
様々な問題に対しても、成長を願っての対策
を講じる必要があろう。

―8―
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第１章 中学生の権利意識を考える視点

「子どもの権利条約」が1994年に日本で
発効して６年が経過する。国連総会でこの条
約が採択されたのが1989年である。したがっ
て、足かけ12年の歳月が流れたわけである。
けれども、この条約の内容は一部のおとな
や子どもたちを除いて正確には知られていな
い。今回の調査に協力してくれた中学生の場
合でも、「自分で読んだことがある」（6.4％）、
「どんなものか少し知っている」（18.9％）と
いう結果である。４人に１人の割合でしかな
い。なぜ、このように周知度が低いのだろう。
理由はいろいろと考えられるが、「子ども
の権利条約」の内容が学校の現実とかけ離れ
ていると受け止められ、その周知がためらわ
れていることが大きいだろう。実際、先生方

に本音を聞くと、「子どもに権利主張されて
は学校が混乱して困る」という抵抗感がある
ようだ。なかには、「日本よりも途上国の問
題」として認識されている場合もある。
国連の子どもの権利委員会が1998年に採択
した「総括所見」によれば、日本の場合、積
極的な側面は5項目にとどまり、22項目に及
ぶ懸念事項の指摘と、提案および勧告がなさ
れている。その一部を子どもの人権連代表委
員・平野裕二氏の仮訳でみてみたい（『子ど
もの権利条約のこれから』子どもの人権連・
反差別国際運動日本委員会編著／エイデル研
究所刊などより）。なお、番号は総括所見の
一貫番号を、…は省略をそれぞれ示している。

C 主要な懸念事項
11．…委員会は、条約の原則および規定、

１．調査のねらいと視点

１）「子どもの権利条約」をめぐって

第１章 中学生の権利意識を考える視点
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ならびに子どもは権利の全面的主体である
という考え方を条約が重視していることに
関する幅広い意識を、社会のあらゆる層に
おいて子どもにも大人にも同様に普及しか
つ促進するために、充分な措置がとられて
いないこと、…関連の専門家集団に対して
子どもの権利に関する研修を行うために充
分な措置がとられていないことを、懸念する。
22．識字率がきわめて高いことに表れてい
る通り同国が教育を重視していることに留
意しながらも、委員会は、競争が激しい教
育制度のストレスにさらされ、かつその結
果として余暇、運動および休息の時間が得
られないために子どもたちの間で発達障害
が生じていることを、条約の原則および規
定、とくに第3条、第6条、第12条、第29
条および第31条に照らして懸念する。委
員会はさらに、学校嫌いが相当数にのぼる
ことを懸念するものである。
23．委員会は、同国が、条約第29条に従
い、人権教育を系統だったやり方で学校カ
リキュラムに導入するために充分な措置を
とっていないことを、懸念する。

Ｄ　提案および勧告
33．委員会は、条約の規定が子どもおよび
大人の双方によって広く知られかつ理解さ
れることを確保するために、同国がさらな
る努力を行うよう勧告する。あらゆる専門
家集団を対象として、子どもの権利に関す
る系統だった研修および再研修のプログラ
ムが行われるべきである。…権利の全面的
主体としての子どもの地位を強化するた
め、条約をすべての教育機関のカリキュラ
ムに盛り込むよう勧告する。…
43．競争の激しい教育制度が同国に存在す
ること、ならびにその結果として子どもの
身体的および精神的健康に悪影響が生じて
いることを踏まえ、委員会は、同国に対し、
条約第3条、第6条、第12条、第29条およ
び第31条に照らして、過度のストレスお
よび学校嫌いを防止しかつそれと闘うため

に適切な措置をとるよう勧告する。
44．委員会は、同国に対し、条約第29条
に従って、人権教育を系統だったやり方で
学校カリキュラムに含めるために適切な措
置をとるよう勧告する。

この一部をみてもわかるように、国連の子
どもの権利委員会による勧告は、学校での系
統的なカリキュラムによる人権教育および教
師への研修プログラムの必要性と、競争によ
るストレスおよび学校嫌いの防止など、かな
り踏み込んだ提言を行っている。その斬新さ
は、子どもの権利侵害に対する救済措置や差
別問題に焦点づけた人権教育にとどまらず、
子ども自身を「権利行使の主体」として育成
することを訴えているところにある。つまり、
子どもの権利条約は「尊重から行使へ」とい
う発想の転換を求めている。

では中学生の場合、彼らは「権利行使の主
体」としてうまく育っているのだろうか。こ
の疑問が権利意識に関する調査を思い立った
動機である。すなわち、一般に今の中学生の
多くは「権利の主張ばかりして義務を果たそ
うとしない」と評されることが多い。しかし、
それは本当だろうか。そもそも彼らは「権利」
自体をどうとらえているのだろう。また、中
学生はどの程度まで権利を主張してもよいと
考えているのだろう。
こうした権利に関する問題は過去にあまり
調査されたことがないので、調査の仮説を立
てることが一定、困難である。また、権利意
識をどう規定するか、その定義も一般に使わ
れているわりには難しかった。それは私たち
自身の権利意識が明確でないためであろう。
中学生に限らず、私たちが日常、権利を行使
するとは一体どんなことか、この問題を明ら
かにすることが必要である。
そこで、「子どもの権利条約」が強調する
自己決定権、意見表明権、プライバシー権な
どに注目して、生徒にとって身近な問題から

―10―

２）中学生の権利意識をさぐる視点
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設問を作るよう努めた。すなわち、家庭や学
校の場面で、生徒たちが当事者として直面す
る問題から権利意識の特徴を探ろうと考え
た。その理由は、これまでの差別問題を中心
とした人権教育の視点から、まず自分の人権
について中学生がどう考えているかを調べる
視点へ調査の焦点を移してみる必要性を感じ
るからである。
国際比較による調査の結果をみると、日
本の子どもは自分の考えや意見が持てない
育ち方をしている。これはおとなたちが学
校化されすぎた価値観によって、「子どもの
ためだから」といって先回りして、子ども
にかかわることを勝手に決めてきたためで
はないだろうか。子どもたちが自分に関係
することは自分で決める。そのためには、
自ら考えて判断し決定する能力が必要とさ
れる。このような自己決定力は、新学習指
導要領が掲げる「生きる力」にもつながる。
以上の理由から、この調査ではきちんとし
た仮説を立てなかったけれども、しかし、お
およそ、次の視点を重視しながら分析を試み
ることにしたい。

q家庭や学校の場面で、権利を「侵害」さ
れた経験の頻度と、これをどのくらい「侵
害」として感じるかその程度を尋ねる。そ
して、この両者を照らし合わせることによ
って、彼らの権利「侵害」への意識の特徴
を明らかにする。ただし、ここで括弧つ

きで表記するように、中学生からみた場
合の権利の侵害である。これは調査票の
質問のb、m、,に対応する。
w権利意識の行動面での特徴を明らかにす
るため、学校で中学生が意見を表明したり
決定に参加する、その機会と彼らの意欲の
程度を尋ねる。これは質問の.、⁄0、⁄1に
対応する。
e「権利の主張」と「わがまま」の境界線
を尋ねて、彼らが権利主張の正当性をどこ
においているか、その傾向を把握する。学
校のきまりについて尋ねた質問の⁄2が対応
する。
r子どもの権利とは何か、中学生がしてよ
いことの内容を尋ねることによって、彼ら
の「権利観」の特徴を明らかにする。質問
の⁄3、⁄4、⁄5がこれに対応している。

以上の視点は、中学生の権利意識にみられ
る受動的側面と能動的側面の双方の特徴を明
らかにし、さらに、彼らが権利を行使できる
と考えるその基準についても解明しようと図
るためのものである。
この他に学校別、学年別、および性別によ
る差異が、上記の権利意識に影響すると考え
られる。特に今回の調査校には、「子どもの権
利条約」を普及することに熱心な自治体の学
校も対象に選んでいる。このことは、次の調
査対象のところで詳しく述べることにしたい。

全国的にみれば、子どもの権利条例を制定
している自治体もあるし、また、「子どもの
人権連」のような連絡団体もできている。し
かし、国連・子ども権利委員会からの提言を
受け止めて、その実現に向けた十分な施策や
活動が展開されているわけではない。特に中
学校ではどのように条約の精神を生かしたら
よいか、また、生徒による「権利の行使」を

どうとらえればよいかといった点について議
論が分かれている。
この調査では、中学校でのこうした現状を
考えて、「子どもの権利条約」の普及に熱心
な学校をいくつか選んでいる。東京都はこの
条約をわかりやすく解説したパンフレットな
どを作成しているが、その普及度は各区や市
町村によって違うし、また、学校によっても

―11―

２．調査対象の概要
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F中学校

合　計

A中学校

学
　
　
　
　
校
　
　
　
　
名

B中学校

C中学校

D中学校

E中学校

「温度差」があるようである。
そこで表１－１に示す学校の中で、神奈川
のＢ校と東京のＥ校を「子どもの権利条約」
などによる人権教育に比較的熱心なタイプの
学校として選んだ。ただし、東京のＣ校のよ
うに、生徒の間で「子どもの権利条約」の普
及度が高い学校もある。東京のＡ校とＤ校で
はそれほど高い普及度ではない。また、Ｆ校
は首都圏の地方にある学校である。
調査方法は、学校通しの留め置き法による
質問紙調査である。調査時期は1999年11月
～12月である。この６校の他にも、調査依頼
を試みたけれども、権利意識というテーマも
あってか、協力に難色を示された学校があっ
た。また、質問項目の中にやや「刺激的な」
設問があると受け取られるケースもあった。

こうした事情から、最終的に分析可能な対象
数は総計1,238名である。
調査対象の内訳をみれば、表１－１に示す
通り、学校ならびに学年による偏りがある。
すなわち、Ａ校が400名強と多いのに対して、
Ｃ校、Ｄ校、およびＦ校の対象数が100名前
後と少ない。この人数のアンバランスは、各
学校の事情によるものである。特にＤ校の場
合、3年生のみが対象となっているため、サ
ンプル全体の学年比に影響している。3年生
の割合が高いことが回答の結果に一定の影響
を及ぼすと考えられるので、分析にあたって
は学年別集計によってその偏りを点検するこ
とが必要である。なお、性別構成において大
きな偏りはみられない。

―12―

表１－１　調査対象の学校・性別・学年構成

性　別

男　子 女　子 1 年 2 年 3 年

学　　年

100.0

（429）

100.0

（231）

100.0

（91）

100.0

（112）

100.0

（276）

100.0

（99）

52.0

（223）

53.2

（123）

51.6

（47）

50.0

（56）

51.8

（143）

48.5

（48）

48.0

（206）

46.8

（108）

48.4

（44）

50.0

（56）

48.2

（133）

51.5

（51）

30.8

（132）

32.5

（75）

33.0

（30）

―

―

33.7

（93）

33.3

（33）

36.6

（157）

30.3

（70）

28.6

（26）

―

―

30.8

（85）

30.3

（30）

32.6

（140）

全　体
100.0

（1,238）

51.7

（640）

48.3

（598）

29.3

（363）

29.7

（368）

41.0

（507）

37.2

（86）

38.5

（35）

100.0

（112）

35.5

（98）

36.4

（36）

％（実数）
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第２章 家庭での様子・親との関係

「子どもの権利条約」は、子どもを「保護
の対象」としてだけでなく、「権利行使の主
体」としても位置づけたところに画期的な意
味があるとされる。
中学生という時期は、まさに主体的に考え、

行動する存在へと成長していく時期にあたる
が、他方で、自立の遅れや主体性のなさなど
も指摘されている。そこでまず、今回の調査
対象となった中学生たちの家庭での様子や親
との関係についてみてみよう。

図２－１は、「ふだんの家庭での様子」を
尋ねたものである。
最も肯定率の高かったものは「学校に持っ
ていく物は自分できちんと準備している」で
あり、「とてもそう」という回答が75.0％で、
「わりとそう」の16.4％を合わせれば９割に
達した。当然と言えば当然であるが、中学生
ともなれば学校への持ち物くらいは自分で準
備できているようである。次いで、「近所の
人に会ったら、あいさつをする」「自分の部
屋の掃除は自分でする」「保護者あてのプリ

ントは必ず親に渡す」なども、「とてもそう」
の数値は４～３割に減るものの、「わりとそ
う」を合わせれば６～７割となり、半数以上
の中学生が日常的にしていることがわかる。
他方、「自分の食器の後かたづけは自分です
る」では３割が、「パジャマは自分できちん
とたたむ」は４割が「あまり＋ぜんぜんそう
でない」と答えており、家事の分担や身の回
りの整理整頓については十分にはできていな
い現状がうかがわれる。
加えて、「親の期待に応えるように努力し

１．家庭での様子
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0.8

25.3 23.833.010.87.1

10.935.2 21.123.98.9

11.018.320.3 26.6 23.8

16.3 25.918.917.921.0

29.9 14.215.219.820.9

17.615.613.622.630.5

4.214.626.334.6

6.226.4 19.5 11.436.4

15.5 5.730.840.5

75.0 16.4

ている」や「家ではがまんばかりしている」
を否定する生徒が多いことにも注目したい
（「あまり+ぜんぜんそうでない」の数値が前
者は32.0％、後者は56.8％）。彼らがふだん、
家庭であまり親の目を意識することなく自由

に過ごしているのか、それとも「ものわかり
のよい親」が増えているのかは不明であるが、
こうしたデータと彼らの自立心や権利意識が
どのように関連するかは興味を引かれる。
なお、表２－１で男女差をみると、概して
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図２－１　家庭での様子 （％）

とてもそう わりとそう
少し
そう

あまりそうでない

5.7 2.0

7.5

20.4

1. 学校に持っていく物は自分
できちんと準備している

2. 近所の人に会ったら、あ
いさつをする

3. 自分の部屋の掃除は自分
でする

4. 保護者あてのプリントは
必ず親に渡す

5. 朝起きたら家族に「おは
よう」と言う

6. 自分の食器の後かたづけ
は自分でする

7. パジャマは自分できちん
とたたむ

8. 学校であったことを家族
に話す

9. 親の期待に応えるように
努力している

10. 家ではがまんばかりして
いる

ぜんぜん
そうでない
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全　体

10. 家ではがまんばかりしている

8. 学校であったことを家族に話す

女子の方が基本的な生活習慣がしっかりして
いることがわかる。また、学年差は有意とい
えるほどではないが、たとえば「自分の部屋
の掃除は自分でする」は１年生よりも３年生
の方がしており、「保護者あてのプリントは

必ず親に渡す」「学校であったことを家族に
話す」などは学年が上がるにつれて少なくな
るといった傾向がみられ、年齢とともに自分
の世界を意識し、親とは距離をおく様子が感
じられる。

―15―

（％）

1. 学校に持っていく物は自分できちんと準
備している

2. 近所の人に会ったら、あいさつをする

3. 自分の部屋の掃除は自分でする

4. 保護者あてのプリントは必ず親に渡す

5. 朝起きたら家族に「おはよう」と言う

6. 自分の食器の後かたづけは自分でする

7. パジャマは自分できちんとたたむ

9. 親の期待に応えるように努力している

性　　別 学　　年

男　子

86.3

65.2

55.8

54.1

50.7

45.9

31.7

36.9

33.0

18.4

96.8

77.7

70.2

68.0

55.8

55.9

43.2

57.5

32.6

17.4

88.8

72.0

59.9

66.0

58.1

50.6

40.2

51.4

35.3

15.9

93.9

70.4

61.3

64.2

57.2

52.6

40.0

47.6

30.8

16.8

91.4

71.3

65.9

54.7

46.8

49.5

33.2

43.4

32.4

20.2

91.4

71.3

62.8

60.9

53.1

50.8

37.3

46.9

32.8

17.9

女　子 1 年 2 年 3 年

表２－1 家庭での様子×性・学年

「とても」＋「わりと」そうの割合
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中　位

（％）

26.8

とてもうまく
いっている

3.757.4

（％）
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２．親との関係

続いて、現在の親子関係について尋ねた結
果が表２－２である。「とてもうまくいって
いる」の26.8％に、「わりと」の57.4％を加え
ると、「親とうまくいっている」割合が
84.2％にも達した。しかも、こうした良好な
親子関係に性差は認められない。また、学年

差をみると、学年が上がるにしたがって若干
数値は低くなるが、それでも３年生の８割が
「親とうまくいっている」と回答している
（表２－３）。
親子が良好な関係にあることはもちろん悪
いことではないが、中学生といえば、自分ら

表２－２　親とうまくいっているか

84.2 15.9

12.2

わりとうまく
いっている

あまりうまく
いっていない

ぜんぜんうまく
いっていない

表２－３　親とうまくいっているか×性・学年

84.4 84.0 88.3 84.4 81.2

性　　別 学　　年

男　子 女　子 １　年 ２　年

「とても」＋「わりと」うまくいっている割合

３　年
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33.8

29.8

19.6

16.4

33.6

53.025.85.1 13.0

31.0

21.9

5.2 10.2

32.6

28.3

6.4 9.1 28.8

8.3 17.3

8.5 10.826.721.5

9.730.727.812.2

8.721.129.627.313.3

26.7

7.526.1 24.5 15.126.8

21.433.6 4.938.1

しさに気づき、親を超えるための歩みを始め
る時期であるだけに手放しでは喜べない気も
する。そこで彼らの目に、親がどんな存在と
して映っているかをもう少し詳しく尋ねた図
２－２をみてみよう。
肯定率が最も高かったのは、「よいことと
悪いことをしっかり判断してくれる」で、
「とてもそう」の38.1％、「わりとそう」の
33.6％を合わせると７割を超えた。このこと
は、彼らの善悪の基準や行動の規範として親
が信頼されていることを物語っており、家庭

の重要性があらためて確認される。また、
「しつけにきびしい」（「とても+わりとそう」
で44.8％）、「子どもの気持ちをわかってくれ
る」（同40.0％）がほぼ同じ割合であること
も特徴である。
加えて、10％前後（「とても+わりとそう」
の数値）であるが、「学校で納得できないこ
とがあったら、学校に抗議に行ってくれる」
「たとえ校則に違反しても、親が悪くないと
思えば認めてくれる」「『学校へ行きたくない』
と言ったら休ませてくれる」親がいることに

―17―

3.2

17.1 27.7 23.0 5.4

図２－２ どんな親か （％）

とてもそう わりとそう
少し
そう

あまり
そうでない

1. よいことと悪いことをしっ
かり判断してくれる

2. よい成績をとることを期
待している

3. しつけにきびしい

4. 学校のできごとをよく質
問する

5. 子どもの気持ちをわかっ
てくれる

6. 家族のことは何でも話し
合って決める

7. 家族で社会のできごとに
ついてよく話す

8. 学校で納得できないことがあった
ら、学校に抗議に行ってくれる

9. たとえ校則に違反しても、親が
悪くないと思えば認めてくれる

10. 「学校へ行きたくない」と言
ったら休ませてくれる

2.0

ぜんぜん
そうでない

20.1
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71.7

59.9

49.3

41.9

38.0

28.3

25.4

14.3

12.7

6.3

71.7

52.9

44.8

40.6

40.0

30.0

25.6

15.5

15.4

8.3

学　　年
全　体

３　年２　年

71.7

45.4

40.2

39.3

42.0

31.8

25.7

16.9

18.2

10.2

78.2

55.3

46.3

38.8

42.8

33.1

24.2

12.6

10.0

5.4

68.6

53.0

45.9

39.0

40.8

27.4

23.9

13.4

14.4

8.7

69.3

51.0

43.0

43.0

37.2

29.6

27.7

19.2

19.9

9.8

（％）

も注目したい。こうした親は、「少しそう」
まで加えれば２～４割になる。
学校と家庭の規範感覚や権利意識が一致し
ない（あるいは対立するような）場面では、
これまで多くの場合は学校側の論理が優先し
ていた。しかし今後は、生徒や保護者の権利
意識の高まりとともに、学校が新しい対応を
求められる機会が増えてくることが予感され
る。個人や家庭のエゴイズムを公の場である
学校に持ち込むのは論外であるが、学校も一
般社会には受け入れがたいような「常識」を

押しつけてはいないか、再度、点検する必要
があるかもしれない。
なお、表２－４で性差と学年差を調べると、
男子は女子よりもよい成績を期待され、しつ
けにきびしいと感じる割合が高く、１年生は
２、３年生よりも、よいことと悪いことの判
断を親に求める傾向がみられる。また、高学
年になるにつれて、自分の親は「学校で納得
できないことがあったら、学校に抗議に行っ
てくれる」「たとえ校則に違反しても、親が
悪くないと思えば認めてくれる」「『学校へ行

―18―

表２－４　どんな親か×性・学年

1. よいこととと悪いことをしっかり
判断してくれる

2. よい成績をとることを期待してい
る

3. しつけにきびしい

4. 学校のできごとをよく質問する

5. 子どもの気持ちをわかってくれる

6. 家族のことは何でも話し合ってき
める

7. 家族で社会のできごとについてよ
く話す

8. 学校で納得できないことがあった
ら、学校に抗議に行ってくれる

9. たとえ校則に違反しても、親が悪
くないと思えば認めてくれる

10. 「学校へ行きたくない」と言った
ら休ませてくれる

「とても」＋「わりと」そうの割合

性　　別

男　子 女　子 １　年
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76.6

67.9 25.86.3

57.4

11.811.6

65.8

20.5 22.1

33.7

7.926.3

63.0

39.127.3

43.0 14.9

8.029.0

48.8

42.1

34.3

45.2 6.0

19.9

47.3 18.3

16.164.0

きたくない』と言ったら休ませてくれる」と
する割合も増加している。実数では少ないが、
そうした回答はわがままとも、権利意識の芽
生えとも解釈が可能であり、興味深い。
続いて、中学生が親に対してどんなことを

「してほしいか」あるいは「やめてほしい」
と思っているかという観点から親子関係や権
利意識の様子をみてみよう。今回の調査では、
友だちづきあいや先生との関係、プライバシ
ーの問題など10項目を尋ねたが、すでにそう
いった事柄について配慮している親も少なく

ないと考えられるので、選択肢には「ぜった
いそうしてほしい」「別にどちらでもいい」
「自分の親は今もそうしてくれている」の３
つを用いた。
その結果が図２－３であるが、最も希望が
高かったのは、「秘密にしているものは勝手
に見ないでほしい」で、６割を超える中学生
が「ぜったいそうしてほしい」と回答してい
る。この項目に関して「自分の親は今もそう
してくれている」は１割強であり、彼らのプ
ライバシー意識の高まりと、それに十分に対

―19―

図２－３ 親にしてもらいたいこと
（％）

ぜったいそうしてほしい
別に

どちらでもいい
自分の親は今も
そうしてくれている

1. 秘密にしているものは勝手
に見ないでほしい

2. 家ではゆっくりと休ませ
てほしい

3. いちいちうるさく言わな
いでほしい

4. 友だちづきあいに口を出
さないでほしい

5. あまり自分に期待しない
でほしい

6. おいしいご飯を食べさせ
てほしい

7. 家での様子を先生に言わ
ないでほしい

8. 家族旅行の行き先は一緒
に決めたい

9. 自分の味方になって最後
までかばってほしい

10. もっと話を聞いてほしい
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応できていない親とのギャップが感じられ
る。
続いて上位には、「家ではゆっくりと休ま
せてほしい」「いちいちうるさく言わないで
ほしい」「友だちづきあいに口を出さないで
ほしい」があがり、４～５割の中学生が「ぜ
ったいそうしてほしい」と思っている。中学
生がこうした事柄を「権利」という枠組みに
どれだけ結びつけているかはわからないが、
「子どもの権利条約」の視点に立てば、おと
なたちはもっと配慮が求められよう。他方、
これらの項目では、「別にどちらでもいい」
という回答が３～５割近くにも達しているこ
とも見逃せない。彼らの口癖である「べつに
…」のニュアンスをどのように解釈すべきか
は簡単ではないが、自分の部屋にこもってし
まえば、親の言うことなど「あまり関係ない」
ということなのかもしれない。
視点を変えて、「自分の親は今もそうしてく
れている」の数値の高い項目をみると、４割
の中学生が自分の親はおいしいご飯をつくっ
てくれ、４人に１人が子どもの話を聞いてく
れ、家族旅行の行き先は子どもと一緒に決め
てくれると回答している。
表２－５には「親にぜったいそうしてもら
いたいこと」の性差と学年差を示したが、そ
れほど大きな違いは認められない。あえて細

かな数値に注目すれば、男子は運動量が増し
ておなかがすくのか、それとも好き嫌いが多
いのか、「おいしいご飯を食べさせてほしい」
の数値が女子よりも高い。また、１年生では
「家族旅行の行き先は一緒に決めたい」が他
の学年に比べてやや高く、家族中心の行動に
重きを置いていることが感じられるが、２年
生では「友だちづきあいに口を出さないでほ
しい」で、また、３年生になると「秘密にし
ているものは勝手に見ないでほしい」で数値
が高くなるなど、学年とともに自立への欲求
が高まり、親の干渉をいやがる様子が読み取
れる。
以上、本章では中学生の権利意識を考える
前提として、彼らの家庭生活や親との関係を
概観した。今回の調査対象者に関しては、親
子関係は良好であり、親は善悪の判断の基準
として信頼されている。また、「プライバシ
ーへの配慮」には子どもの意識と現実にかな
りのギャップがあることや、自分の親は納得
できないことがあれば学校に抗議し、校則違
反も悪くないと思えば認めてくれるという生
徒も少数だがいることなども知ることができ
た。次章では、彼らの権利意識を学校生活の
具体的な場面に即して、さらに検討していく
ことにしよう。

―20―
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62.6

50.5

46.2

43.8

27.0

32.9

25.1

20.5

11.0

6.0

64.0

47.3

45.2

42.1

29.0

27.3

26.3

20.5

11.6

6.3

学　　年
全　体

３　年２　年

65.4

44.0

44.1

40.4

31.0

21.4

27.5

20.5

12.2

6.7

61.1

46.6

40.2

36.0

28.4

24.1

30.8

25.1

12.8

8.0

61.8

45.7

46.0

44.6

29.9

27.0

27.7

17.9

12.3

4.7

67.5

49.0

48.1

44.7

28.7

29.7

22.1

19.1

10.2

6.4

表２－５　親にぜったいそうしてもらいたいこと×性・学年

1. 秘密にしているものは勝手に見ない
でほしい

2. 家ではゆっくりと休ませてほしい

3. いちいちうるさく言わないでほし
い

4. 友だちづきあいに口を出さないで
ほしい

5. あまり自分に期待しないでほしい

6. おいしいご飯を食べさせてほしい

7. 家での様子を先生に言わないでほ
しい

8. 家族旅行の行き先は一緒に決めた
い

9. 自分の味方になって最後までかば
ってほしい

10. もっと話を聞いてほしい

「ぜったいそうしてほしい」割合

性　　別

男　子 女　子 １　年

（％）
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第３章 学校生活と権利意識

１．クラスの雰囲気

中学生に「権利とは」と尋ねても、実生活
に結びつかなければ、漠然としたイメージで
しか答えられないであろう。その意味で、彼
らが当事者としてかかわる身近な問題と関連
づけて考えさせることができるかどうかが中

学生の権利意識を知る鍵になる。
本章では、毎日の学校生活で生徒たちが直
面する具体的な問題から、彼らの権利意識の
特徴を探ってみたい。

まず、「あなたのクラスはどんなクラスか」
と尋ねた図３－１をみていただきたい。回答
は分散が大きかったので、ここでは全体的な
傾向をみるために、「とても＋わりとそう」
の数値の高い順に並べてみた。最も肯定する
割合が高かったのは、「行事などではみんな
で協力してもりあがる」で「とても＋わりと」
が６割、「少し」を加えれば８割強の生徒が
「そう」だと答えている。「男子と女子の仲が
いい」や「チャイムが鳴ったら、先生がいな
くても席につく」も肯定率は高く、「とて
も＋わりとそう」が４割、「少しそう」を合

わせれば６～８割となる。
こうした数値には、日本の学校が力を入れ
て取り組んできた、協力することや基本的生
活習慣・態度を重視する教育が一定の成果を
上げ、生徒たちに浸透していると評価するこ
とができる。
けれどもその一方で、「リーダーがいる」

「校則やきまりを守る生徒が多い」「担任の先
生の話を素直に聞く」「自分の意見を言いや
すい」などでは、「とても＋わりとそう」（約
３割）より、「あまり＋ぜんぜんそうでない」
（４割）と感じる生徒の方が多いという別の
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32.6

14.2

31.5

42.15.2 35.2

15.6 34.0 8.810.2

10.7

27.1

19.3 31.9 28.49.8

21.5 31.2 12.08.1

23.8

22.1 27.7 9.77.9

11.3

23.9 20.116.415.8

31.9

13.2 19.9 30.9 24.8

37.1

7.9 25.5 24.2 10.5

23.4

16.2

12.3 26.9 24.8 12.6

22.6

30.1 34.9 7.611.2

4.828.9 32.8 10.8

問題点も浮かび上がってくる。「まじめにや
っている人が損をしてしまう」と感じている
生徒も４人に１人いる。
調査した学校やクラスのそのときどきの
様々な状況によっても異なる結果が出ると思
われるが、少なからぬ生徒たちに「自分の意

見を言いにくい」「まじめにやっている人が
損をしてしまう」と感じさせる状況が学校に
あることも、中学生の「権利意識」や「人権
教育」を論じる前提として押さえておかなけ
ればならないだろう（学校差などについては、
第４章以降で考察する）。

―23―

9.2 27.7 20.7 5.3

図３－１ どんなクラスか
（％）

とてもそう わりとそう 少しそう
あまり
そうでない

1. 行事などではみんなで協力
してもりあがる

2. 男子と女子の仲がいい

3. チャイムが鳴ったら、先
生がいなくても席につく

4. 生徒が自主的に係の仕事
をする

5. 教室が整理、整頓されて
いる

6. 授業中うるさくて、先生の話
が聞こえないことがよくある

7. リーダーがいる

8. 校則やきまりを守る生徒
が多い

9. 担任の先生の話を素直に
聞く

10. 自分の意見を言いやすい

11. まじめにやっている人が損
をしてしまう

12. なんとなく暗くて、つまら
ない

ぜんぜんそう
でない

3.3
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言うまでもなく、学校は共同生活の場であ
るから、他者とのかかわり合いの中で自己を
主張したり、反対に自我を抑え、他者を思い
やらねばならない場面がしばしばおとずれ
る。そうした経験を積むことで、権利につい
ての感覚が磨かれ、ふさわしい形でそれを扱
うことができるようになると考えられる。そ
こで手始めに、これまでの中学生活で「権利」
を侵されたような経験がどれくらいあるかを
尋ねた。
その結果が図３－２であるが、上位には

「先生がある生徒だけを特別扱いしたこと」
「授業中、友だちにちょっかいをかけられた
こと」「みんなの前で悪口を言われたこと」
「悪くないのに、自分のせいにされたこと」
などがあがった。さすがに、「しょっちゅう
ある」という生徒は１～２割であるが、「と
きどき」を加えれば３～４割、「１、２回あ
る」まで含めると６～７割の生徒が経験し
ている。反対に、「１度もない」の数値が高
いのは、「これまでに、先生から体罰を受け

たこと」（77.4％）、「いじめを受けたこと」
（76.8％）で、幸いなことに８割近い生徒は
そうした経験がない。
だが学校において、少なからぬ生徒がこ
こにあげたような権利の侵害－軽微なもの
から深刻なものまであるが－を経験してい
ることに私たちは目を向ける必要があろ
う。
もちろん、こうした言い方にはいくつか留
意が必要である。まず今回の調査では、この
質問は「あなたは学校で次のような経験があ
りますか」というワーディングで尋ねており、
「権利の侵害」という言葉は使っていない。
したがって、中学生がそうした経験を「権利」
と直接的に結びつけて考えているかどうかは
わからない。また、その経験の程度や受け止
め方には当然、個人差があろう。
大事なことは、理念的な議論になりがちな

「権利」の問題を中学生の生活実態や視線に
即して考え、意味のある学習に結びつけてい
くことではないだろうか。

―24―

２．学校でいやな思いをした経験
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26.5

76.8

11.6

14.5

33.5

62.2

77.4

54.713.8

28.1

38.7

16.9 44.6

32.6

9.6 20.1 31.6

31.0

20.4

16.5 25.0 27.5

20.5 39.419.7
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2.7

59.2

3.3

5.5

4.0 27.5

4.3 5.9 12.3

4.4 11.1 22.4

5.0

5.6 13.0 53.3

11.1 24.6 31.6

図３－２ 次のような経験がどれくらいあるか

（％）

しょっちゅうある ときどきある 1、2回ある 1度もない

1. 先生がある生徒だけを特別
扱いしたこと

2. 授業中、友だちにちょっ
かいをかけられたこと

3. みんなの前で悪口を言わ
れたこと

4. 悪くないのに、自分のせ
いにされたこと

5. プライバシーをみんなの
前で話されたこと

6. 友だちから無視されたこ
と

7. カバンの中や手帳などを
勝手に見られたこと

8. これまでに、先生から体
罰を受けたこと

9. 校則に違反して叱られた
こと

10. いじめを受けたこと

11. 文房具などを貸したら、返し
てもらえなかったこと
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18.6

8.8

14.3

40.2

29.7

10.2

15.5

21.9

35.7

17.8

41.5

11.2

11.4

11.5

13.3

17.0

13.2

15.0

30.8

39.9

35.9

40.2

どう思うか これまでの経験

（％）

そこで、次の表３－１は図３－２でみたよ
うな「学校で経験したこと」について、「ど
んな理由でもぜったいしてはいけない」「理
由があればしてもいい」「しかたなくするこ
ともある」の３つの選択肢を用いて、価値判
断を試みた結果である。なお参考のため、右
側に「これまでの経験」を「しょっちゅう＋
ときどきある」の数値で併記した（図３－２
より）。
これによると、「プライバシーをみんなの
前で話すこと」「いじめること」「借りた文房
具などを返さないこと」「先生がある生徒だ
けを特別扱いすること」「悪くないのに、そ
の人のせいにすること」「先生が体罰をする
こと」「カバンの中や手帳などを勝手に見る
こと」などは、約８割の生徒が「どんな理由

でもぜったいしてはいけない」と考えており、
彼らがまっとうな「権利意識や人権感覚」を
持っていることにほっとする。しかし少数で
はあるが、「理由があればしてもいい」と考
える生徒がいることが気になる。
他方、「授業中、友だちにちょっかいをか
けること」「校則に違反すること」「みんなの
前で悪口を言うこと」では、無条件に「して
はいけない」とする回答は４割と少ない。実
は、「授業中、友だちにちょっかいをかける
こと」は「学習権」、「みんなの前で悪口を言
うこと」は「人権」との関連を念頭に置いて
質問したのだが、生徒たちはそうしたことを
日常的に経験しているためか、それほど深刻
には受け止めていないふしも見受けられる。
また、「校則に違反すること」に関しては、
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表３－１　図３－２であげたことについてどう思うか

1. プライバシーをみんなの前で話
すこと

2. いじめること

3. 借りた文房具などを返さないこ
と

4. 先生がある生徒だけを特別扱い
すること

5. 悪くないのに、その人のせいに
すること

6. 先生が体罰をすること

7. カバンの中や手帳などを勝手に
見ること

8. 友だちを無視すること

9. みんなの前で悪口を言うこと

10. 校則に違反すること

11. 授業中、友だちにちょっかいを
かけること

83.8

83.6

81.7

81.0

79.8

79.0

78.3

57.6

43.6

43.3

42.3

5.0

5.0

6.7

5.7

3.2

7.7

6.7

11.5

16.4

20.7

17.5

どんな理由でも
ぜったいしては
いけない

理由があれば
してもいい

しかたなく
することもある

しょっちゅう＋
ときどきある

＊左の項目をされた経験（図３－２より）

＊

●モノグラフ・中学生の世界 vol.66



81.7

83.5

79.6

79.9

78.9

77.1

75.5

58.3

44.3

32.2

37.2

その校則の内容にもよるのであろうが、校則
を守っている生徒の中にも（「校則に違反し
て叱られたこと」が「しょっちゅう＋ときど
きある」の数値は17.8％にすぎない）、校則
違反を「理由があればしてもいい」「しかた
なくすることもある」と思っている生徒が少
なくないことがわかる。加えて、「友だちを
無視すること」において、「しかたなくする
こともある」の数値が３割にも及ぶのは見過
ごせないデータである。「いじめ」の構造に
もかかわるとされるこの年齢の生徒たちに特
有な「同調圧力」が感じられる。
表３－２に性差と学年差を示した。それほ
ど顕著な傾向はみられないが、特定の生徒の
特別扱い（ひいき）や体罰については女子の
方が敏感であり、「どんな理由でもぜったい

してはいけない」と思う割合が男子に比べて
若干高い。逆に校則違反については、男子の
方が「いけない」と思っている。
学年差が最も顕著にみられるのは校則に関
してであり、１年生では半数以上が「校則に
違反すること」は「どんな理由でもぜったい
してはいけない」と考えているのに対して、
３年生では３割ほどに減少する。また、数値
的にはわずかではあるが、プライバシーや他
人のもの（所有権）への配慮などに関して、
学年が進むにつれて鈍感になる傾向もみられ
る。学校生活への慣れがその原因と推測され
るが、本来、成長とともにより敏感になるべ
き事柄であるだけに残念である。
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性　　別 学　　年

（％）

表３－２　図３－２であげたことについてどう思うか×性・学年

1. プライバシーをみんなの前で話
すこと

2. いじめること

3. 借りた文房具などを返さないこ
と

4. 先生がある生徒だけを特別扱い
すること

5. 悪くないのに、その人のせいに
すること

6. 先生が体罰をすること

7. カバンの中や手帳などを勝手に
見ること

8. 友だちを無視すること

9. みんなの前で悪口を言うこと

10. 校則に違反すること

11. 授業中、友だちにちょっかいを
かけること

81.3

81.9

79.7

75.9

77.2

70.8

74.1

59.8

40.5

48.3

39.7

86.6

85.4

83.9

86.5

82.7

87.9

82.9

55.3

47.0

38.0

45.1

86.7

83.7

84.5

81.8

82.7

81.7

81.2

56.5

43.6

55.9

49.7

83.9

83.7

82.0

81.9

78.2

79.0

79.3

57.8

42.7

46.4

42.1

83.8

83.6

81.7

81.0

79.8

79.0

78.3

57.6

43.6

43.3

42.3

男　子 女　子 1 年 2 年 3 年
全　体

「どんな理由でもぜったいしてはいけない」割合
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23.3

22.65.3

17.6

41.210.6

3.9

24.4 53.9

48.047.1

学校は集団生活であるから、みんなで分担
して行う仕事や様々な行事や活動がある。そ
れらは、これまでも自治や協力、協働などの
視点から重視されてきたが、今日、子どもを
権利行使の主体としてとらえる意味で、「自
分自身にかかわる問題について意見を表明
し、参加すること」が注目されている。では、
現実に中学生が学校の中で意見を表明したり
決定に参加する機会はどのくらいあり、生徒
たちは「意見の表明や参加」について、どの
くらい関心を持っているのだろうか。
まず、図３－３は、どの学校でもホームル
ームの議題となるような「教室の座席」や
「文化祭や体育祭のプログラム」などを例に、
決め方の現状について尋ねたものである。
この図からは、生徒にかかわる事柄であっ
ても、その決め方にはおおよそ３つのタイプ
があることがわかる。すなわち、q「クラス
の係」のような学級内における自治的協働的
な活動に関しては、あくまでも生徒が中心に
なって決めている（「生徒だけで話し合って
決めている」47.1％、「先生と相談するが、

どちらかといえば生徒が決める」48.0％）。
w「教室の座席」などハード的な環境や特殊
な事情（例えば、近視の子に対する配慮）も
考慮すべき場合には、教師と相談しつつ生徒
が決めている。それに対して、e全学的な行
事については、先生の発言力が増してくる。
「文化祭や体育祭のプログラム」では「先生
が決めている」の25.0％、「先生と相談する
が、どちらかといえば先生が決める」の
23.3％を合わせると、半数が先生の主導であ
る。「遠足や修学旅行の行き先や内容」では
「先生が決める」だけで52.9％にもなる。
もちろん、文化祭や修学旅行についても一
から十まですべてを教員サイドで決めてしま
うことは少なく、教員が大枠を決めてから生
徒に選択させたり、具体的な内容を考えさせ
たりするというのが現実の姿であろう。とも
あれ、自分たちの問題を自分たちで相談し、
決定することが少ない中学生の現状を知るこ
とができる。
そこで次に、「自分の意見を言うことがで
きるとしたら」という条件をつけて、「係分
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３．意見を言いたいこと

19.2 52.9

4.1

1.0

25.0

図３－３ 次のことを決めるとき、どのように決めるか
（％）

生徒だけで話し合って決めている
先生と相談するが、どちら
かといえば生徒が決める

先生と相談するが、どちら
かといえば先生が決める

1. クラスの係

2. 教室の座席

3. 文化祭や体育祭の
プログラム

4. 遠足や修学旅行の
行き先や内容

先生が
決めている
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14.88.5 34.512.8

21.0

23.2

12.1

25.3

34.311.3 11.3

12.315.1

23.714.213.7

33.8

27.9

13.2 16.9

22.013.720.3

27.6

24.214.420.9

11.2

12.5

17.719.4

25.413.523.8

23.028.020.0 17.5 11.5

25.822.9 16.5

11.5

担や服装についてのきまり」などの身近な問
題から、「時間割や自分の成績」といった学
習内容にかかわるやや高度な問題、あるいは、
「新しい公園のプラン」といった社会的な広

がりを有するものまで13項目を掲げて、意見
を言いたいかどうかを尋ねてみた。
その結果が図３－４であるが、まず読み取
れるのは、「意見を言いたい」という強い意
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19.810.4 36.7

19.8

15.9

34.4

31.3

14.0

23.5 12.7

16.3

16.1

24.1

24.1

22.5

24.0

12.2

26.0 19.1 19.5

24.8

図３－４ 自分の意見を言えるとしたら、言いたいか
（％）

とても言いたい わりと言いたい 少し言いたい
あまり
関心がない

1. 遠足や修学旅行の行き先や
内容

2. 高校入試の仕方

3. 部活動の活動計画や練習
方法

4. 通知表につける成績

5. 教室の座席

6. 服装や髪型についてのき
まり

7. 時間割

8. 災害にあった人たちを助ける
ためにどんなことをするか

9. クラスの係

10. 授業で勉強する内容

11. 文化祭や体育祭のプログ
ラム

12. 卒業式のプログラム

ぜんぜん
関心がない

29.413. 校区にできる新しい公園
のプランづくり
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43.3

40.6

40.7

34.4

36.2

34.6

32.8

28.1

22.9

29.5

19.5

22.2

19.2

欲が全般的に感じられないことである。楽し
い行事であるはずの「遠足や修学旅行の行き
先や内容」でさえ、「とても言いたい」のは
26.0％、「わりと言いたい」の19.1％を合わせ
ても45.1％にすぎない。「少し言いたい」ま
で加えればどうにか7割に達するものの、「関
心がない」も３割いる。この図は「とても＋
わりと言いたい」の数値に着目して整理して
あるが、誰もが気になる「高校入試の仕方」
や「通知表につける成績」でも、学校生活を
過ごすうえで身近な問題である「部活動の活
動計画や練習方法」や「教室の座席」、「服装
や髪型についてのきまり」でも、意見を「と
ても＋わりと言いたい」は４割に満たない。
「あまり＋ぜんぜん関心がない」も同じく４
割である。
最も関心の低かった「校区にできる新しい
公園のプランづくり」については、中学生に
とっては現実味が薄いと考えられ、関心度が
低いのもいたしかたないといえようが、「文

化祭や体育祭のプログラム」や「授業で勉強
する内容」においても半数が「関心がない」
のはどうしたことであろうか。学校ではいつ
も与えられるもの、自分の意志とは関係なく
決められていくものと思い込み、受け身でい
ることに慣れきってしまい、意見を言うこと
すらどうでもよくなってしまっているとした
ら、由々しき問題である。
では、どうすればこうした事柄に関心を持
ち、自らの意見を表明できるようになるので
あろうか。そこで、次の表３－３をみていた
だきたい。
この表は、先の図３－１を手がかりに、

「クラスが自分の意見を言いやすい雰囲気で
あるかどうか」に着目して作成したものであ
る。
具体的には、「（あなたのクラスは）自分の
意見を言いやすい」という質問項目に対して、
「とても＋わりとそう」と回答した群（355名）
と「あまり＋ぜんぜんそうでない」と回答し
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（％）

表３－３　自分の意見が言えるとしたら、言いたいか
×クラスの雰囲気（自分の意見を言いやすい）

55.4

40.2

42.7

45.6

37.7

45.5

47.9

30.7

38.0

33.8

28.5

28.5

32.1

＞

＞

＞

＞

＞　

＞

自分の意見を
言いやすい
（355名）

自分の意見を
言いにくい
（480名）

「とても」＋「わりと」言いたい割合
＞は差が10％以上

1. 遠足や修学旅行の行き先や内容

2. 通知表につける成績

3. 高校入試の仕方

4. 服装や髪型についてのきまり

5. 時間割

6. 部活動の活動計画や練習方法

7. 教室の座席

8. 授業で勉強する内容

9. クラスの係

10. 災害にあった人たちを助けるためにどんなことをするか

11. 校区にできる新しい公園のプランづくり

12. 卒業式のプログラム

13. 文化祭や体育祭のプログラム
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44.9

31.2

34.9

33.4

30.8

36.5

32.3

25.2

26.4

28.7

20.0

20.5

21.3

た群（480名）を抽出し、図３－４にある項
目についてどれくらい「自分の意見を言いた
い」と思っているかを比較したものである
（「とても＋わりと言いたい」の数値で）。
不等号の向きが示すように、「遠足や修学
旅行の行き先や内容」「服装や髪型について
のきまり」「部活動の活動計画や練習方法」
「教室の座席」「クラスの係」「文化祭や体育
祭のプログラム」など、生徒にとって身近で、
また、その気になれば自分の意見を反映させ
ることができるような事柄については、クラ
スが「自分の意見を言いやすい」かどうかが、
大きなファクターとなっていることがわか
る。このことから、多様な意見を許容し合え
る、民主的な雰囲気の学級づくりが大切であ
ると言えよう。
次の表３－４は、同様な方法を用いて、ク
ラスに「まじめにやっている人が損をしてし
まう」ような雰囲気があるかどうかで比較し
たものである。

ここでも不等号の向きに注目すると、「ま
じめにやっている人が損をするクラス」と感
じている群（「とても＋わりとそう」315名）
は「まじめにやっている人が損をしないクラ
ス」と思う群（「あまり＋ぜんぜんそうでな
い」523名）よりも、「通知表につける成績」
「高校入試の仕方」「教室の座席」において、
「意見を言いたい」と思う割合が高いことが
わかる。成績や進学に直結するような事柄で、
「言わなければ損をしてしまう」と不満を感
じるとき、「自分の意見を言いたい」と思う
のは当然であろう。他方、「まじめにやって
いる人が損をしない」群の数値が全般的に低
いのは、どう解釈したらよいであろうか。
「まじめにやっている人が損をしない」ので
あれば、声高に自己主張する必要はないと考
えているのだろうか。日本人の気質や集団の
特性にかかわる問題であるが、気になるとこ
ろである。
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（％）

表３－４　自分の意見が言えるとしたら、言いたいか
×クラスの雰囲気（まじめにやっている人が損をする）

48.6

47.9

47.6

42.4

37.5

41.6

43.2

30.9

31.7

32.4

22.5

24.8

26.8

＞

＞

＞

まじめにやっている
人が損をする
（315名）

まじめにやっている
人が損をしない
（523名）

「とても」＋「わりと」言いたい割合
＞は差が10％以上

1. 遠足や修学旅行の行き先や内容

2. 通知表につける成績

3. 高校入試の仕方

4. 服装や髪型についてのきまり

5. 時間割

6. 部活動の活動計画や練習方法

7. 教室の座席

8. 授業で勉強する内容

9. クラスの係

10. 災害にあった人たちを助けるためにどんなことをするか

11. 校区にできる新しい公園のプランづくり

12. 卒業式のプログラム

13. 文化祭や体育祭のプログラム
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ぜったい
参加しない

（％）

前節では、中学生に様々なテーマを提示し
て、「意見を言いたいか」どうかを尋ねた結
果を検討してきた。もちろん、そこで「言い
たい」と答えていても、実際に話し合いの場
で建設的な意見を表明したり、提案の具体化
に向けて主体的に行動するかどうかまでは、
わからない。
そこで、その「本気度」を確かめるために、

「意見を言ってみたいか」から一歩進めて、
（１）「放課後に話し合いが開かれるとしたら、
自主的に参加するか」、（２）「リーダーにな
ってほしいと頼まれたら、引き受けるか」と
尋ねてみた。なお、具体的なイメージを持た
せるため、話し合いの内容は次の３つをあげ
た。すなわち、q学校行事の代表例として
「文化祭や体育祭のプログラム」、w学習への
主体的な参加という観点で「授業で勉強する
内容」、e社会的な広がりを考慮して「公園
のプランづくり」である。wとeは、現在で
は生徒が参画することは少ないと思われる
が、将来実現するかもしれない学習形態を想
定した。中学生の授業や学習に対しての考え
方を知りたいという意図もある。
まず、「放課後の自主的な話し合い」への

参加を尋ねた表３－５をみると、「ぜったい
参加する」と積極的な生徒は、３つのいずれ
の内容についても10％程度にすぎないことが
わかる。「たぶん参加する」を合わせると、
「文化祭や体育祭のプログラム」「授業で勉強
する内容」でどうにか半数、「公園のプラン
づくり」では３割強である。「ぜったい参加
しない」と、はなから拒否する生徒も１～２
割いる。半数の中学生は強制されなければ、
放課後の自分の時間を割いてまでそうした話
し合いに参加しようとは思わないのである。
「リーダーを引き受けるか」では、さらに
数値は減少する。表３－６に示したように、
「ぜったい引き受ける」はいずれも10％に満
たず、「たぶん引き受ける」を加えても「文
化祭や体育祭」のリーダーで３割強、「授業
で勉強する内容」「公園のプランづくり」の
リーダーで２割強である。
もちろん客観的にみて、「リーダーにふさ
わしい」資質の持ち主はそれほど多いとは言
えないだろう。話し合いに参加し、みんなを
リードしようという意欲を持った生徒が１割
でもいれば、ものごとはどうにか進むのかも
しれない。しかし、学校は試行錯誤を繰り返し、
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４．話し合いに参加するか、
リーダーを引き受けるか

表３－５　放課後の話し合いに参加するか

1. 「文化祭や体育祭のプログラム」
を決める話し合い

2. 「授業で勉強する内容」を決め
る話し合い

3. 「公園のプランづくり」のため
の話し合い

14.0

13.2

10.1

36.3

34.9

24.2

38.2

38.5

41.9

11.5

13.4

23.8

ぜったい
参加する

たぶん
参加する

たぶん
参加しない
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45.5

42.9

31.2

29.4

17.7

20.6

60.6

54.1

40.0

51.6

35.8

33.8

＞

＞

＞＞

＞

＞

1. 「文化祭や体育祭のプログラム」
を決める話し合い

自分の意見を言いやすい
（355名）

24.5

30.8

34.6

成長していくための場所である。生徒の半数
が話し合いに参加したくない、リーダーを引
き受けたくないと答えるという現状はやはり
望ましいものではない。では、どうしたらも
っと多くの生徒たちがそうした問題に積極的
にコミットできるようになるのであろうか。
そこで、先の表３－３、表３－４と同様の
方法でクラスの雰囲気との関係を調べた、表
３－７（自分の意見を言いやすいか）、表
３－８（行事でもりあがるか）をごらんいた
だきたい。
不等号の向きが示すように、２つの表から
は「自分の意見を言いやすい」と感じていた
り、また、クラスメートと「行事でもりあが

った」経験があることで、放課後の話し合い
に参加したり、リーダーを引き受けてもいい、
と回答する割合が高くなることがわかる。
こうした調査結果は、「自分の意見がみん
なに受け入れられるという安心感」や「共に
何かをやり遂げた充実感」がアクションを起
こすきっかけになることを示唆しており、生
徒たちが「権利主体」にふさわしい成長を遂
げるために、どんな援助ができるかのヒント
を与えてくれる。「子どもの権利条約」にあ
る「意見表明権」や「参加権」を言葉として
論じたり、それを単に生徒に保障するだけで
は、成果が期待できないことを肝に銘じたい。

―33―

ぜったい
引き受けない

（％）

表３－６　リーダーを引き受けるか

1. 「文化祭や体育祭」のリーダー

2. 「授業で勉強する内容」を決め
るリーダー

3. 「公園のプランづくり」のリー
ダー

8.9

5.6

6.8

27.8

17.8

17.7

38.8

45.8

40.8

ぜったい
引き受ける

たぶん
引き受ける

たぶん
引き受けない

（％）

表３－７　「放課後の話し合いに参加する」「リーダーを引き受ける」
×クラスの雰囲気（自分の意見を言いやすい）

2. 「授業で勉強する内容」を決め
る話し合い

3. 「公園のプランづくり」のため
の話し合い

4. 「文化祭や体育祭」のリーダー

5. 「授業で勉強する内容」を決め
るリーダー

6. 「公園のプランづくり」のリー
ダー

1～3は「ぜったい+たぶん参加する」、4～6は「ぜったい+たぶん引き受ける」の数値
＞は10％以上、＞＞は20％以上

自分の意見を言いにくい
（480名）
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57.4

53.5

38.6

41.9

26.1

27.5
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38.5

31.3

27.0

29.5

20.1

24.2

＞

＞＞

＞

＞

1. 「文化祭や体育祭のプログラム」
を決める話し合い

行事でもりあがる
（754名）

（％）

表３－８　「放課後の話し合いに参加する」「リーダーを引き受ける」
×クラスの雰囲気（行事でもりあがる）

2. 「授業で勉強する内容」を決め
る話し合い

3. 「公園のプランづくり」のため
の話し合い

4. 「文化祭や体育祭」のリーダー

5. 「授業で勉強する内容」を決め
るリーダー

6. 「公園のプランづくり」のリー
ダー

1～3は「ぜったい+たぶん参加する」、4～6は「ぜったい+たぶん引き受ける」の数値
＞は10％以上、＞＞は20％以上

行事でもりあがらない
（192名）

●モノグラフ・中学生の世界 vol.66



さて「子どもの権利条約」は、現状では学
校現場に浸透しているとは言えないが、その
理由の１つに、教師側の「生徒に権利主張さ
れては学校が混乱する」「主張ばかりして義
務を果たさないのではないか」という（本音
の部分での）抵抗感があるとされる。
先の４節では、放課後の話し合いへの参加
やリーダーを引き受けることについての意識
を検討したが、彼らの回答には〈みんなのこ
と〉にかかわるよりも、〈自分の好きなこと〉
を優先しようとする－それこそが「権利」で
あると考える－ふしが感じられる。これでは、
「権利を保障すれば、自分勝手な行動を助長
しかねない」と心配するのも無理はない。
そこで最後に、当事者である生徒自身に

「権利の主張」と「わがまま」の境界線を尋
ねた図３－５をみておこう。
この表には、どの学校でも目にするような
身近な行動について質問しているが、「ぜっ
たい＋やや権利の主張」の数値に着目すると、
「授業中にトイレに行きたくなったら行く」
は７割、「制服（標準服）の着方をちょっと
だけ変える」「校則に決められているけれど、
好きな髪型にする」で、半数の生徒が「権利」
であると考えていることがわかる。
少し前ならば、「トイレは休み時間に行く
べきで、仮に授業中に行きたくなってもがま
んすべきこと」であり、また、校則と異なる
服装や髪型は「してはならないこと」であっ
た。けれども今の中学生たちにとって、それ
らは「わがまま」というよりは、「その人の
権利」（あるいは自由か？）と受け止められ
ていることがわかる。おそらくマスコミなど

の影響もあるだろうが、「権利意識の拡大」
が示されている。
もちろん彼らも、「みんなで決めたことだ
けれど、やりたくないのでやらない」「学校
へ行きたくない日は欠席する」「気分がのら
ないときは保健室で休む」のは、半数が「ぜ
ったいわがまま」だと考えている。しかしそ
れらでさえ、「権利」ととらえる生徒も１～
２割いることは注目される。
それ以外にも、「給食に嫌いなものがある
ときは食べない」「自分の用事があるときは
係の仕事をしないで帰る」など、かつては
「生活指導の対象」となったような事柄でも、
「ぜったいわがまま」と判断する生徒よりも
「権利の主張」と考える生徒の方が多いこと
（「ぜったい＋やや権利の主張」の数値で）な
ども見逃すことはできない。いわゆる「内職」
（「先生の教え方が自分に合わないので、授業
中違うことをする」）でさえ、「先生の教え方
が自分に合わなければ、それは権利だ」と思
う生徒も４人に１人の割合でいる。
こうした結果について、考え方の幼さや身
勝手さを指摘することはたやすいが、「権利」
という言葉においてイメージするものが中学
生とおとなとでは異なることも理解しておき
たい。そのうえで、彼らの権利意識や生活実
態に即して、権利を保障し、権利行使の主体
へと育てていかなくてはならないだろう。
次章では、中学生の権利意識が最もヴィヴ
ィッドに示される「学校のきまり」に関連し
て、自由記述を中心にもう少し掘り下げて考
察していこう。

―35―

５．権利か、それともわがままか
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54.0

57.87.85.1

13.38.3

29.49.7 13.7

38.519.17.3

46.520.49.1

34.125.310.1

43.022.613.8

33.116.2 31.8

36.114.6

25.5

やや権利の主張

28.2 39.8

29.3

24.3

35.0

18.9

39.8

47.3

24.0

30.5

9.5

6.5

20.7

図３－５ 次のことは権利か、それともわがままか
（％）

ぜったい権利の主張 ややわがまま

1. 授業中にトイレに行きたく
なったら行く

2. 制服（標準服）の着方を
ちょっとだけ変える

3. 校則に決められているけ
れど、好きな髪型にする

4. 給食に嫌いなものがある
ときは食べない

5. 自分の用事があるときは
係の仕事をしないで帰る

6. 全員で校歌を歌うときに、
歌わない

7. 先生の教え方が自分に合わない
ので、授業中違うことをする

8. 気分がのらないときは保
健室で休む

9. 学校へ行きたくない日は
欠席する

10. みんなで決めたことだけれど、
やりたくないのでやらない

ぜったい
わがまま
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第４章 学校のきまり

本章では、学校のきまりに関する中学生の
意識についてみていきたい。
学校のきまりというと、まず私が思い浮か
べるのは、都会から田舎の中学校へ転校した
ときのことである。その田舎の中学校の校則
では、頭髪は五分刈りと決まっていた。長髪
にしていた私にとって、さらにショックだっ
たのは、登校初日に廊下で見知らない教師か
ら「その頭は何だ！　きさまはどういうつも
りで学校に来ているんだ！」といきなり怒鳴
られたことである。そのときはクラスメート
が「きょう転校してきたので」とかばってく
れたのを覚えている。私はすぐに五分刈りに
したし、成績優秀で学校の規則を守る優等生
だったが、それ以来、教師に対して素直に心

を開くことは少なくなったと思う。
ここで申し上げたいのは、頭髪に関する校
則の是非や、教師への非難ではない。学校の
きまりには、管理という側面と教育という側
面がある。どういうきまりを、どういう形で
生徒に伝えるかによって、その子どもに自分
がどういう存在として扱われているかを感じ
させるし、一度の不幸な経験がその後の人間
関係に影を落とすこともあることを指摘した
い。
本章では、こうした問題について直接論じ
ることは控えたいが、得られたデータから、
どのような生徒の意識が見えてくるか、それ
がどのような問題を私たちに問いかけている
かを述べたい。
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0.4

0.5

5.2

0.7

2.3

7.8

14.8

26.0

54.2

14.5

13.8

15.9

17.2

21.9

22.1

17.2

21.7

12.7

5.1

11.2

8.2

18.8

15.6

12.5

14.6

21.1

10.9

1.0

2.4

2.0

2.8

1.9

2.1

2.2

2.6

2.8

79.0

72.1

68.7

60.6

58.4

55.5

51.2

28.8

19.4

20.6

27.4

26.1

38.8

39.4

36.7

34.0

45.4

26.4

1. 授業の前後にあいさつ（「起立・礼」
など）をすること

（％）

表４－１は、いくつかの学校のきまりに対
して、中学生が疑問を感じたかを聞いた結果
を表している。上から「疑問を感じなかった」
割合が高い項目順に並んでいる。特に下位の
項目で「自分の学校にそのようなきまりはな
い」と答えている割合が高いため、これを除
いた回答者を母数に、それぞれの割合を新た
に算出しなおしてみた（図４－１）。ここで

は、この数字を中心に分析する。
まず、「疑問を感じなかった」割合が高い
項目は、「授業の前後にあいさつをすること」
79.3％、「学校で掃除をすること」72.5％、
「授業中にいねむりをすると叱られること」
72.5％である。これらは、日常の学校のきま
りとして生徒に受け入れられているのであろ
う。ただし、こうした日本の中学校で一般的

―38―

１．学校のきまりに対する疑問

表４－１　学校のきまりに対して疑問を感じたか

2. 学校で掃除をすること

3. 授業中にいねむりをすると叱られる
こと

4. マラソン大会や合唱大会などがある
こと

5. 決められたワイシャツやジャージを
着ること

6. クラブ活動に全員参加すること

7. ピアスをしてはいけないこと

8. 校則で髪型を決めること

9. 学校で持ち物検査をすること

疑問を感じ
なかった

疑問を感じた
が自分の胸に
しまっていた

疑問を感じて
友だちと不満
を言い合った

疑問を感じて
先生に文句を
言った

自分の学校に
そのような
きまりはない
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3.538.8 28.5

6.127.742.3 23.9

22.459.7 15.9

20.160.1 17.1

60.2

61.0

16.872.5

5.1

11.272.5 13.9

疑問を感じなかった

1.0
79.3

と思われるきまりでも、100％の生徒が納得
しているわけではない。言うまでもなく、時
と場所が異なれば、どのようなきまりも「当
たり前」ではなくなるし、指導のされ方でも
受け取り方が変わることがある。
次に「マラソン大会や合唱大会などがある
こと」61.0％、「クラブ活動に全員参加する
こと」60.2％、「ピアスをしてはいけないこ
と」60.1％、「決められたワイシャツやジャ
ージを着ること」59.7％がほぼ同じ割合で続
く。そして、「学校で持ち物検査をすること」
42.3％、「校則で髪型を決めること」38.8％と
なっている。裏をかえせば、持ち物検査や髪

型については、自分の学校にそういうきまり
があると答えた生徒のうち、約６割が疑問を
感じていることになる。
生徒の抵抗が強いからきまりとして不適当
ということにはならないが、持ち物検査や頭
髪の問題は、社会で重視されつつあるプライ
バシーや基本的人権とかかわることを教師は
留意すべきであろう。生徒がどこまで人権と
関連づけて意識しているかは不明だが、半数
以上の生徒が疑問を感じるようなきまりにつ
いては、指導の方法などを十分配慮した方が
よいと思われる。
このことと関連して、「疑問を感じたが自

―39―

29.2

24.0

17.3

8.6

疑問を感じたが自分
の胸にしまっていた

14.5

13.6

2.4

2.1

2.8

2.2

2.6

1.9

18.9

図４－１ 学校のきまりに対して疑問を感じたか （％）

疑問を感じて友だち
と不満を言い合った

1. 授業の前後にあいさつ（「起
立・礼」など）をすること

2. 学校で掃除をすること

3. 授業中にいねむりをす
ると叱られること

4. マラソン大会や合唱大
会などがあること

5. クラブ活動に全員参加
すること

6. ピアスをしてはいけな
いこと

7. 決められたワイシャツ
やジャージを着ること

8. 学校で持ち物検査をす
ること

9. 校則で髪型を決めるこ
と

疑問を感じて先生
に文句を言った

※「自分の学校にそのようなきまりはない」と答えた者を除いたときの割合
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分の胸にしまっていた」と答えた生徒が、各
項目で２～３割いることが注目される。さら
に「疑問を感じて先生に文句を言った」は、
どの項目でも数％しかなく、疑問を教師に言
うのはまれなケースであることがわかる。
『納得したわけではないがしたがっておく』
ということが悪い状態とは思わないが、教師
の側からすれば、生徒の本音を引き出すよう
な関係をつくらずに表面だけをみて判断して
しまう危険性を指摘しておきたい。たとえば、
持ち物検査や髪型の指導をした場合、７割の
生徒は何も言わずにしたがうだろうが、納得
しているのは４割にすぎないということが起
こりうるわけである。
次に、性別による差を図４－２に示してみ
た。図の数字は、「そのようなきまりはない」
と答えた者を除いた生徒のうち、「疑問を感
じなかった」と答えた者の割合である。男女
で１割以上の開きがあるのは、「クラブ活動
に全員参加すること」（男子65.2％、女子

54.8％）、「ピアスをしてはいけないこと」
（男子67.6％、女子51.4％）、「学校で持ち物
検査をすること」（男子47.6％、女子34.1％）、
「校則で髪型を決めること」（男子46.0％、女
子30.1％）で、いずれも女子の割合が低い。
全般的に女子の方が、きまりに疑問を感じる
ことが多いことになる。女子の方が、成熟が
早い、細かい規則にひっかかりやすい、指導
する側に男性教諭が多いなどの理由が推測で
きる。
では、学校差はどうであろうか。ここでは、
学校間で数字上の差が大きかった３項目「ピ
アスをしてはいけないこと」（図４－３）、
「校則で髪型を決めること」（図４－４）、「学
校で持ち物検査をすること」（図４－５）を
取り上げる。調査した６校の中でＢ校、Ｅ校
は、比較的きまりが少なく自由な学校である。
なお、Ｄ校はサンプルが３年生のみなので、
ここでは分析対象から除外する。
まず、学校差で目立つのは、Ｂ校とＥ校で

―40―

0 50 100

男　子�

女　子�

30.1 46.0

47.634.1

56.5

67.6

65.254.8

68.8 76.4

71.8 73.3

82.376.5

61.660.4

51.4

62.7

（％）�

疑問を感じなかった生徒／自分の学校にそのようなきまりがあると答えた生徒�

図４－２　学校のきまりに対して疑問を感じなかった生徒の割合×性

1. 授業の前後にあいさつ
（「起立・礼」など）をす
ること

2. 学校で掃除をすること

3. 授業中にいねむりをする
と叱られること

4. マラソン大会や合唱大会
などがあること

5. クラブ活動に全員参加す
ること

6. ピアスをしてはいけない
こと

7. 決められたワイシャツや
ジャージを着ること

8. 学校で持ち物検査をする
こと

9. 校則で髪型を決めること
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27.526.645.9

20.549.1 30.4

35.338.2 26.5

52.045.9

29.270.8

59.3 39.5

― 41 ―

疑問を感じなかった

1.2

疑問を感じた

2.0

図４－３「ピアスをしてはいけないこと」に対して疑問を感じたか×学校

（％）
自分の学校にその
ようなきまりはない

＊疑問を感じた（「疑問を感じたが自分の胸にしまっていた」＋「疑問を感じて
友だちと不満を言い合った」＋「疑問を感じて先生に文句を言った」）

Ａ中学校

Ｃ中学校

Ｆ中学校

Ｅ中学校

Ｂ中学校

Ｄ中学校

３つのきまりとも「自分の学校にそのような
きまりがない」とする生徒が多い。自由な校
風の中、きまりについては個別指導に任され
ていることが読み取れる。特にＥ校は「Ｅ中
宣言」として、生徒に自主的にきまりを考え
させる取り組みを行っている。こうした学校
のようにきまりを少なくすれば、当然、疑問
を感じる生徒の割合も減る。もちろん、現実
にどこまで可能かは各学校の事情によるだろ
うが。
きまりごとにみると、「ピアスをしてはい
けないこと」について学校差が大きいことが
わかる。ほとんどの生徒がきまりで禁止され
ていると感じているＡ校、Ｃ校、Ｆ校を比較
すると、「疑問を感じなかった」は、それぞ
れ59.3％、70.8％、45.9％と大きな開きがあ
る。それに対して、「校則で髪型を決めるこ
と」については、Ａ校36.7％、Ｃ校29.5％、
Ｆ校35.1％とあまり差がみられない。また、
「持ち物検査をすること」については、どの

学校も「自分の学校にそのようなきまりがな
い」という生徒が多く、必要に応じて実施さ
れていることがわかる。
このように、どの学校でも６～７割近くの
生徒が支持しないきまり（今回でいえば「髪
型」）がある一方で、生徒が受け入れる余地
があるきまり（今回でいえば「ピアス」）に
ついては、学校によって、生徒が疑問を感じ
る割合に大きな差が生まれるようである。
学校は子どもが社会に出る前に集団生活を
経験できる場である。そう考えると、集団の
中できまりを通して何を学ぶかが重要にな
る。生徒はきまりというものを一律にはとら
えていない。果たして教師はどうであろうか。
「きまりはきまり」として守らせることに注
力するあまり、その質的な意味の違いを考え
たり、生徒の声に耳を傾けることがおろそか
になっていることはないだろうか。
次節では、フリーアンサーでもう少し詳し
く生徒の意見をみていきたい。

＊
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73.121.35.6

69.715.6 14.7

69.213.0 17.8

38.237.124.7

40.534.824.7

38.026.7 35.3

45.433.321.3

49.823.1 27.1

51.521.5 27.0

5.159.835.1

1.2

1.9

69.329.5

36.7 61.4
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疑問を感じなかった 疑問を感じた

図４－４ 「校則で髪型を決めること」に対して疑問を感じたか×学校

（％）

自分の学校にその
ようなきまりはない

＊疑問を感じた（「疑問を感じたが自分の胸にしまっていた」＋「疑問を感じて
友だちと不満を言い合った」＋「疑問を感じて先生に文句を言った」）

Ａ中学校

Ｃ中学校

Ｆ中学校

Ｅ中学校

Ｂ中学校

Ｄ中学校

疑問を感じなかった 疑問を感じた

図４－５ 「学校で持ち物検査をすること」に対して疑問を感じたか×学校

（％）

自分の学校にそのような
きまりはない

＊疑問を感じた（「疑問を感じたが自分の胸にしまっていた」＋「疑問を感じて
友だちと不満を言い合った」＋「疑問を感じて先生に文句を言った」）

Ａ中学校

Ｃ中学校

Ｆ中学校

Ｅ中学校

Ｂ中学校

Ｄ中学校

＊

＊
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フリーアンサーの質問は「学校のきまりや
校則について言いたいことがあれば」となっ
ていたが、こういう場合、通常は不満が記入
されることが多い。今回も８割近くが学校の
きまりへの疑問や注文、不満に類する内容だ
った（詳細は巻末P. 94以降の資料３参照）。
しかし、詳しくみていくと同じ学校でも
様々な意見がある。まず、その中で注目した
いのは、きまりの必要性を述べる意見がみら
れることである。

◆…僕たちのことをどうでもいいというのな
ら注意もしてくれない。…ブーブー言う前に、
自分のやったことをよく考えた方がいいと思
う。（Ａ中男子）
◆きまりは、守らなきゃいけないと思います。
（Ｃ中女子）
◆もう少しきびしくしてもいいのでは、と思
う。校則を守ってない人もいるし、それをも
っと気をつけるべきだと思う。（Ｅ中女子）

きまりに対する不満は数多くみられたが、
単に特定のきまりに対する不満だけでなく、
そのきまりの矛盾やデメリット、納得ある説
明の不足などを指摘する意見もあった。

◆必要なものもあるけど、何でいけないのか
わからないものも多い。どうして校則で決ま
っているのかも教えるべきだと思う…おとな
の勝手な言い分などでいつもはぐらかされ
る。（Ａ中女子）
◆くつ下のワンポイントが入ってたって、別
に白いくつ下だったらいいと思う。くだらな
いきまりはなくしてほしい。（Ｆ中女子）
◆行事が他の学校の先生たちにみせるための
ものになっているのが頭にくる。…学校は、
子どもが勉強をするところであって、先生た

ちが他人に格好つける場所ではない。（Ｂ中
男子）
◆コートで授業受けてだめならもっと教室を
あったかくしてほしい。セーター姿でだめな
んて変。（Ｄ中女子）

さらにその背後にある教師との信頼関係
や、自分たちの「扱われ方」に言及している
ものもあった。

◆生徒に決めさせるとか言って、先生が決め
ないでほしい。…顔をグーで思いっきりなぐ
り、ふっとんでよけたとか言って、もう１回
なぐるのはよしてほしい。（Ａ中男子）
◆先生は先生だからいいっていうのが納得い
かない。子どもにしてほしいなら先生も多少
のことは守るべきだと思う。（Ｆ中女子）
◆先生もやっぱり差別をしてると思う!! セ
クハラをする先生がいるのでいやだ。（Ｅ中
女子）

こうした意見をみると、きまりは教師にと
って「指導」や「管理」の問題として扱われ
やすいが、生徒にとっては教師との「関係性」
の問題として受け取られている面が強いよう
に思われる。
また、きまりが自由なＢ校やＥ校の生徒の
中に自分の学校を肯定する意見がみられたの
も注目される。つまり、「自分の学校はいい
学校だ」と感じているのである。

◆うちの学校は公立だけど、基準服も私立な
みにかわいいし、決められた日以外は私服で
もいいです。変な校則なんてないし、一度う
ちの学校へ来てもらいたいくらいです。（Ｂ
中女子）
◆…「Ｅ中宣言」は守っていきたい。そして、
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２．自由記述から見えてくること
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それは一生涯の宝物だと思います。（Ｅ中女
子）
◆（校則が）きびしいと思うなら、自分たち
が常識をわきまえて、判断できるようになっ
たら、少しずつ改善できると思う。（Ｅ中女
子）

特に、自分たちできまりをつくっていくと
いう前向きな考えがＥ校の生徒にみられたの
は、この学校がきまりについて生徒に主体的
に考えさせる活動（「Ｅ中宣言」など）に取
り組んでいることと無関係ではないだろう。
自由記述にみられた生徒の意見に対しては、
教師の側にも言い分があろう。しかし、それ
自体がまっとうと思われる意見は直視するべ
きである。
この章でみてきたことをまとめると、一口
にきまりといっても、ほとんどの生徒が疑問
を感じない「授業の前後のあいさつ」から、
６割くらいの生徒が疑問を感じない「ピア
ス」、疑問を感じる生徒の方が多い「持ち物
検査」「髪型」までと様々である。生徒は疑

問に感じても教師に話すことは少なく、その
点を配慮して指導する必要があると思われ
る。また「ピアス」など、疑問を感じない生
徒が６割と微妙な割合にあるきまりについて
学校差が顕著だった。
自由記述では、同じ学校でも生徒の意見は
多様であり、きまり自体への意見だけでなく、
きまりを通して示される「教師が生徒をどう
扱っているか」という「関係性」の問題を指
摘する意見や、自由な校風の学校では自校の
あり方を自慢する声もみられた。
生徒のきまりに対する意見は一律ではな
い。個々人で違うし、1人の生徒の中でもそ
うだし、そのときにどう指導されたかによっ
ても異なる。きまりを、不健全な部分を押さ
え込むものと考えるか、健全な部分を育てる
ものと考えるかは大きな分かれ道のように思
う。教師が生徒の声に耳を傾けて、きまりに
関する身近な疑問を上手に教育活動の中に取
り上げていくことが、広い意味での人権教育
につながるように思われる。

―44―
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38.1

42.7

33.3

44.6

49.4

25.3

ぜんぜん
知らない

（％）
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第５章 中学生の考える「子どもの権利」とは

「子どもの権利条約」の知名度は低いとい
われる。表５－１の結果でも「自分で読んだ

ことがある」が6.4％で、これに「どんなもの
か少し知っている」の18.9％を含めても、「知
っている」生徒は25.3％と、全体の４分の１
にとどまる。そうした知名度の低さは、１

１．「子どもの権利」とはどんなものか

１）「子どもの権利条約」の知名度

表５－１　「子どもの権利条約」の知名度×性・学年

男　　子

全　　体

女　　子

1 年

2 年

3 年

6.4

5.8

7.0

5.1

6.4

7.3 

18.9

17.9

20.0

15.1

11.6

26.9

36.6

33.5

39.8

35.1

32.6

40.5

自分で読んだこ
とがある

どんなものか
少し知っている

名前だけはどこ
かで聞いたこと
がある

性
　
別

学
　
年
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23.3

24.2

41.6

35.8

29.3

17.1

年の20.2％、２年の18.0％、３年の34.2％と、学
年が上がってもそれほど高まってはいない。
「子どもの権利条約」の知名度を学校別に
確かめたのが表５－２である。C校やE校で
の「自分で読んだことがある」割合が高いの
が目につくが、その差はそれほど顕著ではな
い。
何となく聞いたことがあるがどういうもの
かわからないというのが、生徒にとっての
「子どもの権利条約」なのであろう。

このように「子どもの権利条約」について、
生徒たちがきちんとした理解を持っていない
ことは確かであろうが、それにしてもなんら
かのイメージは抱いているのではないか。
そこで、「子どもの権利」とはどういうもの
だと思うかを尋ねてみた。図５－１（表５－
３）に示したような結果だが、これを「とても＋
わりとそう思う」割合の高さに着目しよう。
１．「とても＋わりとそう思う」が3割以下
q子どもを甘やかすもの　 10.1％
w法を犯しても許される　 12.5％
e仕事をしなくてよい　　 19.9％
２．「とても＋わりとそう思う」が３～５割
q受験に苦しまずにすむ　　　　30.5％
w学校のきまりをつくれる　　　33.4％

eおとなたちが尊重すべきもの　39.5％
r悩みをおとなに相談　　　　　42.3％
t成績や内申書を知るのが可能　43.9％
y子どもの安全を守る　　　　　48.0％
uおとなになるのに必要　　　　49.7％
i秘密を守れる　　　　　　　　50.0％
o時間を好きに使える　　　　　51.2％
３．「とても＋わりとそう思う」が６割（前
後）以上

qやりたい勉強ができる　　　　58.7％
w自分の意見を言える　　　　　60.6％
e進路を自分で決定　　　　　　69.9％
こうした結果が示すように、生徒たちは、

「権利」とは好き勝手なことをすることではな
く、自分の進路を自分で決めたり、自分の意
見を言うことだと思っている。しかし、それ
を超えて、「学校のきまりを自分たちでつくれ
ること」や「自分の成績や内申書について知
ることができること」までは望んでいない。
自分の進路くらい自分で決める権利があるが、
自分の所属する集団のきまりを決めていいか
どうかは半分半分というのであろう。
表５－４によれば、「子どもの権利」につ
いての属性別の分析では、性別ではそれほど
大きな開きが認められない。しかし学年別で
は、学年が上がるにつれて自立を求める気持
ちが強まっている。

―46―

２）「子どもの権利」とは

（％）

表５－２　「子どもの権利条約」の知名度×学校

2.9

8.8

14.6

3.7

10.0

1.1

Ａ中学校

Ｂ中学校

Ｃ中学校

Ｄ中学校

Ｅ中学校

Ｆ中学校

20.4

15.4

27.0

32.1

19.3

16.0

自分で読んだ
ことがある

どんなものか
少し知っている 小　計
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9.520.669.9

14.824.760.6

14.726.758.7

21.127.751.2

24.525.650.0

17.8

25.530.5

32.549.7

19.148.0 33.0

43.9

27.030.842.3

25.039.5 35.6

37.833.4 28.8

41.228.330.5

55.524.519.9

68.419.212.5

69.310.1 20.6
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図５－１ 「子どもの権利」とは
（％）

とても＋わりと
そう思う 少しそう思う あまり＋ぜんぜんそう思わない

1. 子どもを甘やかすもの

2. 時には法にふれる行為を
しても許されること

3. 子どもは仕事をしなくて
いいこと

4. 成績や受験のストレスで
苦しまないですむこと

5. 学校のきまりを自分たち
でつくれること

6. おとなたちが尊重するべ
きもの

7. 困っていることをおとな
に相談できること

8. 自分の成績や内申書につい
て知ることができること

9. 子どもの安全を守るため
のもの

10. おとなになるために必要
なもの

11. 人に知られたくないこと
を秘密にできること

12. 自分の時間は好きなよう
に使えること

13. やりたい勉強や運動がで
きること

14. 自分の意見をきちんと言
えること

15. 自分の進路を自分で決め
られること
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表５－３　「子どもの権利」とは

（％）

1. 子どもを甘やかすもの

2. 時には法にふれる行為をしても許さ
れること

3. 子どもは仕事をしなくていいこと

4. 学校のきまりを自分たちでつくれること

5. 成績や受験のストレスで苦しまない
ですむこと

6. おとなたちが尊重するべきもの

7. 子どもの安全を守るためのもの

8. おとなになるために必要なもの

9. 困っていることをおとなに相談でき
ること

10. 自分の成績や内申書について知るこ
とができること

11. 人に知られたくないことを秘密にで
きること

12. 自分の時間は好きなように使えること

13. やりたい勉強や運動ができること

14. 自分の意見をきちんと言えること

15. 自分の進路を自分で決められること

3.5

6.3

8.0

16.0

16.8

20.7

22.2

22.3

22.4

24.3

27.1

28.7

30.3

32.1

48.6

6.6

6.2

11.9

17.4

13.7

18.8

25.8

27.4

19.9

19.6

22.9

22.5

28.4

28.5

21.3

20.6

19.2

24.5

28.8

28.3

35.6

33.0

32.5

30.8

30.5

25.6

27.7

26.7

24.7

20.6

35.7

28.2

39.7

24.8

28.0

18.3

13.7

13.0

17.0

18.1

18.3

15.8

11.4

9.5

6.6

とても
そう思う

わりと
そう思う

少し
そう思う

あまり
そう思わない

33.6

40.2

15.8

13.0

13.2

6.7

5.4

4.8

10.0

7.4

6.2

5.3

3.3

5.3

2.9

ぜんぜん
そう思わない
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表５－４　「子どもの権利」とは×性・学年

（％）

1. 子どもを甘やかすもの

2. 時には法にふれる行為をしても許さ
れること

3. 子どもは仕事をしなくていいこと

4. 学校のきまりを自分たちでつくれること

5. 成績や受験のストレスで苦しまない
ですむこと

6. おとなたちが尊重するべきもの

7. 子どもの安全を守るためのもの

8. おとなになるために必要なもの

9. 困っていることをおとなに相談でき
ること

10. 自分の成績や内申書について知るこ
とができること

11. 人に知られたくないことを秘密にで
きること

12. 自分の時間は好きなように使えること

13. やりたい勉強や運動ができること

14. 自分の意見をきちんと言えること

15. 自分の進路を自分で決められること

2.8

4.2

7.8

13.6

15.4

17.0

18.2

19.3

23.4

18.2

22.6

24.5

20.4

27.4

40.9

4.4

7.1

9.3

14.8

15.9

19.7

20.3

21.0

20.7

23.6

22.5

29.1

30.9

31.9

46.0

3.4

7.1

7.3

18.5

18.3

24.0

26.4

25.2

22.9

29.2

33.5

31.3

36.8

35.5

55.8

5.2

8.6

10.5

16.3

17.5

20.7

24.3

25.1

22.6

24.4

28.1

30.5

32.3

30.8

49.4

学　年性　別

１　年 ２　年 ３　年男　子 女　子

1.7

3.7

5.4

15.6

16.0

20.6

19.9

19.2

22.1

24.2

25.9

26.7

28.1

33.4

47.7

「とてもそう思う」割合
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こうした傾向は表５－５や表５－６にも表
れている。「学校のきまりを決めることがで
きる」と思う割合は１年の31.7％から３年の
35.2％へ、また、「自分の成績や内申書につ
いて知ることができる」権利も１年の36.9％
から３年の50.1％へ増加している。

学年が上がるにつれて生徒たちも成長し
て、自分のことを自分で決めたいという気持
ちが強まる。それだけに学校としては、学年
が上がるにつれて生徒の判断を尊重する態度
が必要となる。
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13.6

14.8

18.5

18.1

17.8

16.7

31.7

32.6

35.2

28.1

31.0

27.8

26.2

23.8

24.4

13.9

12.6

12.7

表５－５　学校のきまりを決めることができる×学年

（％）

１　年

２　年

３　年

ぜんぜん
そう思わない

あまり
そう思わない

少し
そう思う小　計わりと

そう思う
とても
そう思う

18.2

23.6

29.2

18.7

18.7

20.9

36.9

42.3

50.1

33.2

33.2

26.6

22.1

16.2

16.7

7.8

8.2

6.6

表５－６　自分の成績や内申書を知ることができる×学年

（％）

１　年

２　年

３　年

ぜんぜん
そう思わない

あまり
そう思わない

少し
そう思う小　計わりと

そう思う
とても
そう思う
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13.0 5.541.739.7

39.1 26.625.39.0

55.99.45.8 28.9

46.516.4 32.64.5

そこで、もう少し具体的に、子どもが決め
ることが「できること」と「無理なこと」と
の境目を尋ねてみた。図５－２（表５－７）

のように、「自分の将来の職業や進路を決め
ることができる」は約8割に達する。しかし、
「自分たちで校則を決めることができる」は3
割強で、「無理」が65.7％を占める。
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２．生徒がしていいこと・してはいけないこと

１）決定できる（していい）こと

図５－２ 決定できるか

（％）
ぜったい
できる

やや
できる やや無理 ぜったい無理

1. 自分たちで授業で勉強する
内容を決める

2. 自分で自分の成績をつけ
る

3. 自分たちで校則を決める

4. 自分の将来の職業や進路
を決める

表５－７　決定できるか

（％）

1. 自分たちで授業で勉強する内容を決める

2. 自分で自分の成績をつける

3. 自分たちで校則を決める

4. 自分の将来の職業や進路を決める

4.5

5.8

9.0

39.7

16.4

9.4

25.3

41.7

46.5

28.9

39.1

13.0

32.6

55.9

26.6

5.5

ぜったい
できる

やや
できる

やや
無理

ぜったい
無理
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ただ、表５－８が示すように、学年が上が
るにつれて、決定できると思う生徒の割合が
増加している。
そこで設問の形を変えて、するのは「早い」
か、それとも「していい」かを尋ねてみた。
表５－９が示すように、「していい」のは
「好きな人とつきあう」で、するのが「早い」

のは化粧やセックス、ピアスである。
もちろん、そうした意識は学年が上がるに
つれて変化してくるようで、図５－３（表５－
10）が示すように、「アルバイトをするのは
ぜったい早い」は１年の23.1％から２年の
17.8％、さらに、３年の8.1％へと減少してい
る。
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表５－８　決定できるか×性・学年

（％）

1. 自分たちで授業で勉強する内容を決める

2. 自分で自分の成績をつける

3. 自分たちで校則を決める

4.自分の将来の職業や進路を決める

19.4

15.1

28.6

77.8

22.5

15.4

40.6

85.3

19.1

13.6

27.2

76.4

27.0

16.7

33.9

78.3

17.6

15.3

39.9

87.3

性　　別

女　子男　子 １　年

学　　　年

３　年２　年

「ぜったい」＋「やや」できる割合

表５－９　していいか

（％）

1. お化粧をする

2. セックスをする

3. ピアスをする

4.エッチな雑誌を読む

5.アルバイトをする

6.友だちの家に泊まる

7.好きな人とつきあう

15.7

15.8

17.8

21.6

23.1

55.0

55.3

29.4

15.2

23.8

28.3

31.1

33.1

29.4

30.3

24.0

30.6

26.5

30.4

7.9

9.6

24.6

45.0

27.9

23.6

15.4

4.0

5.7

ぜったい
していい

やや
していい

やや
早い

ぜったい
早い
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0 50 100
（％）�

「ぜったい早い」割合�

３　年�

１　年�

２　年�

1.6
4.9 6.4

1.6

8.1 17.8 23.1

10.3 21.0 44.8

15.7 28.7 33.1

16.7 29.8 41.5

29.8 39.9 71.1

5.8 11.3

図５－３　するのは「ぜったい早い」×学年

1. 友だちの家に泊まる

2. 好きな人とつきあう

3. アルバイトをする

4. エッチな雑誌を読む

5. お化粧をする

6. ピアスをする

7. セックスをする

表５－10 するのは「ぜったい早い」×性・学年

（％）

1. 友だちの家に泊まる

2. 好きな人とつきあう

3. アルバイトをする

4.エッチな雑誌を読む

5.お化粧をする

6.ピアスをする

7.セックスをする

5.7

8.6

17.9

26.8

33.3

36.2

47.8

4.0

5.7

15.4

23.6

24.6

27.9

45.0

2.2

2.6

12.6

20.2

15.3

18.9

41.9

6.4

11.3

23.1

44.8

33.1

41.5

71.1

4.9

5.8

17.8

21.0

28.7

29.8

39.9

1.6

1.6

8.1

10.3

15.7

16.7

29.8

性　　別
全　体

女　子男　子 １　年

学　　　年

３　年２　年

「ぜったい早い」割合
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このように、生徒たちは権利についてかな
り抑制的な態度をとっているようだ。そこで、
生徒たちに「自由」と「きまり」についての
意見を尋ねてみた。
結果は表５－11の通りである。これを要
約すると、以下のようになる。

１．「とても＋かなりそう思う」が３割以下

qまじめな人は損をする　　　　　24.3％
wみんなと同じことをすれば安心　25.8％
eめんどくさいことは誰かに
決めてもらいたい　　　　　　　29.1％

２．「とても＋かなりそう思う」が３～５割
q迷惑でなければ何をしてもいい　32.0％
w多少の制約は仕方がない　　　　34.3％
e納得できなくてもきまりは
守るべき　　　　　　　　　　　36.1％

r先生や親は実は強制している　　37.5％
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２）「自由」と「きまり」について

表５－11 自由ときまりについての感覚

（％）

1. みんなと同じことをしていれば、とりあえ
ず安心だ

2. まじめにやっている人がいつも損を
する

3. めんどくさいことは、誰かに決めても
らいたい

4. 中学生は保護されているのだから、
多少の制約は仕方ない

5. 校則やきまりは、納得できなくても
守らなくてはならない

6. 人に迷惑をかけなければ、何をやっ
てもその人の自由だ

7. もっと自分の権利を主張すべきだ

8. 先生や親は「自分で決めなさい」と言
うが、実は強制している

9. 多数決で決めたことは、自分が反対
でもしたがわなくてはならない

10. 中学生も悪いことをしたら、おとな
と同じように罰するべきだ

11. 権利を主張するなら、義務も果たさ
なくてはならない

12. たとえ失敗しても、自分たちのことは
自分たちで決めたい

8.8

11.8

12.5

12.5

15.0

17.7

18.8

19.3

19.7

22.0

25.9

26.6

17.0

12.5

16.6

21.8

21.1

14.3

20.8

18.2

25.7

19.7

20.7

31.3

40.7

34.0

39.7

44.6

34.0

28.2

40.2

32.3

35.5

33.4

37.4

34.4

23.8

31.4

23.0

15.0

22.0

26.0

16.5

22.7

13.7

18.3

11.9

5.7

とても
そう思う

かなり
そう思う

少し
そう思う

あまり
そう思わない

9.7

10.3

8.2

6.1

8.0

13.8

3.6

7.5

5.4

6.6

4.0

2.1

ぜんぜん
そう思わない
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表５－12 自由ときまりについての感覚×学年

（％）

1. みんなと同じことをしていれば、とりあえず安心だ

2. まじめにやっている人がいつも損をする

3. めんどくさいことは、誰かに決めてもらいたい

4. 中学生は保護されているのだから、多少の制約は仕
方ない

5. 校則やきまりは、納得できなくても守らなくてはならない

6. 人に迷惑をかけなければ、何をやってもその人の自由だ

7. もっと自分の権利を主張すべきだ

8. 先生や親は「自分で決めなさい」と言うが、実は強制して
いる

9. 多数決で決めたことは、自分が反対でもしたがわなくては
ならない

10. 中学生も悪いことをしたら、おとなと同じように罰する
べきだ

11. 権利を主張するなら、義務も果たさなくてはならない

12. たとえ失敗しても、自分たちのことは自分たちで決めたい

9.6

12.1

13.3

15.2

20.0

16.0

18.6

18.9

23.6

17.4

22.5

20.7

8.9

8.8

11.8

12.7

15.7

19.0

17.9

20.8

17.8

22.4

24.9

25.3

8.2

13.8

12.5

10.4

11.0

18.1

19.7

18.4

18.3

25.1

29.2

31.7

１　年 ２　年 ３　年

t自分の権利を主張すべきだ　　　39.6％
y中学生もおとなと同じに罰すべき41.7％
u多数決で決めたことにはしたがう45.4％
i権利と同じに義務も果たすべき　46.6％
３．「とても＋かなりそう思う」が５割以上
q失敗しても自分のことは自分で　57.9％

人に迷惑をかけなければ何をしてもその人
の自由だし（32.0％）、納得できなくてもき
まりは守るべき（36.1％）だという。

なお、きまりについての感覚の学年別の変
化を表５－12に示した。
いずれにせよ、生徒たちの反応は模範回答
という感じで、本心が別にあるのではという
気もする。そうした一方、抑制的な態度をと
り、権利の乱用を控え、自分を律していこう
という生徒が多いのも確かなように思える。
生徒たちの聞き分けがいいだけに、それに安
住するのでなく、生徒の自主性や判断力を育
てる指導の必要性を感じた。

「とてもそう思う」割合
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第６章 権利意識の高い子・低い子

１．権利意識の違いと関連する要因

ここでは、中学生の権利意識に影響してい
る要因をさぐってみたい。そのために、彼ら
の権利意識の高低をどの項目によって測るか
を決める必要がある。つまり、何を目安に権
利意識の高低をみるかである。
ここまでの分析から明らかにされたよう
に、調査対象となった中学生の多くは、次の
点に「子どもの権利」を行使したいと考えて
いる。すなわち、彼らの過半数が「とても＋
わりとそう思う」と肯定している項目でみれ
ば、q自分の進路（人生）を自分で決める、
w自分の意見をきちんと言える、eやりたい
勉強や運動ができる、r自分の時間は好きな
ように使えることである。これらの項目は、
いずれも「自己決定と意見表明」に関係して

おり、しかも進路選択、学習選択、そして時
間管理などの「生活スタイルの選択権」に集
中している。
また中学生になれば、自分の判断で行える
こととして、友人宅への外泊と男女交際が
「ぜったいしていい」という強い肯定率
（50％以上）となった。また、彼らの権利観
の中で最も注目される点は、「たとえ失敗し
ても、自分たちのことは自分たちで決めたい」
の肯定率（とても＋かなりそう思う）が６割
弱に達していて、他の項目よりも格段に高い。
中学生の権利意識にみられるこれらの特徴
を総合して表現すれば、「失敗を恐れず、交
友関係を中心に、自分の好みと選択権を積極
的に主張してみたい」ということであろうか。
この特徴は、思春期に特有の「権利」主張の
ようにみることができる。

１）「自己決定の意欲度」に注目する
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「子どもの権利条約」は、子どもには失
敗する権利があることを強調する。しかし
おとなの側には、その失敗が「取り返しの
つかないことにならないか」という不安と
心配がある。だから、子どもの判断に「先
回り」して、過干渉を繰り返し、子どもた
ちの反発を買うことになる。要は、子ども
がその失敗から何を学ぶかであって、失敗
を失敗のままで終わらせない手立てを講ず
ることがおとなの役割なのかもしれない。

中学生の権利意識をこのように整理して
考えると、その高低をみるための手がかりは、
「たとえ失敗しても、自分たちのことは自分
たちで決めたい」の項目にある。なぜなら、
積極的に自己決定したいという意欲が、彼
らの権利意識の原型をつくるのではないか
と考えるからである。そこで、この項目を
「自己決定の意欲度」と名づけて、これを指
標として、６割弱に達する積極群と、４割
強を占める消極群とをそれぞれ対比させる
形で以下、分析を試みることにしたい。
まず、「自己決定の意欲度」が学校別、学
年別、性別によってどう違うかを表６－
１－１～表６－１－３によってみてみたい。
学校別(1％水準)と学年別(5％水準)におい
て、それぞれ表記の水準で有意差を検出し
た。まず学校別の結果によれば、「子どもの
権利条約」の普及に熱心と思われるＢ校と
Ｅ校で、それぞれ対照的な傾向がみられる。
すなわち、Ｂ校では積極群と消極群が半数
ずつを占め、前者の割合が平均値より低い。
これと比較してＥ校では、積極群の占める
比率が最も高く、この５年間になされた人
権教育の影響が認められる。対象数が一番
多かったＡ校がほぼ平均に近い割合である
ことから考えて、Ｂ校とＥ校の場合には対
照的な結果が得られたといってよい。その
原因について後で推測して述べたい。
次に学年別の結果をみると、3年生の間で
自己決定への意欲が最も高い。おそらく、
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２）自己決定への積極群と消極群

100.0

（1,219）

100.0

（420）

100.0

（228）

100.0

（90）

100.0

（109）

100.0

（274）

100.0

（98）

57.8

（705）

55.2

（232）

50.0

（114）

57.8

（52）

63.3

（69）

65.7

（180）

59.2

（58）

42.2

（514）

44.8

（188）

50.0

（114）

42.2

（38）

36.7

（40）

34.3

（94）

40.8

（40）

表6－1－1 積極群・消極群の学校別内訳
％（実数）

全体

Ａ中学校

Ｂ中学校

Ｃ中学校

Ｄ中学校

Ｅ中学校

Ｆ中学校

積極群 消極群

合　計
失敗しても自分たちの
ことは自分たちで決めたい

＊「積極群」は「とても＋かなりそう思う」、「消極
群」は「少しそう思う＋あまりそう思わない＋ぜ
んぜんそう思わない」

100.0

（1,219）

100.0

（353）

100.0

（364）

100.0

（502）

57.8

（705）

56.7

（200）

53.3

（194）

62.0

（311）

42.2

（514）

43.3

（153）

46.7

（170）

38.1

（191）

表6－1－2 積極群・消極群の学年別内訳
％（実数）

全体

１年

２年

３年

積極群 消極群

合　計
失敗しても自分たちの
ことは自分たちで決めたい

100.0

（1,219）

100.0

（632）

100.0

（587）

57.8

（705）

55.7

（352）

60.1

（353）

42.2

（514）

44.3

（280）

39.9

（234）

表6－1－3 積極群・消極群の性別内訳
％（実数）

全体

男子

女子

積極群 消極群

合　計
失敗しても自分たちの
ことは自分たちで決めたい
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最上級生として自分の判断を優先したいと考
えるためであろう。しかしこれに対して、２
年生の落ち込みが目立つ。「中だるみ」の時
期にあたる中学２年生は、権利の行使につい
ても「シラケ」た意識を持ちやすいようだ。
もちろんこの調査では、３年生の数が多いこ
とを考慮しなければならない。
さらに、性差に関して有意差は見いだせな
かったけれども、どちらかといえば女子の方
に自己決定したい意欲は高い。
また、学業成績との関連をみても、図表は
割愛するが、有意差は見いだせなかった。当
初、自己決定への意欲は、生徒の自己効力感
（セルフ・エフィカシー：自信）と関連する
のではないかと予想した。というのは、他者
の判断よりも自分の判断を優先したいという
積極性は、自信に裏打ちされているだろうと
考えたからである。しかし分析の結果、いく
らか成績の高い生徒に積極性がみられるけれ
ども、それは統計的に裏づけられなかった。
ということは、積極群と消極群を分ける要因
は学業成績以外の別の要因に関係していると
考えなければならない。

そこで、生徒の個人特性による分析に入る
前に、「子どもの権利条約」の周知度がどれ
くらい中学生の意識に影響しているかを検討
してみる。図６－１は、生徒がこの条約のこ
とをどれほど知っているか、その認識度が自
己決定への意欲にどう関連しているかを調べ
た結果である。
中学生が「子どもの権利条約」のことをど
れほど知っているかによって、彼らの自己決
定への意欲が大きく違う。「どんなものか少
し知っている」と「自分で読んだことがある」
を合計した割合でみれば、積極群が３割弱、
消極群は２割である。この差異はカイ二乗検
定により1%水準で有意な差を検出したから、
関連があるとみてよい。したがって、「子ど
もの権利条約」の周知度と自己決定への意欲
の間には相関がある。
にもかかわらず、各学校での周知度は低い
水準にとどまっていることは否めないだろ
う。全体で４割弱の生徒が「ぜんぜん」知ら
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３）「子どもの権利条約」
による教育の影響

知っている

名前だけはどこかで
聞いたことがある

ぜんぜん知らない

図６－1 自己決定の意欲度×「子どもの権利条約」認識度

0 10 20 30 40 50
（％）

20.6

28.9

36.0

37.3

35.0

42.1

消極群

積極群

＊知っている＝「自分で読んだことがある」＋「どんなものか少し知っている」

＊
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されておらず、また、同じ割合が「名前だけ
はどこかで聞いたことがある」という程度の
普及度である。しかも、「子どもの権利条約」
による教育に熱心と思われる学校の場合で
も、「ぜんぜん知らない」割合はＣ校(23.6％)、
Ｅ校(31.2％)にも達している。
もちろん、条約の内容を教えることが、即
効的に子どもの権利意識を高めるわけではな
いだろう。しかし、少なくとも彼らの自己決
定への意欲を一定程度高めることは確かであ
る。たとえば、この条約の認識度が３年生と
女子の間でそれぞれ高いことは、彼らの自己
決定への意欲を高めるのに影響していると考
えられる。また、２年生の間での「落ち込み」
は、彼らの５割弱がまったく知らないことに
表れている。

では、こうした教育が自己決定への意欲を
形成するうえでどう影響しているのだろう
か。人権教育の効果はなかなか明確にはつか
めないものである。その理由は、教師の意図
通りに生徒が受け止めてくれるわけではない
からである。教師が人権教育に熱心になれば、
それだけ生徒の反応が見えにくくなる傾向も
ある。それは、人権教育がどうしても特定の
価値観やその枠組みを生徒に課すためではな
かろうか。「子どもの権利条約」による教育
に関しても、類似のことがあるかもしれない。
したがって、ここでいう積極群と消極群の特
徴をよく調べてみる必要がある。
そこで、まず権利観を尋ねた他の項目との
関連を探ってみた。図６－２がその結果であ
る。
ここにみるように、どの項目への肯定率に
おいても積極群の方が大きく上回っている。
特に、20％以上の開きを示した項目は、順に

q「もっと自分の権利を主張すべきだ」、w

「多数決で決めたことは、自分が反対でもし
たがわなくてはならない」、e「先生や親は
『自分で決めなさい』と言うが、実は強制し
ている」の３つである。また、15％以上の開
きはr「権利を主張するなら、義務も果たさ
なくてはならない」、t「中学生は保護され
ているのだから、多少の制約（できないこと
がある）は仕方ない」の２つである。このう
ち、w、r、およびtの項目は、消極群の方
に高いのではないかと予測したが、圧倒的に
積極群の方が高い。
この結果は、自己決定に積極的な生徒たち
の「バランス感覚」を示している。「子ども
の権利主張を認めるとわがままになって困る
のではないか」と一般によく言われる。しか
しこの調査による限り、自己決定に意欲的な
生徒たちの方が「協調的」な傾向を示してお
り、これは通説をくつがえす意外な結果であ
る。
類似の特徴はこの他の項目でも認められ
る。たとえば、「校則やきまりは、納得でき
なくても守らなくてはならない」「中学生も
悪いことをしたら、おとなと同じように罰す
るべきだ」の項目でも似た傾向がある。自己
決定に意欲的な生徒たちの方が、「遵法精神」
を持っているし、さらに「厳罰主義」的です
らある。彼らは規則を遵守するけれども、自
己決定には積極的なのである。
その反面、彼らの４割弱が「人に迷惑をか
けなければ、何をやってもその人の自由だ」
と考えている。また、３割近くが「みんなと
同じことをしていれば、とりあえず安心だ」
「めんどくさいことは、誰かに決めてもらい
たい」、そして「まじめにやっている人がい
つも損をする」と感じており、やや大勢に影
響されがちな特徴もみせている。
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４）積極群と消極群の特徴

●モノグラフ・中学生の世界 vol.66



― 60 ―

5. 権利を主張するなら、
義務も果たさなくては
ならない 53.3

37.5

4. 中学生も悪いことをし
たら、おとなと同じよ
うに罰するべきだ 46.8

34.8

3. 中学生は保護されてい
るのだから、多少の制
約は仕方ない 40.8

25.6

2. 校則やきまりは、納得
できなくても守らなく
てはならない 39.2

31.2

1. 人に迷惑をかけなけれ
ば、何をやってもその
人の自由だ 38.0

24.4

11. もっと自分の権利を主
張すべきだ

10. まじめにやっている人
がいつも損をする

9. 先生や親は「自分で決
めなさい」と言うが、
実は強制している

図６－２　自己決定の意欲度と権利観の関連
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8. めんどくさいことは、誰
かに決めてもらいたい 33.6

22.9

7. みんなと同じことをしてい
れば、とりあえず安心だ 31.3

18.3

6. 多数決で決めたことは、
自分が反対でもしたが
わなくてはならない 56.6

29.8

消極群

積極群

「とても」＋「かなり」そう思う割合
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このような積極群の特徴は、どんな要因と
関連しているのだろうか。先述のように、自
己決定への意欲は、生徒が「子どもの権利条
約」の内容を知っているかどうかで違う。こ
れは人権教育による影響である。その影響は
どんな生徒の行動に現れるだろうか。また人
権教育を受けても、生徒が実際に決定に参加
する経験を持たなければ、それは意味がない。
そこで、家庭や学校での自己決定の経験も調
べてみたい。
ここにみるように、積極群に属する生徒た
ちは、｢子どもの権利条約｣が掲げる意見表明
権、プライバシー権、および「知る」権利と
情報開示についてよく理解しているし、少年
法の理念についても知っている。さらに校則
だけでなく、入学試験の方法に関しても自分

たちの意見を述べたいと意欲的である。ただ
し、「全員で校歌を歌うときに、歌わないの
はわがままだ」という考えには、消極群より
も肯定率が高く、少数派の権利を尊重するこ
とには消極的である。これらの項目では、ど
れも1％あるいは5％水準で有意な差を確認で
きた（図６－３）。
しかし当初、何らかの関連があるだろうと
予想したこの他の項目では有意差を検出でき
なかった。たとえば、家庭での「親子のコミュ
ニケーションの頻度」【x－６）】、「家族全員
で話し合って決める頻度」【c－４）】、およ
び「親が学校に抗議する頻度」【c－10）】の
項目である。また、学校での「チャイム着席の
頻度」【n－１）】、「生徒が自主的に係の仕事を
する頻度」【n－３）】、「文化祭や体育祭のプ
ログラム決定への参加意欲」【⁄1－１）】の項
目もそうである（【】内は調査票の質問番号）。
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５）自己決定意欲に関連する要因

1. 子どもの権利とは法に
ふれる行為をしても許
されること

2. 子どもの権利とは成績
や内申書の内容を知る
こと

3. 子どもの権利とは自分
の意見をきちんと言え
ること

図６－３　自己決定の意欲度によって意見が分かれた項目
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4. 全員で校歌を歌うとき
に、歌わないのはわがま
まだ 72.9

67.2

5. 高校入試の仕方に意見を
言いたい 69.1

60.4

6. 服装や髪型のきまりに
意見を言いたい 65.8

51.4

消極群

積極群

１～３は「とても」＋「わりと」そう思う割合
４は「ぜったい」＋「やや」わがままの割合
５～６は「とても」＋「わりと」＋「少し」言いたい割合
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この結果から推察すれば、生徒の自己決定
への意欲は、家族の親子関係や学校での自治
的活動との関連は弱い。つまり彼らの多くは、
おとなが考える「権利行使」の範囲内という
よりその外側で、こうした自己決定の意欲と
経験を身につけているようである。そうであ
るとすれば、「子どもの権利条約」の内容を

教えるための教育だけでなく、様々な選択場
面を設けて、そこで生徒が決断する経験を重
ねることも、彼らの自己決定力の形成にとっ
て有意義なことである。権利の行使はそれ自
体として教えていく必要があるのかもしれな
い。

そこで、生徒たちがどれほど自己決定の経
験を持っているか、また、その経験が彼らの
意欲とどう関連しているかについて調べてみ
た。そうすると、自己決定への意欲が、８項
目中、下記の４項目と関連していることがわ
かった（図６－４）。

すなわち、積極群と消極群の差異は、主と
して進路決定にかかわる「志望校」と「将来
の職業」の決定においてと、これに関係する
であろう「通塾」の決定において明確にみら
れる。積極群に属する生徒ほど、自分の考え
にしたがって人生を選択したいと思ってい
る。また、「服選び」の意欲度は、女子生徒
と上学年の方に高いけれども、こうしたファ

―62―

２．自己像・将来像と権利意識

１）自分で決めてきた経験の持つ意味

1. 将来、つきたい職業

2. 受験する高校

3. 塾に行くかどうか

図６－４　自己決定の意欲度とその経験との関連
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4. どんな服を買うか
79.1

74.3

消極群

積極群

「自分で」＋「どちらかといえば自分で」決めてきた割合
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ッションの選択に積極的であることが自己決
定の意欲と関連している点はきわめて興味深
い。
このような自己決定の経験は、生徒が自分
の人生を自分で切り開いていこうという意欲
と関係する。特に通塾の決定は、とかく保護
者の意向で決めてしまいがちであるが、やは
り子ども自身に決めさせることが必要なのだ
ろう。子どもの人生は子ども自身が決める。
これも「子どもの権利条約」が強調する自己
決定の権利である。したがって、将来の進路
や志望校を決めるときにも、保護者が子ども
の考えを尊重するという態度ではなく、子ど
もが決めるために必要な情報をできるだけ豊
富に準備するという姿勢で臨むことが重要な
のである。なぜなら中学生にとって、志望す
る高校を決めることが自己決定の大舞台であ
り、人生の岐路だからである。

こうした自己決定の意欲は、生徒たちの将
来像を描くときに明確な差異を示した。図
６－５は、将来の自分をどう見通しているか、
その展望を差し迫った高校入試や大学入試か
ら、就職、結婚、そして社会的な活躍に至る
まで、広く尋ねた結果である。
ここでは、「きっと＋たぶんそうなる」割
合を積極群と消極群に分けてそれぞれクロス
集計しているが、その結果、すべての項目に
わたって１％水準で有意な差が認められた。
積極群の生徒たちの方が、楽観的と思えるほ
どの将来像を持っている。
その理由は、彼らが「たとえ失敗しても、
自分たちのことは自分たちで決めたい」とい
う積極的な人生観を持っているためであろ
う。この「強気の」姿勢が、これから待ち受
けている人生に対しても貫かれているようで
ある。先述のように、自己決定の意欲度は学
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２）将来の自分を展望すると

1. 望みの高校に入れる

2. 望みの大学に入れる

3. 望みの仕事につける

図６－５　自己決定の意欲度と将来像
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「きっと」＋「たぶん」そうなる割合
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業成績との関連が弱かったから、必ずしも成
績だけに左右されているわけではない。生徒
たちが自分で決めるという経験は、彼らにと
って一定の「自信」を身につける経験にもな
っているようである。

この「自信」の内容を確かめるため、クラ
ス内や友人関係における自己像を尋ねてみ
た。この設問は高校生を対象とした調査（『モ
ノグラフ・高校生』Vol.53）でも実施したの
で、まず中学生・高校生の比較からみてみた
い（図６－６）。
大きな差がみられた項目は、「クラスの責
任ある仕事を進んで引き受ける」と、「友だ

ちと意見が違うとき、自分の意見を主張する」
である。中学生の場合、前者が、また高校生
の場合、後者の割合がそれぞれ高い。
このことは、中学生が友人に対して意見を
主張することが、一定、難しいことを示して
いる。その理由には、自分の意見をもってい
ないこともあるかもしれない。しかし、中学
生の間では、意見の対立をうまく調整してい
く力が、まだ育っていないことが大きいのだ
ろう。この点では、高校生の方が自己主張や
権利主張をしやすい仲間関係を作っている。
ただし、いじめに関しては、中学生の方がい
じめをする友人をやめさせられると考える割
合が少し高い。
次に、この自己像と自己決定の意欲度との

―64―

３）友人関係における自己像との関連

図６－６　友人関係における自己像（中学生・高校生の比較）
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関連を調べた図６－７をみてみよう。全7項
目において1％水準で有意差を検出すること
ができた。この結果からうかがえるように、
自己決定に意欲的な生徒ほど、クラス内や友
人関係に積極的な役割を果たしている。特に、
いじめに対してはこれを許さない抑止行動を
起こすだろうと確信していることがわかる。
また、クラス内でリーダーシップを発揮する
ことに積極的であって、ふだんあまり話した
ことのない同級生とも協力して仕事ができる
だろうと考えている。さらに、友人に対して
自分の考えを伝え、友人のまちがいには根拠
をあげて指摘しようと試みるし、自分のあや
まりは素直に認めるようである。
友人関係へのこうした積極的なかかわりが

彼らの「自信」の一端を示しており、対人関
係において正義感や公正な態度を貫こうとす
る意欲を感じさせる。このように、生徒たち
が自己決定への意欲を持つことは、彼らが権
利についてより深く考え、これを正当に行使
するための基礎として重要な経験であるとい
うことができる。
「子どもの権利条約」による人権教育では、
生徒が自己決定の経験を蓄えることが必要で
あると考えられるし、また近年、試みられて
いる「法教育」(Law Education)なども、生
徒にとって、権利の行使が自分を守るために
必要なことを具体的に実感し理解するうえで
有益な活動となるのではなかろうか。
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7. 冷静に根拠をあげなが
ら、友だちのまちがい
を指摘する

60.2

68.8

1. クラスの責任ある仕事
を進んで引き受ける

2. 友だちと意見が違うと
き、自分の意見を主張
する

3. 友だちがいじめられて
いるときに助ける

図６－７　自己決定の意欲度と友人関係における自己像
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「子どもの権利条約」では、子どもを「保
護の対象」から「権利行使の主体」に位置づ
け、子ども観の転換を求めている。こうした
「権利行使の主体としての子ども」という提
唱を子ども観のコペルニクス的な転換を求め
たと高く評価する声が少なくない。
この子ども観の転換を巨視的にみれば、正
当なものであろう。近代化の流れの中で、人
種や性を超えて、すべての人の平等が認めら
れてきた。子どもだけが例外であっていいわ
けはない。子どもたちもその子なりの意見を
持っている。そうした意見を表明し決定でき
る権利を、おとなたちと同じように子どもも
持っているのである。
そうはいうものの、具体的なレベルに話が
進むと、疑問が浮かんでくる。仮に８歳の子
どもを「権利行使の主体」とみなし、学校で
の学習内容の決定を子ども自身に任せるとい
うのは子どもの発達をふまえていない暴論で
あろう。かといって、16歳の高校生が自分で
学習内容を決定するのは、きちんとした指導
のもとであれば、むしろ望ましい行為であろ
う。人はすべて平等であることは認めるが、
子どもは親などの保護がなければ成長がおぼ

つかない。
こうした事例から明らかなように、子ども
をとらえる目を「保護の対象」から「権利行
使の主体」へ転換するといっても、それは子
どもの年齢によって異なる。乳幼児から児童
期の前期にかけては子どもは保護する対象で
あろう。しかし、児童期の後期から青年期に
なるにつれて、子どもは「権利行使の主体」
としての性格を増す。
したがって、子どもを一律的に「権利行使
の主体」というのでなく、子どもの発達段階
に応じて主体性を増すととらえるのが妥当で
あろう。
このところ、生徒指導のあり方を考えさせ
られるできごとが続発している。これまでの
いじめや不登校に加え、高校生では高校中退、
中学生はキレる子現象、小学生は学級崩壊と、
学校段階ごとに問題が生じている。17歳の少
年が引き起こした一連のできごともある。
それだけに、どうしても教師からの指導の
大事さが説かれ、子どもを諭す感じが強まる。
しかし、それぞれの学校段階に応じて、少し
ずつ子どもの主体性を認め育てていく。そし
て高校生くらいになれば、自分の行動に責任
をとれるようにする。そうした発達段階に対
応した指導が望まれよう。

子どもの権利条約理念
の具体化

まとめに代えて

◆ 発達段階をふまえて

●モノグラフ・中学生の世界 vol.66



― 67 ―

日本は伝統的に子どもをかわいがる文化を
持っていたといわれる。幕末から明治初年に
かけて来日した多くの外国人が、日本の赤ん
坊の笑顔が印象的だった、あるいは、子ども
の元気な姿に驚いたと書いているのはよく知
られた事実であろう。
欧米では伝統的に子どもは罪深い存在とみ
なされてきた。キリスト教的な原罪の思想に
根ざした性悪説である。子どもを放置してお
けば、野生のままの問題児になってしまう。
きちんとしたしつけを通して、子どもは人の
子となる。それだけに欧米の子どもは、幼い
うち、親からきびしくしつけられるのが常で
あった。そして、子どもは成長するにつれ自
主性が認められ、やがて、すべてを自分の責
任で行動するような自主的な判断を持てるよ
うに育てられる。
それに対し、日本の子どもは性善説をふま
え、善なるものとしてとらえられてきた。
「朱に交わって、赤くなる」ことはあっても、
それは悪い友の影響であって、慈しんで育て
れば、どの子どももすこやかに育つという考
え方だ。
欧米で児童虐待があれだけ多いのに、日本
で虐待の事例が少ない背景に、そうした文化
的な違いが感じられる。日本の子どもを慈し
む文化は、日本が貧しい社会であった状況で
は、子どもは親に安心して依存できるので、
子どもがすこやかに育つ母体となる。子ども
はいずれきびしい世の中に出て、苦しい思い
をする。だから、せめて家庭にいる間、愛情
をかけようという考え方である。
日本が豊かな社会になり、子どもは中学や
高校に入るのはむろん、高等教育に進むのも
当たり前になりつつある。それにもかかわら
ず、子どもは慈しみの対象であって、子ども
は高校生になっても親に依存し、親頼りの生
活を送っている。その結果、自立が遅れる。
子どもを保護の対象とみなすのは、子ども

が幼いうちは決して誤っていない。欧米の親
子関係と対比したとき、乳幼児期については、
親の愛情に包まれている分、日本の子どもは
しあわせなように思われる。しかし中学生か
ら高校生になっても、子どもを保護の対象と
してとらえると、子どもの依存心が強まり、
自立する力が育ってこない。
依存から自立へのスイッチの切り替えが遅
れ、子どもが自立できないでいるのは家庭だ
けの問題ではない。欧米と比べると、学校で
の子どもの扱いも、子どもを保護するだけで、
自立心を育てようという風土に乏しい。
今回の調査結果でも、生徒たちの反応を
一口に言えば、「聞き分けがいい」につきる。
自分を抑制して、わがままを抑えようとし
ている。権利を乱用する気配も少ない。む
しろ、自己決定について自信喪失気味です
らある。
日本が子どもを保護する面で特性を持つ社
会だけに、子どもたちの自己決定力を社会的
に育てる態度が必要であろう。「子どもは幼
いから適切な判断を下せない」といっている
と、いつまでたっても責任を持って判断を下
せる子どもは育ってこない。
子どもの自己決定力を認めて、権利を主張
すると同時に責任も背負う若者を育てる。
「子どもの権利条約」に関連して、日本の子
どもが自分の行動に責任を持てる自立した存
在になれば、21世紀の日本に明るい希望を託
すことができる。そのためには、家庭と学校、
地域とが足並みを揃え、そして幼児から高校
生までを視野に入れて、子どもの自主性を育
てるためのグランド・プログラムの設定が望
まれよう。
それと同時に、中学では１年から３年にか
けての３年間を、生徒の自主性を伸ばす時期
ととらえて、「自己決定力を育てる」を重視
してはどうか。自分できちんと決定できるよ
うになれば、社会に出ても立派に人生を送る
ことができる。そうした「自己決定力を育て
る教育」の必要性を感じた。

◆ 自己決定力を育てる
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これはテストではありません。全国の中学生にお願いして、中学生の生活の様子をうか

がうアンケートです。思ったことをそのままお答えください。

アンケートのお願い

１）学校名…………………（ ）中学校

２）学　年…………………（ ）年

３）性　別…………………（１．男子　　２．女子）＜○をつけてください＞

z あなたの学校名などを書いてください。

回答のしかた

あなたはスポーツが好きですか。

１ ２ ３ ４ ５

とても
好き

かなり
好き ふつう

少し
嫌い

とても
嫌い

あなたが、もしスポーツをかなり好きだと思ったら、
上のように番号のところを〇でかこんでください。
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● 資料１　調査票見本

x 家庭でのあなたの様子を教えてください。

1．まず、家庭での生活についておたずねします。

１）朝起きたら家族に「おはよう」と言う

２）パジャマは自分できちんとたたむ

３）自分の食器の後かたづけは自分でする

４）自分の部屋の掃除は自分でする

５）近所の人に会ったら、あいさつをする

６）学校であったことを家族に話す

７）保護者あてのプリントは必ず親に渡す

８）学校に持っていく物は自分できちんと
準備している

９）親の期待にこたえるように努力している

10）家ではがまんばかりしている

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
そうでない

あまり
そうでない

少し
そう

わりと
そう

とても
そう

c あなたのお父さんやお母さんはどんな方ですか。

（いない場合は、nに進んでください）

１）あなたに学校のできごとをよく質問する

２）家族で社会のできごとについてよく話す

３）よいことと悪いことをしっかり判断して
くれる

４）家族のことはなんでも話し合って決める

５）子どもの気持ちをわかってくれる

６）しつけにきびしい

７）よい成績をとることを期待している

８）あなたが「学校へ行きたくない」と言っ
たら休ませてくれる

９）たとえ、あなたが校則に違反しても、親が
悪くないと思えば認めてくれる

10）学校で納得できないことがあったら、学
校に抗議に行ってくれる

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
そうでない

あまり
そうでない

少し
そう

わりと
そう

とても
そう
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● 資料１　調査票見本

b あなたがお父さんやお母さんにしてもらいたいことはどんなことですか。

１）いちいちうるさく言わないでほしい

２）家ではゆっくりと休ませてほしい

３）おいしいごはんを食べさせてほしい

４）もっと話を聞いてほしい

５）家族旅行の行き先はいっしょに決めたい

６）友だちづきあいに口を出さないでほしい

７）秘密にしているものは勝手に見ないでほしい

８）家での様子を先生に言わないでほしい

９）自分の味方になって最後までかばってほしい

10）あまり自分に期待しないでほしい

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

自分の親は今も
そうしてくれている

別に
どちらでもいい

ぜったい
そうしてほしい

v あなたは、お父さんやお母さんとうまくいっていますか。
とてもうまく
いっている

１

わりとうまく
いっている

２

あまり
うまくいっていない

３

ぜんぜん
うまくいっていない

４

n あなたのクラスは、どんなクラスですか。

2．次に、学校生活についておたずねします。

１）チャイムが鳴ったら、先生が
いなくても席につく

２）教室が整理、整頓されている

３）生徒が自主的に係の仕事をする

４）なんとなく暗くて、つまらない

５）行事などではみんなで協力してもりあがる

６）男子と女子の仲がいい

７）まじめにやっている人が損をしてしまう

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
そうでない

あまり
そうでない

少し
そう

わりと
そう

とても
そう
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● 資料１　調査票見本

８）担任の先生の話を素直に聞く

９）リーダーがいる

10）自分の意見を言いやすい

11）校則やきまりを守る生徒が多い

12）授業中うるさくて、先生の話が聞こえない
ことがよくある

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
そうでない

あまり
そうでない

少し
そう

わりと
そう

とても
そう

m あなたは学校で、次のような経験がありますか。

１）みんなの前で悪口を言われたこと

２）文房具などを貸したら、返してもらえなかったこと

３）カバンの中や手帳などを勝手に見られたこと

４）プライバシー（個人の秘密）をみんなの前で
話されたこと

５）友だちから無視されたこと

６）いじめを受けたこと

７）授業中、友だちにちょっかい（ふざけること）を
かけられたこと

８）校則に違反して叱られたこと

９）悪くないのに、自分のせいにされたこと

10）先生がある生徒だけを特別扱いしたこと

11）これまでに、先生から体罰を受けたこと

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

１度
もない

１、２回
ある

ときどき
ある

しょっちゅう
ある

, mにあげたようなことをすることについて、あなたはどう思いますか。

１）みんなの前で悪口を言うこと

２）借りた文房具などを返さないこと

３）カバンの中や手帳などを勝手に見ること

３２１

３２１

３２１

どんな理由でも
ぜったい

してはいけない
しかたなく

することもある
理由があれば
してもいい
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● 資料１　調査票見本

４）プライバシー（個人の秘密）をみんなの前で
話すこと

５）友だちを無視すること

６）いじめること

７）授業中、友だちにちょっかい（ふざけること）
をかけること

８）校則に違反すること

９）悪くないのに、その人のせいにすること

10）先生がある生徒だけを特別扱いすること

11）先生が体罰をすること

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

３２１

どんな理由でも
ぜったい

してはいけない
しかたなく

することもある
理由があれば
してもいい

. あなたの学校では、次のことを決めるとき、どのようにして決めていますか。

１）教室の座席

２）クラスの係

３）文化祭や体育祭のプログラム

４）遠足や修学旅行の行き先や内容

４３２１

４３２１

４３２１

４３２１

先生が
決めている

先生と相談するが
どちらかといえば
先生が決める

先生と相談するが
どちらかといえば
生徒が決める

生徒だけで
話し合って
決めている

⁄0 次のことを決めるのに自分の意見を言うことができるとしたら、あなたは意見を言いたいですか。

１）教室の座席

２）クラスの係

３）服装や髪型についてのきまり

４）文化祭や体育祭のプログラム

５）遠足や修学旅行の行き先や内容

６）部活動の活動計画や練習方法

７）卒業式のプログラム

８）時間割

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
関心がない

あまり
関心がない

少し
言いたい

わりと
言いたい

とても
言いたい
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９）授業で勉強する内容

10）通知表につける成績

11）高校入試の仕方

12）校区にできる新しい公園のプランづくり

13）災害にあった人たちを助けるためにどん
なことをするか

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
関心がない

あまり
関心がない

少し
言いたい

わりと
言いたい

とても
言いたい

⁄1 qもし、次のことを決めるために、放課後、自主的に話し合いをすることになったら、あなたは参加
しますか（強制はされません）。

１）「文化祭や体育祭のプログラム」を決める
話し合い

２）「授業で勉強する内容」を決める話し合い

３）「公園のプランづくり」のための話し合い

４３２１

４３２１

４３２１

ぜったい
参加しない

たぶん
参加しない

たぶん
参加する

ぜったい
参加する

⁄ wでは、「リーダーになってほしい」と言われたら、あなたは引き受けますか。

１）「文化祭や体育祭」のリーダー

２）「授業で勉強する内容」を決めるリーダー

３）「公園のプランづくり」のリーダー

４３２１

４３２１

４３２１

ぜったい
引き受けない

たぶん
引き受けない

たぶん
引き受ける

ぜったい
引き受ける

⁄2 あなたは、次のような考え方は「わがまま」だと思いますか。それとも、「権利の主張」だと思いますか。

１）授業中にトイレに行きたくなったら行く

２）給食に嫌いなものがあるときは食べない

３）制服（標準服）の着方をちょっとだけ変える

４）校則に決められているけれど、好きな髪型にする

５）全員で校歌を歌うときに、歌わない

６）先生の教え方が自分に合わないので、授業中違うこと
をする

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

ぜったい
権利の主張

やや
権利の主張

やや
わがまま

ぜったい
わがまま
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● 資料１　調査票見本

７）気分がのらないときは保健室で休む

８）学校へ行きたくない日は欠席する

９）自分の用事があるときは係の仕事をしないで帰る

10）みんなで決めたことだけれど、やりたくないので
やらない

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

ぜったい
権利の主張

やや
権利の主張

やや
わがまま

ぜったい
わがまま

⁄3 あなたは、「子どもの権利」とはどんなことをいうのだと思いますか。

3．もう少し、あなたの考えについておたずねします。

１）子どもは仕事をしなくていいこと

２）子どもの安全をまもるためのもの

３）やりたい勉強や運動ができること

４）人に知られたくないことを秘密にできること

５）自分の意見をきちんと言えること

６）学校のきまりを自分たちでつくれること

７）自分の進路（人生）を自分で決められること

８）おとなになるために必要なもの

９）おとなたちが尊重するべきもの

10）子どもをあまやかすもの

11）自分の時間は好きなように使えること

12）成績や受験のストレスで苦しまないです
むこと

13）困っていることをおとなに相談できること

14）自分の成績や内申書について知ることが
できること

15）時には、法にふれる行為をしても許され
ること

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
そう思わない

あまり
そう思わない

少し
そう思う

わりと
そう思う

とても
そう思う
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⁄4 あなたは、中学生が次のようなことをするのは「無理（早い）」と思いますか。
それとも、「できる（していい）」と思いますか。

１）自分たちで校則を決める

２）自分たちで授業で勉強する内容を決める

３）自分で自分の成績をつける

４）自分の将来の職業や進路を決める

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

ぜったい
できる

やや
できる

やや
無理

ぜったい
無理

５）アルバイトをする

６）お化粧をする

７）ピアスをする

８）友だちの家に泊まる

９）好きな人とつきあう

10）エッチな雑誌を読む

11）セックスをする

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

ぜったい
していい

やや
していい

やや
早い

ぜったい
早い

⁄5 あなたは、次のような考え方についてどう思いますか。

１）人に迷惑をかけなければ、何をやっても
その人の自由だ

２）校則やきまりは、納得できなくても
守らなくてはならない

３）中学生は保護されているのだから、多少の制約
（できないことがある）は仕方ない

４）中学生も悪いことをしたら、おとなと同じ
ように罰するべきだ

５）権利を主張するなら、義務も果たさなくては
ならない

６）多数決で決めたことは、自分が反対でも
したがわなくてはならない

７）たとえ失敗しても、自分たちのことは
自分たちで決めたい

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
そう思わない

あまり
そう思わない

少し
そう思う

かなり
そう思う

とても
そう思う
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● 資料１　調査票見本

８）みんなと同じことをしていれば、
とりあえず安心だ

９）めんどくさいことは、誰かに決めて
もらいたい

10）先生や親は「自分で決めなさい」と言うが、
実は強制している

11）まじめにやっている人がいつも損をする

12）もっと自分の権利を主張すべきだ

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

ぜんぜん
そう思わない

あまり
そう思わない

少し
そう思う

かなり
そう思う

とても
そう思う

⁄6 あなたの成績は、クラスでだいたいどのくらいですか。

4．最後に、あなた自身のことをおたずねします。

上の方

１

中の上

２

まん中くらい 中の下

３

下の方

４ ５

⁄7 あなたは将来について、どのような見通しをもっていますか。

１）望みの高校に入れる

２）望みの大学に入れる

３）望みの仕事につける

４）幸せな家庭をつくれる

５）社会的な活躍ができる

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

５４３２１

まったく
無理

たぶん
無理

半分
半分

たぶん
そうなる

きっと
そうなる

⁄8 あなたは、次のようなことを決めるときに、自分で決めてきた方ですか。それとも、誰かの意見を
聞いて決めてきた方ですか。

１）どんな服を買うか

２）どの理髪店（美容院）で髪を切るか

３）塾に行くかどうか

４）どの部活動に入るか

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

誰かの意見で
決めてきた

どちらかといえば
誰かの意見で
決めてきた

どちらかといえば
自分で

決めてきた
自分で

決めてきた
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● 資料１　調査票見本

５）休日に家族で出かけるときの行き先

６）受験する（進学したい）高校

７）将来、つきたい職業

８）具合が悪いとき、病院に行くかどうか

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

誰かの意見で
決めてきた

どちらかといえば
誰かの意見で
決めてきた

どちらかといえば
自分で
決めてきた

自分で
決めてきた

⁄9 あなたは友だちに対して、次のようなことができると思いますか。

１）クラスの責任ある仕事を進んで引き受ける

２）友だちと意見がちがうとき、自分の意見を主張する

３）友だちがいじめられているときに助ける

４）自分のあやまりに気づいたとき、友だちに素直に
あやまる

５）友だちがいじめをしていると知ったら、やめさせる

６）ふだんあまり話したことがない同級生と協力して仕事を
する

７）冷静に根拠（理由）をあげながら、友だちのまちがいを
指摘する

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

３ ４２１

まったく
できない

たぶん
できない

たぶん
できる

きっと
できる

¤0 あなたは、次のような学校のきまりについて、今までに疑問を感じたことがありますか。

１）授業の前後にあいさつ（「起立・礼」
など）をすること

２）決められたワイシャツやジャージを
着ること

３）校則で髪型を決めること

４）ピアスをしてはいけないこと

５）学校で掃除をすること

６）クラブ活動に全員参加すること

７）授業中にいねむりをすると叱られること

８）学校で持ち物検査をすること

９）マラソン大会や合唱大会などがあること

（５）４３２１

（５）４３２１

（５）４３２１

（５）４３２１

（５）４３２１

（５）４３２１

（５）４３２１

（５）４３２１

（５）４３２１

自分の学校に
そのような
きまりはない

疑問を感じて
先生に

文句を言った

疑問を感じて
友だちと不満を
言い合った

疑問を感じたが
自分の胸に
しまっていた

疑問を
感じなかった
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● 資料１　調査票見本

¤1 あなたは「児童（子ども）の権利条約」というものを知っていましたか。

ぜんぜん
知らない

１

名前だけはどこかで
聞いたことがある

２

どんなものか
少し知っている

自分で読んだ
ことがある

３ ４

¤2 学校のきまりや校則について、何か言いたいことはありますか。
あったら、自由に書いてください。

～これで終わりです。長い間ありがとうございました。～
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● 資料２　学年・性別集計表

z

家

庭

で

の

様

子

x

性
別

朝
起
き
た
ら
家

族
に
「
お
は
よ

う
」
と
言
う

パ
ジ
ャ
マ
は
自

分
で
き
ち
ん
と

た
た
む

自
分
の
食
器
の

後
か
た
づ
け
は

自
分
で
す
る

自
分
の
部
屋
の

掃
除
は
自
分
で

す
る

近
所
の
人
に
会

っ
た
ら
あ
い
さ

つ
を
す
る

学
校
で
あ
っ
た

こ
と
を
家
族
に

話
す

保
護
者
あ
て
の

プ
リ
ン
ト
は
必

ず
親
に
渡
す

学
校
へ
の
持
ち

物
は
自
分
で
準

備
す
る

親
の
期
待
に
応

え
る
よ
う
に
努

力
す
る

質問項目

属
　
性

学
年

1．１年
2．２年
3．３年
1．男子
2．女子
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない

全　体

1,238
363
368
507
640
598
30．5
22．6
13．6
15．6
17．6
21．0
16．3
17．9
18．9
25．9
29．9
20．9
19．8
15．2
14．2
36．4
26．4
19．5
11．4
6．2
40．5
30．8
15．5
7．5
5．7
20．3
26．6
23．8
18．3
11．0
34．6
26．3
20．4
14．6
4．2
75．0
16．4
5．7
2．0
0．8
8．9
23．9
35．2
21．1
10．9

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
640
193
182
265

28．1
22．6
15．6
14．6
19．1
16．8
14．9
17．7
19．3
31．3
27．4
18．5
21．3
15．3
17．5
29．6
26．2
22．6
12．4
9．2
35．7
29．5
17．5
9．1
8．3
14．4
22．5
26．2
22．4
14．5
30．0
24．1
23．3
18．0
4．6
68．4
17．9
8．8
3．7
1．3
7．5
25．5
36．1
19．6
11．3

598
170
186
242

33．1
22．7
11．6
16．6
16．1
25．5
17．7
18．1
18．4
20．3
32．5
23．4
18．2
15．2
10．8
43．6
26．6
16．3
10．4
3．0
45．5
32．2
13．3
5．9
3．0
26．6
30．9
21．2
14．1
7．2
39．4
28．6
17．3
10．9
3．7
81．8
15．0
2．5
0．3
0．3
10．5
22．1
34．1
22．8
10．5

363

38．5
19．6
15．1
12．8
14．0
21．9
18．3
20．8
16．6
22．5
29．8
20．8
19．7
16．6
13．2
34．7
25．2
19．6
13．7
6．7
40．1
31．9
12．0
10．4
5．6
23．6
27．8
20．8
16．3
11．5
38．3
27．7
18．7
12．3
3．1
71．2
17．6
7．3
3．4
0．6
8．4
26．9
37．3
16．2
11．2

368

32．7
24．5
12．6
15．1
15．1
21．8
18．2
17．1
19．3
23．5
30．3
22．3
19．3
12．9
15．2
35．9
25．4
21．8
11．9
5．0
37．7
32．7
17．2
6．9
5．5
19．1
28．5
26．2
18．0
8．3
36．5
27．7
20．6
11．3
3．8
75．4
18．5
5．2
0．3
0．6
9．6
21．2
36．8
23．4
9．1

507

23．3
23．5
13．3
17．9
22．1
19．8
13．4
16．4
20．2
30．2
29．6
19．9
20．3
15．9
14．3
37．9
28．0
17．9
9．5
6．7
42．7
28．6
16．7
6．0
6．0
18．9
24．5
24．1
20．1
12．5
30．5
24．2
21．4
18．6
5．2
77．3
14．1
5．0
2．4
1．2
8．8
23．6
32．5
23．0
12．0

サンプル数

単位：サンプル数以外はパーセント

●モノグラフ・中学生の世界 vol.66



― 80―

● 資料２　学年・性別集計表

父

親

や

母

親

は

ど

ん

な

人

か

学
校
の
で
き
ご
と

を
よ
く
質
問
す
る

家
族
で
社
会
の
で
き

ご
と
を
よ
く
話
す

よ
い
こ
と
と
悪
い

こ
と
を
判
断
し
て

く
れ
る

家
族
の
こ
と
は

話
し
合
っ
て
決

め
る

子
ど
も
の
気
持

ち
を
わ
か
っ
て

く
れ
る

し
つ
け
に
き
び
し
い

よ
い
成
績
を
期

待
し
て
い
る

学
校
へ
行
き
た
く

な
い
と
き
休
ま
せ

て
く
れ
る

校
則
に
違
反
し
て

も
親
が
悪
く
な
い

と
思
え
ば
認
め
る

c

質問項目

家
庭
で
の
様
子

家
で
は
が
ま
ん
ば

か
り
し
て
い
る

1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない

全　体

7．1
10．8
25．3
33．0
23．8
13．3
27．3
29．6
21．1
8．7
8．3
17．3
28．3
29．8
16．4
38．1
33．6
21．4
4．9
2．0
8．5
21．5
32．6
26．7
10．8
12．2
27．8
30．7
19．6
9．7
17．1
27．7
26．7
23．0
5．4
26．8
26．1
24．5
15．1
7．5
3．2
5．1
13．0
25．8
53．0
5．2
10．2
20．1
31．0
33．6

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
8．7
9．7
26．7
34．2
20．7
14．1
27．8
28．8
19．7
9．6
8．8
16．6
27．8
28．0
18．8
38．4
33．3
21．9
4．1
2．2
8．3
20．0
33．7
26．5
11．5
11．0
27．0
33．4
19．0
9．6
19．0
30．3
26．5
19．6
4．6
32．5
27．4
22．6
10．9
6．6
1．9
4．4
11．8
21．8
60．0
5．4
7．3
22．0
28．5
36．8

5．4
12．0
23．9
31．6
27．1
12．5
26．8
30．5
22．6
7．7
7．7
18．0
28．8
31．6
13．8
37．7
34．0
20．9
5．7
1．7
8．7
23．1
31．4
26．8
10．0
13．4
28．6
27．9
20．3
9．8
15．2
25．0
27．0
26．6
6．2
20．7
24．7
26．6
19．5
8．4
4．4
5．8
14．2
30．0
45．6
5．0
13．2
18．0
33．6
30．2

5．3
10．6
24．3
35．2
24．6
13．2
25．6
29．0
22．8
9．3
8．7
15．5
24．5
30．7
20．6
41．8
36．4
18．9
2．0
0．8
7．6
25．5
30．9
27．2
8．8
14．6
28．2
33．2
16．9
7．0
17．2
29．1
28．0
20．9
4．8
25．4
29．9
22．9
14．7
7．1
2．3
3．1
11．7
25．7
57．1
3．4
6．6
18．4
33．9
37．6

6．3
10．5
26．7
31．7
24．8
11．3
27．7
33．2
18．1
9．6
6．3
17．6
31．1
28．7
16．3
33．1
35．5
21．8
6．6
3．0
8．6
18．8
37．1
24．7
10．8
8．3
32．5
30．9
17．4
11．0
19．0
26．9
24．5
24．7
4．9
27．7
25．3
24．7
16．2
6．0
2．5
6．2
12．6
26．7
52．0
4．8
9．6
22．2
29．2
34．3

9．0
11．2
25．1
32．3
22．5
14．8
28．2
27．4
22．0
7．6
9．4
18．3
28．9
29．9
13．5
39．0
30．3
22．9
5．8
2．0
9．0
20．6
30．5
27．7
12．2
13．2
24．0
28．9
23．2
10．6
15．7
27．3
27．5
23．3
6．2
27．0
24．0
25．6
14．6
8．8
4．2
5．6
14．1
25．3
50．8
6．7
13．2
19．7
30．2
30．2

x
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質問項目

父
親
や
母
親
は
ど

ん
な
人
か

納
得
で
き
な
け

れ
ば
学
校
に
抗

議
す
る

1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもうまくいっている
2．わりとうまくいっている
3．あまりうまくいっていない
4．ぜんぜんうまくいっていない
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．ぜったいそうしてほしい
2．別にどちらでもいい
3．自分の親は今もそうしてくれている
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない

全　体

6．4
9．1
21．9
28．8
33．8
26．8
57．4
12．2
3．7
45．2
48．8
6．0
47．3
34．3
18．3
27．3
33．7
39．1
6．3
67．9
25．8
20．5
57．4
22．1
42．1
43．0
14．9
64．0
19．9
16．1
26．3
65．8
7．9
11．6
76．6
11．8
29．0
63．0
8．0
12．3
26．9
23．4
24．8
12．6
7．9
25．5
31．9
24．2
10．5

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
6．0
8．3
20．7
27．7
37．3
23．3
61．1
11．6
4．0
46．2
49．3
4．5
50．5
37．0
12．5
32．9
39．6
27．6
6．0
76．8
17．2
20．5
62．2
17．4
43．8
46．1
10．1
62．6
29．2
8．2
25．1
68．4
6．4
11．0
80．3
8．7
27．0
67．5
5．5
13．8
23．9
23．7
24．3
14．3
8．8
23．3
32．4
22．8
12．6

6．9
10．0
23．2
29．9
30．1
30．3
53．7
12．7
3．3
44．1
48．3
7．6
44．0
31．5
24．5
21．4
27．4
51．2
6．7
58．5
34．7
20．5
52．5
27．0
40．4
39．7
19．9
65．4
10．1
24．5
27．5
63．1
9．4
12．2
72．8
15．1
31．0
58．3
10．6
10．7
30．2
23．1
25．3
10．7
6．9
27．9
31．4
25．7
8．2

4．6
8．0
22．6
29．1
35．7
34．6
53．7
9．6
2．2
40．2
53．0
6．8
46．6
36．4
17．0
24．1
34．6
41．4
8．0
62．3
29．7
25．1
51．9
23．1
36．0
47．9
16．1
61．1
22．2
16．8
30．8
61．5
7．7
12．8
74．7
12．5
28．4
63．9
7．7
10．2
27．6
21．8
22．9
17．4
5．6
25．3
36．4
25．0
7．8

6．0
7．4
21．3
27．6
37．8
24．5
59．9
11．0
4．6
46．0
49．3
4．7
45．7
32．8
21．5
27．0
32．0
41．0
4．7
71．3
24．0
17．9
58．8
23．2
44．6
40．7
14．7
61．8
21．6
16．6
27．7
66．2
6．1
12．3
79．1
8．6
29．9
63．2
6．9
14．7
25．5
25．3
26．4
8．2
10．4
30．5
32．2
19．3
7．6

8．1
11．1
21．9
29．4
29．6
23．2
58．0
14．8
4．0
48．1
45．5
6．4
49．0
34．1
16．9
29．7
34．3
36．1
6．4
69．3
24．3
19．1
60．4
20．5
44．7
41．1
14．2
67．5
17．1
15．3
22．1
68．5
9．4
10．2
76．2
13．6
28．7
62．4
9．0
12．1
27．4
23．2
25．0
12．3
7．7
22．0
28．6
27．2
14．5

c

父
親
や
母
親

と
う
ま
く
い

っ
て
い
る
か

v

父

親

や

母

親

に

し

て

も

ら

い

た

い

こ

と

う
る
さ
く

言
わ
な
い

で

家
で
は
休

ま
せ
て

お
い
し
い

ご
飯
を
食

べ
さ
せ
て

も
っ
と
話

を
聞
い
て

家
族
旅
行

の
行
き
先

は
一
緒
に

友
だ
ち
づ
き

あ
い
に
口
を

出
さ
な
い
で

秘
密
の
も
の

は
勝
手
に
見

な
い
で

家
で
の
様
子

を
先
生
に
言

わ
な
い
で

自
分
の
味

方
に
な
っ

て
ほ
し
い

あ
ま
り
期

待
し
な
い

で

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ

た
ら
席
に
つ
く

教
室
が
整
理
整

頓
さ
れ
て
い
る

b

ク
ラ
ス
に
つ
い
て

n
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質問項目

ク

ラ

ス

に

つ

い

て

生
徒
が
自
主
的
に

係
の
仕
事
を
す
る

な
ん
と
な
く
暗
く

て
つ
ま
ら
な
い

行
事
な
ど
で

も
り
あ
が
る

男
子
と
女
子
の

仲
が
い
い

ま
じ
め
に
や
っ

て
い
る
人
が
損

を
す
る

担
任
の
先
生
の
話

を
素
直
に
聞
く

リ
ー
ダ
ー
が
い
る

自
分
の
意
見
を

言
い
や
す
い

校
則
や
き
ま
り

を
守
る
生
徒
が

多
い

授
業
中
う
る
さ

く
て
先
生
の
話

が
聞
こ
え
な
い

1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない
1．とてもそう
2．わりとそう
3．少しそう
4．あまりそうでない
5．ぜんぜんそうでない

全　体

9．2
27．7
37．1
20．7
5．3
3．3
5．2
14．2
35．2
42．1
28．9
32．8
22．6
10．8
4．8
11．2
30．1
34．9
16．2
7．6
10．2
15．6
31．5
34．0
8．8
8．1
21．5
31．2
27．1
12．0
15．8
16．4
23．8
23．9
20．1
9．8
19．3
31．9
28．4
10．7
7．9
22．1
32．6
27．7
9．7
13．2
19．9
30．9
24．8
11．3

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
9．9
23．9
39．1
20．4
6．8
3．9
4．4
13．9
34．6
43．1
28．9
30．6
24．6
10．6
5．4
10．6
27．8
38．5
14．0
9．1
11．1
14．6
34．2
29．5
10．5
9．3
20．3
31．6
26．7
12．2
18．5
14．2
22．0
22．6
22．7
11．5
22．4
34．8
21．1
10．2
9．1
23．3
31．0
25．3
11．3
14．9
20．3
30．0
23．9
11．0

8．4
31．8
35．0
21．0
3．7
2．5
6．1
14．6
35．7
41．1
29．0
35．2
20．4
11．1
4．2
11．9
32．6
31．1
18．5
5．9
9．1
16．6
28．6
38．7
6．9
6．9
22．9
30．8
27．6
11．8
12．9
18．8
25．8
25．3
17．3
7．9
16．0
28．7
36．1
11．3
6．6
20．9
34．3
30．3
7．9
11．4
19．4
31．8
25．8
11．6

10．0
24．4
35．5
24．1
6．1
4．2
5．6
13．1
30．1
47．1
24．0
30．4
25．3
15．3
5．0
10．8
26．1
30．6
21．1
11．4
12．5
17．5
28．4
32．9
8．6
8．9
21．9
29．7
25．8
13．6
17．3
15．6
20．4
24．6
22．1
11．1
16．1
34．7
28．3
9．7
9．2
24．2
30．8
25．8
10．0
20．4
21．8
27．9
19．3
10．5

9．8
31．1
37．2
18．3
3．6
1．9
4．9
11．7
35．2
46．2
23．1
37．5
27．0
9．1
3．3
13．6
37．9
36．0
9．5
3．0
6．3
14．2
33．1
36．9
9．6
4．9
19．9
34．3
30．5
10．4
18．1
18．4
22．5
23．8
17．3
8．2
22．3
34．1
27．0
8．4
7．4
24．8
35．4
25．6
6．8
9．5
22．0
36．4
22．3
9．8

8．1
27．6
38．3
20．0
6．0
3．6
5．2
16．9
38．7
35．7
36．6
31．3
17．4
8．9
5．7
9．8
27．3
37．3
17．5
8．2
11．3
15．1
32．6
32．6
8．3
9．9
22．4
30．0
25．6
12．1
13．0
15．6
27．2
23．4
20．8
9．9
19．3
28．2
29．4
13．1
7．4
18．7
31．8
30．6
11．5
10．7
16．9
29．0
30．6
12．9

n
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● 資料２　学年・性別集計表
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

学

校

で

の

経

験

ど
う
思
う
か

み
ん
な
の
前

で
悪
口
を
言

わ
れ
た

文
房
具
な
ど

貸
し
た
ら
返

っ
て
こ
な
い

カ
バ
ン
の
中

や
手
帳
を
見

ら
れ
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
話
さ
れ
た

友
だ
ち
か
ら
無

視
さ
れ
た

い
じ
め
を
受
け
た

授
業
中
ち
ょ
っ

か
い
を
か
け
ら

れ
た

校
則
に
違
反
し

て
叱
ら
れ
た

悪
く
な
い
の
に

自
分
の
せ
い
に

さ
れ
た

先
生
が
あ
る
生

徒
だ
け
を
特
別

扱
い
し
た

先
生
か
ら
体
罰

を
受
け
た

み
ん
な
の

前
で
悪
口

を
言
う

借
り
た
文

房
具
を
返

さ
な
い

1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．しょっちゅうある
2．ときどきある
3．１、２回ある
4．１度もない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない

全　体

11．1
24．6
32．6
31．6
2．7
11．6
26．5
59．2
4．4
11．1
22．4
62．2
5．6
13．0
28．1
53．3
5．0
16．9
33．5
44．6
3．3
5．5
14．5
76．8
16．5
25．0
31．0
27．5
4．0
13．8
27．5
54．7
9．6
20．1
38．7
31．6
19．7
20．5
20．4
39．4
4．3
5．9
12．3
77．4
16．4
39．9
43．6
6．7
11．5
81．7

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
15．3
31．4
31．1
22．2
3．9
12．6
23．5
60．0
6．5
12．5
21．6
59．5
7．6
13．6
25．6
53．3
5．4
15．6
30．1
49．0
4．1
6．8
11．5
77．7
20．4
28．9
28．9
21．7
5．0
16．5
29．1
49．4
12．9
20．5
36．9
29．7
17．0
15．3
19．5
48．3
6．3
8．0
15．2
70．5
18．7
40．8
40．5
7．4
12．9
79．7

6．6
17．3
34．3
41．8
1．3
10．6
29．7
58．4
2．2
9．6
23．2
65．0
3．5
12．4
30．8
53．3
4．5
18．3
37．1
40．0
2．4
4．1
17．8
75．8
12．3
20．7
33．2
33．7
2．9
10．9
25．8
60．4
6．0
19．6
40．7
33．7
22．6
26．2
21．3
29．9
2．2
3．7
9．2
84．9
14．0
38．9
47．0
6．0
10．1
83．9

11．2
24．0
32．7
32．1
1．7
11．1
24．1
63．2
3．1
9．7
17．8
69．4
5．3
8．6
26．7
59．4
5．0
15．2
35．6
44．2
2．8
4．2
12．5
80．5
16．1
22．5
33．3
28．1
2．8
11．3
17．7
68．2
8．9
19．9
36．3
34．9
14．2
16．7
19．2
50．0
3．9
7．5
12．5
76．2
17．5
38．9
43．6
6．6
8．8
84．5

10．4
24．0
33．9
31．7
2．2
10．4
27．5
59．9
4．4
10．9
24．8
59．9
5．7
14．7
26．7
52．9
4．1
14．2
34．5
47．1
1．4
7．7
11．2
79．7
10．1
24．9
35．8
29．2
3．6
15．0
33．3
48．1
9．0
22．3
38．3
30．4
18．9
21．9
20．3
38．9
3．8
7．1
14．1
75．0
15．1
42．2
42．7
6．8
11．2
82．0

11．6
25．5
31．7
31．3
3．8
12．9
27．4
55．9
5．4
12．2
23．9
58．6
5．8
14．9
30．2
49．2
5．6
20．1
31．2
43．1
5．0
4．8
18．3
72．0
21．5
26．8
25．8
25．8
5．2
14．7
30．4
49．8
10．6
18．5
40．8
30．1
24．3
22．3
21．3
32．2
5．0
4．0
10．9
80．1
16．7
39．0
44．3
6．7
13．7
79．6

m

,

●モノグラフ・中学生の世界 vol.66



― 84―

● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

ど

う

思

う

か

決

め

方

カ
バ
ン
の
中

や
手
帳
を
勝

手
に
見
る

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
み
ん
な

の
前
で
話
す

友
だ
ち
を

無
視
す
る

い
じ
め
る
こ
と

授
業
中
ち
ょ

っ
か
い
を
か

け
る

校
則
に
違

反
す
る

悪
く
な
い
の

に
人
の
せ
い

に
す
る

先
生
が
あ
る
生

徒
だ
け
を
特
別

扱
い
す
る

先
生
が
体
罰

を
す
る

教
室
の
座
席

ク
ラ
ス
の
係

文
化
祭
や
体

育
祭
の
プ
ロ

グ
ラ
ム

遠
足
や
修
学
旅

行
の
行
き
先

教
室
の
座
席

1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．理由があればしてもいい
2．しかたなくすることもある
3．どんな理由でもぜったいしてはいけない
1．生徒だけで話し合って決めている
2．先生と相談するが生徒が決める
3．先生と相談するが先生が決める
4．先生が決めている
1．生徒だけで話し合って決めている
2．先生と相談するが生徒が決める
3．先生と相談するが先生が決める
4．先生が決めている
1．生徒だけで話し合って決めている
2．先生と相談するが生徒が決める
3．先生と相談するが先生が決める
4．先生が決めている
1．生徒だけで話し合って決めている
2．先生と相談するが生徒が決める
3．先生と相談するが先生が決める
4．先生が決めている
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない

全　体

6．7
15．0
78．3
5．0
11．2
83．8
11．5
30．8
57．6
5．0
11．4
83．6
17．5
40．2
42．3
20．7
35．9
43．3
3．2
17．0
79．8
5．7
13．3
81．0
7．7
13．2
79．0
24．4
53．9
17．6
4．1
47．1
48．0
3．9
1．0
10．6
41．2
23．3
25．0
5．3
19．2
22．6
52．9
19．4
17．7
27．6
24．1
11．2

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
7．2
18．7
74．1
6．0
12．7
81．3
11．6
28．6
59．8
5．7
12．4
81．9
18．1
42．2
39．7
18．0
33．7
48．3
3．8
19．1
77．2
7．9
16．2
75．9
10．8
18．4
70．8
26．7
51．8
18．1
3．3
46．2
47．3
5．0
1．4
12．0
40．1
24．0
24．0
7．8
20．7
21．3
50．2
20．6
16．4
23．1
24．6
15．3

6．1
11．1
82．9
3．9
9．6
86．6
11．4
33．3
55．3
4．4
10．3
85．4
16．8
38．0
45．1
23．7
38．3
38．0
2．5
14．8
82．7
3．4
10．1
86．5
4．4
7．7
87．9
22．0
56．0
17．0
4．9
48．1
48．6
2．7
0．5
9．1
42．3
22．6
26．0
2．5
17．6
24．1
55．8
18．2
19．2
32．3
23．5
6．9

7．2
11．6
81．2
7．2
6．5
86．7
14．1
29．4
56．5
6．4
9．9
83．7
12．8
37．5
49．7
17．3
26．8
55．9
2．5
14．8
82．7
5．8
12．4
81．8
5．5
12．7
81．7
15．8
52．1
25．4
6．8
36．6
56．4
5．9
1．1
9．9
40．0
28．2
22．0
3．7
14．0
19．9
62．4
24．7
18．1
27．5
20．0
9．7

6．5
14．2
79．3
3．6
12．6
83．9
10．1
32．2
57．8
5．2
11．2
83．7
17．5
40．4
42．1
17．3
36．3
46．4
3．8
18．0
78．2
5．2
12．9
81．9
7．4
13．6
79．0
13．0
59．4
23．5
4．1
41．5
51．6
5．2
1．6
9．9
39．8
21．5
28．7
3．8
16．2
23．0
57．0
18．8
19．1
28．6
22．1
11．4

6．4
18．1
75．5
4．4
13．9
81．7
10．7
31．0
58．3
4．0
12．5
83．5
20．9
41．9
37．2
25．6
42．1
32．2
3．2
17．9
78．9
6．0
14．1
79．9
9．5
13．3
77．1
38．9
51．1
7．8
2．2
58．8
39．2
1．6
0．4
11．6
43．0
21．1
24．3
7．4
25．1
24．3
43．2
16．1
16．5
26．8
28．4
12．1

,

.

意
見
を
言
い
た
い
か
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

意

見

を

言

い

た

い

か

ク
ラ
ス
の
係

服
装
や
髪
型
に
つ

い
て
の
き
ま
り

文
化
祭
や
体
育
祭

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

遠
足
や
修
学
旅
行

の
行
き
先
や
内
容

部
活
動
の
活
動
計

画
や
練
習
方
法

卒
業
式
の
プ
ロ

グ
ラ
ム

時
間
割

授
業
で
勉
強
す

る
内
容

通
知
表
に
つ
け

る
成
績

高
校
入
試
の
仕
方

1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない

全　体

13．7
14．2
23．7
34．4
14．0
20．9
14．4
24．2
24．1
16．3
11．3
11．3
23．2
34．3
19．8
26．0
19．1
24．0
19．5
11．5
20．0
17．5
28．0
23．0
11．5
12．1
10．4
21．0
36．7
19．8
20．3
13．7
22．0
27．9
16．1
15．1
12．3
25．3
31．3
15．9
23．8
13．5
25．4
24．8
12．5
22．9
16．5
25．8
22．5
12．2

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
14．7
12．9
22．2
32．2
18．0
17．9
9．6
22．9
28．1
21．5
12．5
10．0
21．0
33．7
22．8
26．2
13．1
23．4
21．8
15．5
23．0
16．2
26．6
20．9
13．3
10．6
6．8
19．7
37．3
25．6
21．4
13．5
22．0
23．5
19．5
16．1
10．4
26．5
27．1
19．9
25．5
11．7
24．5
22．2
16．1
23．6
15．5
26．1
19．6
15．2

12．6
15．5
25．3
36．9
9．8
24．1
19．6
25．6
19．9
10．8
10．1
12．6
25．6
35．0
16．7
25．8
25．4
24．6
17．0
7．2
16．9
19．0
29．4
25．2
9．6
13．8
14．1
22．4
36．0
13．6
19．1
13．9
22．0
32．6
12．4
14．1
14．3
24．0
35．8
11．8
22．1
15．3
26．4
27．6
8．6
22．3
17．5
25．5
25．6
9．1

15．0
14．5
23．7
33．7
13．1
20．9
13．1
22．9
25．4
17．6
8．4
11．2
21．6
39．2
19．6
21．6
19．0
20．7
26．3
12．3
16．7
18．3
29．4
24．2
11．4
7．0
10．1
18．5
41．3
23．0
18．6
15．6
22．2
27．8
15．8
15．9
12．3
23．7
33．1
15．0
20．9
11．7
23．2
30．2
14．0
17．6
12．0
25．5
29．1
15．7

12．8
15．0
24．3
36．1
11．7
22．8
12．1
24．2
25．3
15．7
10．4
10．4
24．4
33．4
21．4
25．3
18．3
27．2
17．2
12．0
19．2
17．0
26．3
24．7
12．9
11．7
6．8
21．8
39．2
20．4
18．5
10．1
23．2
30．0
18．3
13．1
12．0
23．4
33．0
18．5
19．1
11．2
25．4
29．8
14．5
21．0
13．1
27．0
26．4
12．5

13．3
13．3
23．3
33．8
16．3
19．4
17．1
25．2
22．4
15．9
14．1
11．9
23．6
31．5
18．8
29．6
19．7
23．9
16．3
10．5
23．1
17．3
28．1
20．9
10．6
16．1
13．1
22．2
31．5
17．1
22．8
15．1
21．0
26．4
14．7
16．1
12．5
27．8
28．8
14．7
29．3
16．3
27．1
17．3
10．0
28．1
22．2
25．1
15．0
9．6
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

意
見
を
言
い
た
い
か

話
し
合
い
に
参
加
す
る
か

校
区
に
で
き
る

公
園
の
プ
ラ
ン

被
災
者
を
助
け

る
の
に
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
か
文
化
祭
や
体
育

祭
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
話
し
合
い

授
業
内
容
を
決

め
る
話
し
合
い

公
園
の
プ
ラ

ン
づ
く
り
の

話
し
合
い

文
化
祭
や
体

育
祭
の
リ
ー

ダ
ー

授
業
内
容
を

決
め
る
リ
ー

ダ
ー

公
園
の
プ
ラ

ン
づ
く
り
の

リ
ー
ダ
ー

授
業
中
ト
イ
レ

に
行
き
た
く
な

っ
た
ら
行
く

給
食
の
嫌
い

な
も
の
を
食

べ
な
い

制
服
の
着
方

を
ち
ょ
っ
と

変
え
る

校
則
で
決
ま
っ

て
い
る
が
好
き

な
髪
型
に

1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．とても言いたい
2．わりと言いたい
3．少し言いたい
4．あまり関心がない
5．ぜんぜん関心がない
1．ぜったい参加する
2．たぶん参加する
3．たぶん参加しない
4．ぜったい参加しない
1．ぜったい参加する
2．たぶん参加する
3．たぶん参加しない
4．ぜったい参加しない
1．ぜったい参加する
2．たぶん参加する
3．たぶん参加しない
4．ぜったい参加しない
1．ぜったい引き受ける
2．たぶん引き受ける
3．たぶん引き受けない
4．ぜったい引き受けない
1．ぜったい引き受ける
2．たぶん引き受ける
3．たぶん引き受けない
4．ぜったい引き受けない
1．ぜったい引き受ける
2．たぶん引き受ける
3．たぶん引き受けない
4．ぜったい引き受けない
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張

全　体

12．8
8．5
14．8
34．5
29．4
13．2
16．9
33．8
23．5
12．7
14．0
36．3
38．2
11．5
13．2
34．9
38．5
13．4
10．1
24．2
41．9
23．8
8．9
27．8
38．8
24．5
5．6
17．8
45．8
30．8
6．8
17．7
40．8
34．6
6．5
25．5
39．8
28．2
20．7
43．0
22．6
13．8
9．5
36．1
39．8
14．6
18．9
33．1
31．8
16．2

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
14．0
7．6
15．6
31．7
31．1
13．9
16．1
31．2
23．0
15．9
13．5
31．0
40．5
15．0
11．8
31．5
40．0
16．7
11．6
22．0
39．9
26．4
8．7
22．1
39．4
29．8
7．1
14．7
42．4
35．8
7．9
16．2
37．4
38．5
8．0
24．1
38．0
29．9
26．8
39．3
19．4
14．5
12．4
39．8
34．5
13．2
22．5
33．5
26．7
17．3

11．4
9．6
13．9
37．5
27．6
12．4
17．8
36．6
24．0
9．2
14．4
41．9
35．7
7．9
14．6
38．6
36．9
9．9
8．6
26．5
44．0
21．0
9．2
33．9
38．1
18．8
4．0
21．2
49．4
25．4
5．7
19．3
44．5
30．5
4．9
27．0
41．8
26．3
14．1
47．0
25．9
13．0
6．4
32．2
45．5
16．0
15．0
32．6
37．3
15．0

11．7
8．6
12．8
35．9
30．9
12．8
15．6
35．6
25．6
10．6
11．1
37．5
38．6
12．8
13．9
36．7
35．6
13．9
9．7
27．8
40．3
22．2
7．8
25．1
40．9
26．2
5．8
18．1
42．6
33．4
6．4
16．7
40．9
35．9
10．6
34．3
38．4
16．7
26．7
45．7
18．4
9．2
13．1
38．7
36．5
11．7
25．3
33．3
28．3
13．1

12．3
8．5
13．9
35．8
29．5
10．4
15．5
31．6
27．0
15．5
10．1
36．5
42．8
10．6
11．7
36．0
40．9
11．4
8．4
25．1
46．0
20．4
7．4
24．5
43．6
24．5
5．2
15．6
48．9
30．3
5．7
15．3
45．8
33．2
4．9
24．7
43．7
26．6
17．5
42．2
23．8
16．4
10．4
35．2
41．3
13．1
19．5
33．7
30．4
16．4

13．9
8．5
16．9
32．5
28．2
15．5
18．8
34．1
19．4
12．1
18．8
35．3
34．5
11．3
13．7
32．9
38．9
14．5
11．7
21．0
40．0
27．3
10．9
32．1
33．7
23．2
5．8
19．2
45．8
29．2
7．9
20．2
37．1
34．7
4．8
19．8
38．0
37．4
18．7
41．7
24．6
15．1
6．3
34．9
41．1
17．7
13．9
32．4
35．4
18．3

⁄0

⁄1
¦
q

リ
ー
ダ
ー
を
引
き
受
け
る
か

「
わ
が
ま
ま
」
か
「
権
利
の
主
張
」
か
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¦
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

「
わ
が
ま
ま
」
か
「
権
利
の
主
張
」
か

全
員
で
校
歌
を

歌
う
と
き
に
歌

わ
な
い

先
生
の
教
え
方

が
合
わ
ず
違
う

こ
と
を
す
る

気
分
が
の
ら

な
い
と
き
保

健
室
で
休
む

学
校
へ
行
き

た
く
な
い
日

は
欠
席
す
る

用
事
が
あ
る
と

き
は
係
の
仕
事

を
し
な
い

み
ん
な
で
決

め
た
こ
と
を

や
ら
な
い

子
ど
も
は
仕
事

を
し
な
く
て
い

い
こ
と

子
ど
も
の
安
全

を
ま
も
る
た
め

の
も
の

や
り
た
い
勉
強

や
運
動
が
で
き

る
こ
と

人
に
知
ら
れ
た
く

な
い
こ
と
を
秘
密

に
で
き
る
こ
と

自
分
の
意
見
を

き
ち
ん
と
言
え

る
こ
と

1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．ぜったいわがまま
2．ややわがまま
3．やや権利の主張
4．ぜったい権利の主張
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない

全　体

24．0
46．5
20．4
9．1
35．0
38．5
19．1
7．3
47．3
29．4
13．7
9．7
54．0
24．3
13．3
8．3
30．5
34．1
25．3
10．1
57．8
29．3
7．8
5．1
8．0
11．9
24．5
39．7
15．8
22．2
25．8
33．0
13．7
5．4
30．3
28．4
26．7
11．4
3．3
27．1
22．9
25．6
18．3
6．2
32．1
28．5
24．7
9．5
5．3

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
22．4
44．6
20．5
12．5
33．6
37．6
19．0
9．8
48．1
24．3
15．8
11．8
56．5
20．3
12．5
10．6
28．6
33．3
24．6
13．4
52．3
30．2
10．0
7．6
10．5
12．7
23．8
36．4
16．6
24．3
23．7
32．1
13．3
6．6
32．3
27．4
24．8
11．1
4．4
28．1
22．2
25．8
15．4
8．5
30．8
27．4
26．2
9．0
6．6

25．7
48．5
20．3
5．6
36．5
39．6
19．2
4．7
46．4
34．8
11．4
7．4
51．4
28．6
14．1
5．9
32．5
35．0
25．9
6．6
63．6
28．3
5．6
2．5
5．4
11．0
25．3
43．3
15．0
19．9
28．1
33．8
14．1
4．1
28．1
29．4
28．8
11．7
2．0
25．9
23．7
25．4
21．3
3．7
33．4
29．5
23．1
10．0
3．9

30．8
46．2
17．6
5．3
42．6
37．3
15．0
5．0
51．0
27．3
13．1
8．6
58．8
22．0
11．7
7．5
32．0
34．3
25．3
8．4
58．5
29．8
6．4
5．3
7．8
11．9
26．0
41．8
12．5
18．2
23．5
35．8
17．6
5．0
20．4
29．3
31．6
15．1
3．6
22．6
18．4
26．8
24．0
8．1
27．4
27．4
24．6
13．7
7．0

20．3
47．7
22．5
9．6
31．5
38．4
22．7
7．4
47．0
30．3
13．9
8．7
52．6
25．8
13．2
8．5
30．1
32．9
26．0
11．0
52．2
33．0
8．5
6．3
9．3
15．6
25．4
34．7
15．0
20．3
24．2
34．6
15．1
5．8
30．9
27．3
26．8
10．9
4．1
22．5
23．3
29．0
18．9
6．3
31．9
25．3
29．7
7．7
5．5

21．8
45．8
20．8
11．5
32．2
39．6
19．3
8．9
44．8
30．2
13．9
11．1
51．7
25．0
14．6
8．8
29．6
35．0
24．7
10．7
61．3
26．2
8．3
4．2
7．3
9．1
22．8
41．9
18．8
26．4
28．6
29．8
9．9
5．4
36．8
28．5
23．2
9．1
2．4
33．5
25．8
22．2
13．7
4．8
35．5
31．5
21．2
7．8
4．0
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

「

子

ど

も

の

権

利

」

と

は

学
校
の
き
ま
り

を
自
分
た
ち
で

つ
く
れ
る
こ
と

自
分
の
進
路
を

自
分
で
決
め
ら

れ
る
こ
と

お
と
な
に
な
る

た
め
に
必
要
な

も
の

お
と
な
た
ち
が

尊
重
す
る
べ
き

も
の

子
ど
も
を
甘
や

か
す
も
の

自
分
の
時
間
は

好
き
に
使
え
る

こ
と

成
績
や
受
験
の

ス
ト
レ
ス
に
苦

し
ま
な
い
こ
と

困
っ
て
い
る
こ
と

を
お
と
な
に
相
談

で
き
る
こ
と

自
分
の
成
績
や

内
申
書
に
つ
い

て
知
る
こ
と

時
に
は
法
に
ふ
れ

る
行
為
を
し
て
も

許
さ
れ
る
こ
と

1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．わりとそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない

全　体

16．0
17．4
28．8
24．8
13．0
48．6
21．3
20．6
6．6
2．9
22．3
27．4
32．5
13．0
4．8
20．7
18．8
35．6
18．3
6．7
3．5
6．6
20．6
35．7
33．6
28．7
22．5
27．7
15．8
5．3
16．8
13．7
28．3
28．0
13．2
22．4
19．9
30．8
17．0
10．0
24．3
19．6
30．5
18．1
7．4
6．3
6．2
19．2
28．2
40．2

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
16．3
16．3
29．8
22．4
15．1
49．4
19．3
21．3
6．1
3．9
25．1
25．0
32．0
11．6
6．3
20．7
19．0
37．4
15．5
7．4
5．2
8．2
26．8
31．7
28．2
30．5
19．8
28．4
13．7
7．7
17．5
13．2
28．2
25．2
15．9
22．6
16．8
32．5
17．3
10．7
24．4
18．7
30．7
17．5
8．7
8．6
6．8
21．2
25．2
38．2

15．6
18．6
27．7
27．2
10．8
47．7
23．5
19．8
7．1
1．9
19．2
30．1
33．1
14．4
3．2
20．6
18．6
33．6
21．3
6．0
1．7
4．9
14．0
40．0
39．4
26．7
25．6
26．9
18．1
2．7
16．0
14．1
28．4
31．1
10．4
22．1
23．3
28．9
16．6
9．2
24．2
20．5
30．3
18．8
6．1
3．7
5．6
16．9
31．5
42．3

13．6
18．1
28．1
26．2
13．9
40．9
22．0
25．6
8．6
2．8
19．3
23．0
39．2
14．8
3．6
17．0
16．2
38．8
20．4
7．5
2．8
6．2
22．8
39．9
28．4
24．5
21．7
27．6
18．9
7．2
15．4
13．8
32．3
26．4
12．1
23．4
25．1
29．2
14．8
7．5
18．2
18．7
33．2
22．1
7．8
4．2
5．9
25．1
30．2
34．6

14．8
17．8
31．0
23．8
12．6
46．0
23．0
21．6
6．0
3．3
21．0
31．7
31．7
8．7
6．8
19．7
21．1
37．1
16．1
6．1
4．4
9．9
22．2
34．5
29．0
29．1
21．7
31．6
13．7
3．8
15．9
12．9
32．6
26．8
11．8
20．7
18．2
35．0
14．9
11．3
23．6
18．7
33．2
16．2
8．2
7．1
6．6
23．3
31．0
32．1

18．5
16．7
27．8
24．4
12．7
55．8
19．6
16．2
5．5
2．8
25．2
27．4
28．4
14．7
4．2
24．0
19．0
32．1
18．4
6．6
3．4
4．6
18．0
33．5
40．5
31．3
23．8
25．0
15．0
5．0
18．3
14．1
22．3
30．1
15．1
22．9
17．5
28．8
20．1
10．7
29．2
20．9
26．6
16．7
6．6
7．1
6．2
11．9
24．8
50．0
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

「
無
理
」
か
「
で
き
る
」
か

「
早
い
」
か
「
し
て
い
い
」
か

自
由
と
き
ま
り
に
つ
い
て

自
分
た
ち
で

校
則
を
決
め

る

自
分
た
ち
で

授
業
内
容
を

決
め
る

自
分
で
自
分

の
成
績
を
つ

け
る

将
来
の
職
業

や
進
路
を
決

め
る

ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る

お
化
粧
を

す
る

ピ
ア
ス
を

す
る

友
だ
ち
の
家

に
泊
ま
る

好
き
な
人
と

つ
き
あ
う

エ
ッ
チ
な
雑

誌
を
読
む

セ
ッ
ク
ス
を

す
る

人
に
迷
惑
を
か

け
な
け
れ
ば
そ

の
人
の
自
由

1．ぜったい無理
2．やや無理
3．ややできる
4．ぜったいできる
1．ぜったい無理
2．やや無理
3．ややできる
4．ぜったいできる
1．ぜったい無理
2．やや無理
3．ややできる
4．ぜったいできる
1．ぜったい無理
2．やや無理
3．ややできる
4．ぜったいできる
1．ぜったい早い
2．やや早い
3．ややしていい
4．ぜったいしていい
1．ぜったい早い
2．やや早い
3．ややしていい
4．ぜったいしていい
1．ぜったい早い
2．やや早い
3．ややしていい
4．ぜったいしていい
1．ぜったい早い
2．やや早い
3．ややしていい
4．ぜったいしていい
1．ぜったい早い
2．やや早い
3．ややしていい
4．ぜったいしていい
1．ぜったい早い
2．やや早い
3．ややしていい
4．ぜったいしていい
1．ぜったい早い
2．やや早い
3．ややしていい
4．ぜったいしていい
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない

全　体

26．6
39．1
25．3
9．0
32．6
46．5
16．4
4．5
55．9
28．9
9．4
5．8
5．5
13．0
41．7
39．7
15．4
30．4
31．1
23．1
24．6
30．3
29．4
15．7
27．9
30．6
23．8
17．8
4．0
7．9
33．1
55．0
5．7
9．6
29．4
55．3
23．6
26．5
28．3
21．6
45．0
24．0
15．2
15．8
17．7
14．3
28．2
26．0
13．8

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
34．2
37．2
19．0
9．6
36．9
43．7
14．2
5．2
58．4
26．5
8．5
6．6
7．4
14．8
38．9
38．9
17．9
28．9
28．1
25．0
33．3
33．3
21．6
11．7
36．2
31．5
18．8
13．4
5．7
8．7
35．3
50．3
8．6
12．7
32．3
46．3
26．8
23．6
25．8
23．9
47．8
22．9
12．3
17．0
19．5
14．3
26．0
22．8
17．3

18．4
41．1
32．2
8．4
27．9
49．6
18．8
3．7
53．1
31．5
10．5
4．9
3．5
11．1
44．8
40．5
12．6
32．0
34．2
21．1
15．3
27．0
37．6
20．1
18．9
29．6
29．1
22．5
2．2
7．1
30．6
60．1
2．6
6．3
26．4
64．8
20．2
29．6
31．0
19．2
41．9
25．1
18．4
14．6
15．8
14．3
30．6
29．3
9．9

31．6
41．3
23．0
4．2
34．7
46．1
15．8
3．3
58．6
27．8
9．2
4．4
8．1
15．6
45．0
31．4
23．1
35．4
27．9
13．6
33．1
33．7
21．4
11．7
41．5
27．3
18．9
12．3
6．4
10．4
37．0
46．2
11．3
16．9
31．5
40．3
44．8
27．7
15．4
12．0
71．1
14．6
5．3
9．0
16．0
10．8
32．0
25．1
16．0

26．8
39．3
24．3
9．6
29．2
43．7
21．3
5．7
51．6
31．7
9．0
7．7
5．8
15．9
42．3
36．0
17．8
30．1
28．4
23．8
28．7
29．5
26．2
15．7
29．8
30．3
20．7
19．3
4．9
9．6
34．8
50．7
5．8
9．2
28．9
56．1
21．0
29．0
30．4
19．6
39．9
28．8
16．5
14．8
19．0
12．9
28．8
26．6
12．6

22．8
37．3
27．8
12．1
33．5
48．9
13．2
4．4
56．9
27．8
9．9
5．4
3．6
9．1
39．0
48．3
8．1
27．2
35．3
29．4
15．7
28．4
37．3
18．7
16．7
33．1
29．5
20．7
1．6
5．0
29．0
64．4
1．6
4．8
28．3
65．3
10．3
23．7
36．0
30．0
29．8
27．3
21．5
21．5
18．1
17．9
25．0
26．0
12．9
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

自

由

と

き

ま

り

に

つ

い

て

校
則
や
き
ま
り

は
納
得
で
き
な

く
て
も
守
る

中
学
生
は
多
少

の
制
約
は
仕
方

な
い

中
学
生
も
お
と
な

と
同
じ
に
罰
す
る

権
利
を
主
張
す

る
な
ら
義
務
も

果
た
す
べ
き

多
数
決
で
決
め
た

こ
と
は
し
た
が
う

失
敗
し
て
も
自
分
た

ち
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
決
め
る

み
ん
な
と
同
じ
こ

と
を
し
て
い
れ
ば

安
心

め
ん
ど
く
さ
い
こ

と
は
誰
か
に
決
め

て
も
ら
い
た
い

先
生
や
親
は
自
分
で

決
め
ろ
と
言
う
が
実

は
強
制
し
て
い
る

ま
じ
め
に
や
っ
て

い
る
人
が
い
つ
も

損
を
す
る

1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない

全　体

15．0
21．1
34．0
22．0
8．0
12．5
21．8
44．6
15．0
6．1
22．0
19．7
33．4
18．3
6．6
25．9
20．7
37．4
11．9
4．0
19．7
25．7
35．5
13．7
5．4
26．6
31．3
34．4
5．7
2．1
8．8
17．0
40．7
23．8
9．7
12．5
16．6
39．7
23．0
8．2
19．3
18．2
32．3
22．7
7．5
11．8
12．5
34．0
31．4
10．3

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
20．1
24．3
30．3
17．2
8．1
15．5
25．9
38．3
12．8
7．4
25．6
18．6
31．8
15．3
8．7
27．8
21．2
34．1
11．1
5．8
21．9
25．1
31．5
14．0
7．4
26．9
28．8
34．2
6．6
3．5
10．1
17．9
37．9
22．4
11．7
15．2
17．2
36．5
22．2
8．9
20．3
19．2
28．5
23．5
8．6
13．1
13．3
32．3
29．0
12．3

9．6
17．6
37．8
27．0
7．9
9．3
17．4
51．4
17．3
4．6
18．2
20．7
35．2
21．4
4．4
23．9
20．2
40．9
12．9
2．0
17．3
26．3
39．7
13．4
3．2
26．2
33．9
34．6
4．6
0．7
7．5
16．0
43．6
25．4
7．5
9．7
16．0
43．1
23．9
7．3
18．2
17．2
36．5
21．8
6．3
10．4
11．6
35．8
34．1
8．0

20．0
26．7
31．4
16．4
5．6
15．2
23．3
44．9
12．5
4．2
17．4
20．7
34．3
18．8
8．8
22．5
20．6
40．8
11．4
4．7
23．6
28．7
33．4
11．2
3．1
20．7
36．0
35．7
4．8
2．8
9．6
19．7
40．6
20．6
9．6
13．3
16．9
37．6
23．7
8．5
18．9
17．5
30．5
24．9
8．2
12．1
14．1
32．4
30．4
11．0

15．7
18．2
35．0
24．0
7．2
12．7
20．8
46．3
14．7
5．5
22．4
17．4
35．9
17．7
6．6
24．9
20．7
38．1
11．9
4．4
17．8
24．9
37．5
15．3
4．4
25．3
28．0
36．5
7．7
2．5
8．9
17．5
42．9
23．7
7．0
11．8
12．9
45．6
22．0
7．7
20．8
16．7
37．5
20．3
4．7
8．8
10．5
36．6
35．0
9．1

11．0
19．1
35．1
24．5
10．4
10．4
21．6
43．3
17．0
7．8
25．1
20．5
31．1
18．3
5．0
29．2
20．8
34．4
12．4
3．2
18．3
24．1
35．5
14．3
7．8
31．7
30．3
31．9
4．8
1．4
8．2
14．7
39．2
26．3
11．6
12．5
19．2
36．9
23．2
8．3
18．4
19．8
29．9
22．8
9．0
13．8
12．8
33．2
29．6
10．6

⁄5
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

自
由
と
き
ま
り
に
つ
い
て

成
績
は
ク
ラ
ス
で

ど
の
く
ら
い
か

も
っ
と
自
分
の
権

利
を
主
張
す
べ
き

望
み
の
高
校
に

入
れ
る

望
み
の
大
学
に

入
れ
る

望
み
の
仕
事
に

就
け
る

幸
せ
な
家
庭
を

つ
く
れ
る

社
会
的
な
活
躍

が
で
き
る

ど
ん
な
服
を

買
う
か

ど
の
理
髪
店
で

髪
を
切
る
か

塾
に
行
く
か

ど
の
部
活
動

に
入
る
か

1．とてもそう思う
2．かなりそう思う
3．少しそう思う
4．あまりそう思わない
5．ぜんぜんそう思わない
1．上の方
2．中の上
3．まん中くらい
4．中の下
5．下の方
1．きっとそうなる
2．たぶんそうなる
3．半分半分
4．たぶん無理
5．まったく無理
1．きっとそうなる
2．たぶんそうなる
3．半分半分
4．たぶん無理
5．まったく無理
1．きっとそうなる
2．たぶんそうなる
3．半分半分
4．たぶん無理
5．まったく無理
1．きっとそうなる
2．たぶんそうなる
3．半分半分
4．たぶん無理
5．まったく無理
1．きっとそうなる
2．たぶんそうなる
3．半分半分
4．たぶん無理
5．まったく無理
1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた
1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた
1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた
1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた

全　体

18．8
20．8
40．2
16．5
3．6
10．0
18．8
31．6
22．4
17．2
15．1
19．2
46．6
14．3
4．8
9．6
11．9
46．0
19．4
13．1
15．5
17．1
47．9
15．8
3．7
22．2
21．1
43．9
8．6
4．1
12．8
12．2
46．7
21．0
7．3
43．2
34．0
17．5
5．2
43．6
28．2
19．9
8．3
44．0
26．7
18．6
10．8
73．3
16．8
7．6
2．3

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
21．0
20．0
39．0
14．8
5．2
12．0
17．4
31．3
19．8
19．5
19．3
18．8
43．8
13．0
5．1
12．6
12．0
43．5
18．5
13．4
18．9
15．4
46．0
15．7
4．1
21．7
17．3
44．1
11．0
5．9
16．0
13．6
44．4
19．3
6．7
38．8
30．9
22．5
7．9
39．2
29．2
20．1
11．5
40．1
26．9
20．5
12．5
74．0
15．9
7．5
2．7

16．6
21．7
41．5
18．3
1．9
7．9
20．4
31．9
25．0
14．8
10．5
19．7
49．6
15．8
4．4
6．3
11．8
48．8
20．3
12．8
11．9
19．0
50．0
15．8
3．2
22．7
25．3
43．7
6．1
2．2
9．4
10．6
49．2
22．8
8．0
48．0
37．5
12．2
2．4
48．3
27．1
19．7
4．9
48．1
26．4
16．6
9．0
72．5
17．8
7．8
1．9

18．6
22．6
37．9
16．7
4．2
11．2
17．9
31．3
24．9
14．6
8．5
20．6
45．4
19．4
6．2
6．2
11．3
44．1
22．9
15．5
11．6
17．2
47．7
20．1
3．4
15．8
23．1
47．6
8．7
4．8
9．9
12．1
46．0
24．6
7．3
36．2
36．2
21．5
6．2
34．1
29．5
24．9
11．5
40．7
27．0
19．8
12．5
70．5
20．4
6．8
2．3

17．9
17．6
44．9
15．2
4．4
9．1
20．0
31．8
22．1
17．1
9．0
17．2
52．5
16．7
4．6
7．8
10．3
48．9
22．2
10．8
10．4
16．4
51．0
18．4
3．8
18．9
19．4
48．9
9．0
3．8
10．1
10．7
50．0
21．0
8．2
42．0
33．5
19．6
4．9
41．7
27．8
21．5
9．0
44．0
26．3
17．4
12．3
73．8
15．5
9．0
1．6

19．7
21．9
38．6
17．3
2．6
9．8
18．7
31．7
20．8
19．1
24．2
19．8
43．2
9．0
3．8
13．3
13．5
45．3
14．8
13．1
22．0
17．6
45．8
10．8
3．8
29．3
21．0
37．7
8．2
3．8
16．9
13．3
44．8
18．5
6．6
49．1
32．9
13．2
4．8
51．7
27．5
15．2
5．6
46．3
26．7
18．6
8．5
74．7
15．2
7．2
2．8
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

自
分
で
決
め
て
き
た
か

休
日
に
家
族
で

出
か
け
る
と
き

の
行
き
先

受
験
す
る
高
校

将
来
つ
き
た

い
職
業

具
合
が
悪
い

と
き
病
院
に

行
く
か

ク
ラ
ス
の
仕

事
を
進
ん
で

引
き
受
け
る

自
分
の
意
見

を
主
張
す
る
友
だ
ち
の
い
じ

め
を
助
け
る

自
分
の
あ
や

ま
り
を
素
直

に
あ
や
ま
る

友
だ
ち
の
い

じ
め
を
や
め

さ
せ
る

ふ
だ
ん
話
さ
な

い
同
級
生
と
仕

事
を
す
る

根
拠
を
あ
げ
て

友
だ
ち
の
ま
ち

が
い
を
指
摘

授
業
の
前
後
に
あ

い
さ
つ
を
す
る

1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた
1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた
1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた
1．自分で決めてきた
2．どちらかといえば自分で決めてきた
3．どちらかといえば誰かの意見で決めてきた
4．誰かの意見で決めてきた
1．きっとできる
2．たぶんできる
3．たぶんできない
4．まったくできない
1．きっとできる
2．たぶんできる
3．たぶんできない
4．まったくできない
1．きっとできる
2．たぶんできる
3．たぶんできない
4．まったくできない
1．きっとできる
2．たぶんできる
3．たぶんできない
4．まったくできない
1．きっとできる
2．たぶんできる
3．たぶんできない
4．まったくできない
1．きっとできる
2．たぶんできる
3．たぶんできない
4．まったくできない
1．きっとできる
2．たぶんできる
3．たぶんできない
4．まったくできない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない

全　体

17．1
17．3
42．8
22．8
48．8
33．0
14．5
3．7
65．1
27．9
5．5
1．5
26．1
26．3
37．0
10．6
13．5
40．6
38．1
7．9
18．0
46．6
30．5
4．9
19．5
49．0
26．8
4．8
36．9
48．2
12．6
2．3
19．5
47．3
28．9
4．4
21．2
55．5
18．2
5．1
16．4
48．9
30．2
4．6
79．0
14．5
5．1
1．0
0．4

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
17．9
12．5
41．2
28．4
47．0
32．6
15．5
4．8
60．9
29．1
8．2
1．8
27．0
27．1
34．8
11．1
14．3
39．0
37．6
9．2
18．1
48．0
28．5
5．4
19．5
47．4
26．4
6．7
35．0
48．2
14．3
2．5
20．6
45．9
28．1
5．4
19．8
54．1
19．2
6．8
17．1
48．4
28．1
6．3
75．9
15．5
6．2
1．6
0．8

16．2
22．5
44．6
16．8
50．7
33．4
13．4
2．6
69．6
26．6
2．6
1．2
25．2
25．3
39．5
10．0
12．6
42．2
38．7
6．5
17．9
45．1
32．8
4．3
19．5
50．7
27．1
2．7
38．9
48．3
10．8
2．0
18．2
48．9
29．7
3．3
22．7
56．9
17．1
3．2
15．5
49．4
32．4
2．7
82．3
13．4
3．9
0．3
0．0

15．2
17．5
45．8
21．5
39．8
31．4
20．5
8．4
59．9
31．1
7．2
1．7
26．6
24．6
37．7
11．0
10．2
41．6
37．7
10．5
13．0
48．4
32．9
5．7
20．4
50．7
24．9
4．0
33．9
51．1
13．0
2．0
20．9
44．9
30．2
4．0
19．8
57．2
17．0
5．9
14．7
51．7
29．4
4．2
81．3
11．9
6．2
0．3
0．3

18．5
16．9
43．6
21．0
42．9
40．2
14．1
2．8
63．5
30．7
5．0
0．8
24．9
28．7
37．2
9．3
12．3
43．2
39．3
5．2
16．4
46．4
32．0
5．2
14．8
50．5
29．4
5．2
35．3
49．6
12．9
2．2
16．0
53．2
25．6
5．2
19．5
58．4
17．8
4．4
14．3
51．4
28．6
5．8
80．2
14．3
4．7
0．5
0．3

17．5
17．5
40．0
25．0
59．3
28．9
10．6
1．2
69．9
23．6
4．7
1．8
26．7
25．7
36．5
11．2
16．6
37．9
37．5
8．0
22．8
45．4
27．8
4．0
22．3
46．6
26．1
5．1
40．2
45．2
12．0
2．6
21．0
44．8
30．2
4．0
23．5
52．1
19．3
5．0
19．0
45．1
31．9
4．0
76．5
16．5
4．6
1．8
0．6
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● 資料２　学年・性別集計表

質問項目

学

校

の

き

ま

り

に

つ

い

て

「
児
童
（
子
ど

も
）
の
権
利
条

約
」
を
知
っ

て
い
る
か

決
め
ら
れ
た
ワ
イ
シ

ャ
ツ
な
ど
を
着
る

校
則
で
髪
型
を

決
め
る
こ
と

ピ
ア
ス
を
し
て
は

い
け
な
い
こ
と

学
校
で
掃
除
を

す
る
こ
と

ク
ラ
ブ
活
動
に

全
員
参
加
す
る

こ
と

授
業
中
の
い
ね

む
り
を
叱
ら
れ

る
こ
と

学
校
で
持
ち
物
検

査
を
す
る
こ
と

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な

ど
が
あ
る
こ
と

1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．疑問を感じなかった
2．疑問を感じたが自分の胸にしまっていた
3．疑問を感じて友だちと不満を言い合った
4．疑問を感じて先生に文句を言った
5．自分の学校にそのようなきまりはない
1．ぜんぜん知らない
2．名前だけはどこかで聞いたことがある
3．どんなものか少し知っている
4．自分で読んだことがある

全　体

58．4
21．9
15．6
1．9
2．3
28．8
21．7
21．1
2．6
26．0
51．2
17．2
14．6
2．2
14．8
72．1
13．8
11．2
2．4
0．5
55．5
22．1
12．5
2．1
7．8
68．7
15．9
8．2
2．0
5．2
19．4
12．7
10．9
2．8
54．2
60．6
17．2
18．8
2．8
0．7
38．1
36．6
18．9
6．4

性　別 学　年　別
男　子 女　子 １　年 ２　年 ３　年
61．3
21．0
12．6
2．9
2．2
36．4
24．6
14．3
3．7
20．9
60．1
15．7
9．7
3．4
11．2
71．1
15．1
10．0
2．9
1．0
60．4
20．3
9．4
2．6
7．3
65．8
16．6
9．6
3．5
4．5
25．6
12．8
10．9
4．5
46．2
61．0
17．5
16．7
3．8
1．0
42．7
33．5
17．9
5．8

55．2
22．8
18．7
0．9
2．4
20．7
18．5
28．2
1．4
31．2
41．8
18．8
19．8
1．0
18．6
73．3
12．4
12．4
1．9
0．0
50．3
24．0
15．8
1．5
8．3
71．9
15．2
6．6
0．3
6．0
12．7
12．5
11．0
1．0
62．8
60．2
16．8
20．9
1．7
0．3
33．3
39．8
20．0
7．0

56．5
24．9
15．5
1．4
1．7
34．9
22．6
16．9
1．4
24．3
61．4
16．2
8．5
1．7
12．2
77．0
11．6
9．7
1．7
0．0
59．9
21．0
12．5
0．9
5．7
71．4
16．7
6．5
1．7
3．7
28．9
12．6
10．6
1．7
46．3
65．7
17．0
14．7
2．3
0．3
44．6
35．1
15．1
5．1

63．9
19．8
13．2
1．4
1．7
30．8
20．6
22．3
1．9
24．5
49．6
17．0
14．8
1．4
17．3
71．2
15．9
10．2
1．6
1．1
57．8
21．4
13．7
2．7
4．4
69．8
15．1
10．4
1．6
3．0
19．1
16．9
12．4
2．5
49．2
60．0
18．4
18．1
3．0
0．5
49．4
32．6
11．6
6．4

55．6
21．3
17．3
2．6
3．2
23．0
21．8
23．2
3．8
28．2
45．3
18．0
18．8
3．2
14．7
69．4
13．8
13．0
3．4
0．4
50．6
23．4
11．7
2．4
11．9
66．1
16．0
7．7
2．4
7．9
12．9
9．7
10．1
3．8
63．4
57．4
16．5
22．1
3．0
1．0
25．3
40．5
26．9
7．3
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学校 性別

Ａ

男
　
　
　
子

・先生が少し叩いたりしたくらいで今の子は体罰だというけれど、僕たちのことをどうでもい
いというのなら注意もしてくれない。叩かれるということは口で言ってもきかないからだと
思う。叩かれたとブーブー言う前に、自分のやったことを良く考えた方がいいと思う。

女
　
　
　
子

・カミをそめるのはよくない。
・生徒には「ジャージを脱いで半袖短パンになれ」とか言って、担任の先生が厚着をしてる。

しかもグーで顔面をなぐってきます。
・生徒に決めさせるとか言って、先生が決めないでほしい。先生の意見を生徒に強制しないでほ

しい。悪いことをしてなぐられるのはいいんだけど、顔をグーで思いっきりなぐり、ふっとん
でよけたとか言って、もう１回なぐるのはよしてほしい。
・ある先生は、生徒を特別扱いしていることがある。授業で、ある生徒がうるさいと怒鳴るよ

うに注意をするのに、その特別視している生徒に対しては、笑いながら接している。自分で
は、気づいていないのかもしれないが、生徒の99％は気づいている。その先生には、どの生
徒にも平等に接してほしい。
・中学生は義務教育で親に守られているのだから、学校の規則にしたがうのは当然！！　なのに、

反対したり文句を言うのはまちがっていると思う。
・守っていない人がけっこういるので、そういう人には直るまできちんと叱ってほしい。
・校則はないといけない大切なものだと思うけど、それによって一人一人の個性がなくなって

きていると思う。みんな同じ制服を着ていていいのか?と疑問を感じている。
・先生に、「授業がわからない」と言うと、生徒のせいにする。授業がわからないから友だちに

きいてうるさくなってしまうのに、怒られるのはとてもいやです。私は怒っている。私はバ
カなのに、これ以上バカになりたくありません。
・制服を着ることに意味はあるのか教えてほしい。髪型や制服などの校則を直してほしい。ピ

アスもなんでだめなのか？　おとなたちは、結局、校則の中に子どもをおしつけている。み
んな一緒で個性がない。「中学生にはまだ早い」何が早いのかわからない。
・くつ下とかにまで、こだわらなくてもいいと思うし、ワンポイントで２cm以内とかまでは

かる先生がいるので、それはいきすぎ。あと、髪をむすぶゴムの色もどーでもいーと思い
ます。
・化粧とか髪をそめるってなんでやっちゃいけないんですかあ？　誰にも迷惑かけてないのに。

誰にも迷惑かけてなければいいと思う。それと、中学生らしいかっこうって何ですか？　超
意味わかんねぇ。
・必要なものもあるけど、何でいけないのかわからないものも多い。どうして校則で決まって

いるのかも教えるべきだと思うし、自分たちでかえられるようにするべきだと思う。おとな
の勝手な言い分などでいつもはぐらかされる。あと、生徒がどうしてそんなことをしている
のか、理由もちゃんと聞いてあげるべき。

学校のきまりや校則について言いたいこと

― 94―

● 資料３　自由記述回答例

学校のきまりや校則について言いたいこと

Ｂ

男
　
子

女
　
子

・校則で髪型を決めるというのは個人の自由（権利）なのでよくないと思う。
・とりあえず、行事が他の学校の先生たちにみせるためのものになっているのが頭にくる。な

ぜ卒業式の練習をするのか理解に苦しむ。また、同じ理由で制服を着ることも反対。学校は、
子どもが勉強するところであって、先生たちが他人に格好つける場所ではない。
・ピアスぐらいゆるしてほしい。そしたら、穴を開けられるのに。髪型は、どんなんだってい

いと思う。（化粧も）髪の色もどうでもいいんじゃないのかなぁ？
・とても、自由でよいと思う。学校で持ち物検査があるなんてはじめて知りました。私が通っ

ている学校は自由にはばたけている、自分を主張できるよい場だと思う。
・うちの学校は公立だけど、基準服も私立なみにかわいいし、決められた日（朝会、卒業式etc）

以外は私服でもいいです。変な校則なんてないし、一度うちの学校へ来てもらいたいくらい
です。
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● 資料３　自由記述回答例

学校 性別

Ｅ
男
　
　
子

・スカートのたけ、髪型、くつ下の長さ、ジャージ、体育着など、校則がきびしすぎると思う。
せめて、スカートのたけ、髪型、くつ下の長さぐらいは自由にさせてほしいと思う。昔と、
今では時代がちがうから、いつまでも昔のままでいないでいてほしい。
・なぜピアスはいけないのか？（私はしないけど）髪の色が決められていること。（茶くらいは

ＯＫと思う）
・よけいな校則がありすぎるからやめてほしい。コートなど、指定にしてほしくない。マフラ

ーをコートの中に入れるなど、そんな校則なくていい。髪型までグチ×２言ってほしくない。
ヒザ下のスカートはヤダ！

・自分たちで自由な学校がつくれればいいと思う。
・ピアスや髪型などは、人に迷惑をかけなければ自分たちの自由でいいと、僕はそう思う。
・なんか自由とかいってるけど、茶髪にしてきておこられる人を見たことがある、別にいけな

いとは書いてないのに。あと、いい人には何気に特別にしてる先生がうざい。
・中学生らしい髪型とあるが、そめてもいいじゃないか。教師もきまりを守れ。
・「子どもだから～」と言うのはやめてほしい。「少しはおとなだから～」と言ってくれた方が

いい。

学校のきまりや校則について言いたいこと

Ｄ

男
　
子

女
　
　
　
子

・私の学校では、校則があまりない。なので、授業中、先生によっておしゃべりをするか、し
ないかっていう感じ。もう少し校則はきびしくてもいいと思う。
・先生だからってえらそうにしてるやつ見るとなぐりたくなる。まだまだ自分らのこと本気で

考えてくれる先生は数少ないと思う。
・けっこう自由にできるのでいいと思うが、その「自由」の意味をまちがえてしまったらいけ

ないと思う。
・校則とかきまりには文句ないけど、先生に対して、自分の気に入った子だけかわいがってり

ゃいいのか！！？？ って思う。
・校則違反っていうのは、別に何かや誰かに反抗してるんじゃなくて、ただの個性だってどう

してわかんないかなー。みんなと一緒にするからつまんない人間になっちゃうんだよ？　だ
いたい、違反してるから責任はちゃんととるよ。以上！
・髪や、ルーズソックスをはいてたり、スカートが短いだけで「あのこはダメね」みたいに思

われたくない。まとめれば、外見で判断されたくない。ピアスって何でしちゃいけないの？
・コートで授業受けてだめならもっと教室をあったかくしてほしい。セーター姿でだめなんて

変。お金は不用物じゃないと思う。何かあったときに公衆電話とか使いたいし。乗り物乗ら
なきゃいけない。

Ｃ

男
　
子

女
　
　
子

・あまりにも服やら髪とかについてうるさいような気がする。あんまりきびしすぎるのもよく
ないような気がする。
・先生が勝手なことをしていると思う。先生がこうだと言ったらしたがわなければいけない。

少しずるい気がする。
・きまりは、守らなきゃいけないと思います。
・髪型や服装や持ち物などを学校で言われたくない。なんで自分で決められないのか。

Ｂ
女
　
　
子

・私の学校は、特にきまりがないから何とも言えない…。でも、多少のきまりがあってあとは
自己責任…というこの学校は、けっこーいいと思うよ。
・制服のスカートや髪の毛の色のことを言われたとき、「そんなの校則にはないんだから」と思

いムカついた！　校則をやぶったりしたら、うるさくするのはやめてほしい…。きちきちす
るのは自由がなくなるから、いやだ…。
・子どもにだって権利はあるのに「あなたはまだ子どもだから」などおとなと差別しないでほ

しい。自分のことは自分で決められる歳だし。いちいち口出ししないでほしい。←やられた
ら反対に反発したくなる。
・個人個人の意見をもっと尊重できるような校則にしてほしいと思った。自由がいい。ピアス

なんかつけてもぜんぜん他人に迷惑をかけないし。
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● 資料３　自由記述回答例

Ｆ

Ｅ

男
　
子

女
　
　
　
子

女
　
　
　
子

・なんで何もしなくてもたたかれるんですか。なんでカバン点検するんですか。
・１人の生徒をひいきしてほしくない。先生のセクハラをきびしく処罰してください。
・人がどんなかっこうをしようと関係ない。中学生らしいとか言うのはムカツク！
・学校では別にない。しいて言うなら、もっときびしくしてほしい（校則を）。あと子どもも犯

罪をおかせばおとなと同じ罰をもらうべきだ。
・くつ下のワンポイントが入ってたって、別に白いくつ下だったらいいと思う。くだらないき

まりはなくしてほしい。
・もう少し生徒の意見を大事にしてもらいたい。
・髪型や髪につけるピンやゴムは自由にしてほしい！！
・うちの学校は校則がありすぎる。しかも他校にくらべてきびしい。やりたいことをやらせて

ほしい。先生をもっといい先生にしてほしい。
・先生は先生だからいいっていうのが納得いかない。子どもにしてほしいなら先生も多少のこ

とは守るべきだと思う。

・わたしの学校は「Ｅ中宣言」なるものを自分たちでつくり、何がいいか悪いかは自分で決め
ているため、別にいいたいことはない。
・うちの学校は特に校則は多くないが、「Ｅ中宣言」は守っていきたい。そして、それは一生涯

の宝物だと思います。
・十分、自由だと思う。茶髪やピアス、パーマはだめだけど、まだ子どもなのでいい。むしろ、

おとなになってからたくさん楽しめるから禁止の方がいい。
・Ｅ中の校則は、少しだけきびしいが、他の学校よりはいいと思う。きびしいと思うなら、自

分たちが常識をわきまえて、判断できるようになったら、少しずつ改善できると思う。
・いろんなことを決めすぎてないからいいけど、もう少しきびしくしてもいいのでは、と思う。

校則を守ってない人もいるし、それをもっと気をつけるべきだと思う。
・先生が「君らの目は死んでいる」って言ったけれど、みんなまとめて一緒に言われたくない。

一人一人のかがやきを見てほしい。それが見えない先生の方が死んでいると思う。
・「自由に決めろ、夢を持て」って言うくせに、どうしてこんな小さな箱の中におしこまれて

もがいていなければいけないのでしょう？　校則にないことをしても怒られる…「個性」っ
て何ですか？

学校 性別

・先生もやっぱり差別をしてると思う！！　セクハラをする先生がいるのでいやだ。
・「生徒の自主性にまかせている」とか言いながら、実はかなり先生が中心。生徒の気持ちも

もっと考えてほしい。学校のきまりや校則は、生徒一人一人の意見を尊重してつくりあげて
いくべきだと思う。生徒がダメで先生がいいなんていうのはおかしいと思う。

学校のきまりや校則について言いたいこと
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